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プロローグ





　君達は、主人公という響きに何を思い浮かべるだろう。

　それこそ、主人公が出てくるものなら何でもいい。小説だろうと、漫画だろうと、映画だろうと、それは君達の自由だ。

　多分君達の頭の中には、魔王を倒して世界を平和にした勇者とか、甲子園で優勝した野球部のエースとか、お姫様を助けて結婚した王子様とか、まあその辺りのキャラクターが浮かんできたと思う。

　そして、君達は彼らをうらやましく思ったことはないだろうか。

　全すべてとはいえないけど、主人公には成功が約束されている。たくさんの人間から賞賛されたり、意中の女の子と結ばれたり、ほとんどの物語はハッピーエンドだ。

　でも、現実は違う。大体のことは自分の思い通りに進まないし、諦あきらめなければならないことだってたくさんある。それは僕だってよく分かってる。

　しかし、しかしだ、おこがましいのを承知で彼らの声を代弁するならば。

　主人公も、いいことばかりじゃない訳で……。



    

  
    
      


第一章　隠しヒロイン、登場？





　ある女子生徒に呼ばれ、僕は校庭の隅に植えられている大樹まで足を運んでいた。

　名こそ知らないが、この学校じゃちょっとした名所として一目置かれている樹きだ。

　何しろ、その樹の下で告白をしたカップルは永遠に結ばれるという伝説があるため、この場所で女の子に呼ばれて期待をしない男はいない。……僕以外は。

「ごめんね、急にこんな場所に呼び出したりして」

　樹の下で待つその女の子は、風にさらわれる髪を押さえながら、僕に振り返って言った。

「いいよ別に。で、何の用かな？」

「……春にここで告白して生まれたカップルは永遠に幸せになれるって伝説、樹いつき君も知ってるよね？　初めてその話を聞いた時、私はロマンチックだなあくらいしか思わなかった。でも、樹君と仲良くなってからこの伝説が頭から離れなくなって……」

　平静を装いつつ、彼女の何度も聞いた言葉に辟へき易えきとしながら頷うなずく。

「私、勇気を出して言います。樹君、あなたが好きです。大好きです」

「……僕もだよ。初めて出会った時から君が好きだった」

　出来るだけ抑揚を込めて、彼女に答える。

　そして僕の言葉に彼女は顔を明るくし、頬ほおに流れる涙を手で拭ぬぐった。

「ありがとう。……何でだろう、すごく嬉うれしいのに涙が止まらないよ。ごめんね、変だよね急に泣き出すなんて」

「変なんかじゃないよ」

　彼女を抱きしめながら、耳元で囁ささやいた。

　彼女の体は柔らかく温かいけど、僕の心には興奮も昂こう揚ようも一切ない。

「これからもずっと一緒にいよう」

「……うん」

　彼女が返事をすると、不意に目の前の景色がペンキをぶちまけたように白に染まった。

　意識がホワイトアウトする中、僕が最後に考えていたのは彼女のことではなく、次こそこの世界から抜け出せているだろうか、ということだった。



「お兄ちゃん起きてよお、学校に遅刻しちゃうよ！」

　聞きなれた声と共に体を揺さぶられ、瞼まぶたを開ける。

　寝ぼけ眼を擦りながら上体を起こし、僕の体を揺らす張本人へと目を向けた。

　綺き麗れいに手入れされた明るい髪のツインテールに、触ればぷにぷにと音を立てそうなほっぺた。小学生ということもあって、その幼さの残る童顔は愛らしい。

　うん。分かってはいたけど、やっぱりいつもの彩あや芽めだった。

「ああ、おはよう」

「おはよう、じゃないよ！　もうすぐ学校始まっちゃうよ！」

「分かった分かった。すぐ着替えるから下に降りててよ」

　早く着替えてよね、と怒りながら言うと、彩芽はツインテールをぴょこぴょこ揺らしながら僕の部屋を出て行く。

　僕は制服に着替えると階段を下り、朝食が用意された食卓に座った。

「今日はお昼に雨が降るみたいだから傘ここに置いとくよ、忘れちゃだめだからね！」

「僕は降らないと思うけどなあ」

　テレビの向こうにいるお天気お姉さんがにこやかに、今日は午後過ぎに天気が乱れるので早めに洗濯物は取り込みましょう、とはきはきした声で宣言していた。

　でも、数時間後にはそれが嘘うそと証明されることになるだろう。

「もー、濡ぬれて帰っても知らないからね！　じゃああたし先に学校行くから、学校遅れないでね！」

「大丈夫だよ彩芽。お前こそ遅刻するなよ」

　急せかす彩芽を尻しり目めに、僕はゆっくりと牛乳に手を伸ばす。

「あっ、それとその牛乳で最後だから買ってきてね。おつかいはお兄ちゃんのお仕事なんだから、忘れちゃやだよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　そう言うと、彩あや芽めは「行ってきまーす！」と大声を出しながら家を飛び出した。

　彩芽の言葉に苦笑しながらテレビのチャンネルを変える。やっぱり、テレビには二週間前と全く同じ内容のニュースが映っていた。

　僕が生活しているこの世界が現実のものじゃないと気付いたのは、八ヶ月前くらい。ある日目が覚めベッドから起きると、知らない女の子に起こされたのだ。

　厳密に言えば、全く知らない世界だった訳じゃない。何な故ぜなら、その女の子は僕が現実にいた頃ころ熱中していたギャルゲー、『ドリーミー・ドリーマー』のキャラクターと同一人物だったからだ。

　寝起きでまだ意識はぼんやりしていたけど、その女の子は主人公の妹、彩芽だと確信させるほどの説得力があった。ゲームの立ち絵と同じ体型に髪型、ゲームをしていた時と同じ台詞せりふ。コスプレにしてはあまりに出来過ぎていて、一挙一動に違和感の欠片かけらもない。

　現状を整理しきれず、彩芽に言われるがままに学校へ行くと、僕が現実でプレイしていたゲームの登場人物が、さも当然とばかりに学園生活を送っていた。そして、僕は半信半疑ながらも、ここがゲームの世界であると実感したのだ。

　その時、僕は訳も分からずゲームの世界に放ほうり込まれて悲観していた……訳じゃなく、夢にまで見たギャルゲーの主人公になれたことに万歳三唱していた。

　清せい楚そ系にツンデレ、お嬢様にクールな女の子。よりどりみどりな女の子と過ごすラブラブなシチュエーションに、心を躍らせていたというのが本音だった。しかも両親は海外に仕事に行っているという王道的な設定である。これだけお膳ぜん立だてがされていれば、誰だれだって期待してしまうというもの。

　しかし、僕の淡い希望が裏切られるのに時間はかからなかった。

　この世界は原作のゲームが二週間という期間しかないためか、二週間経たつと一日目に戻されてしまうのだ。女の子を攻略し終えたらまた初めからやり直すプレイヤーのように、既に終えた二週間をやり直しさせられる。そういう風にこの世界はプログラムされていた。

　しかも、この世界では着替えている女子生徒達の部屋に入ってしまったり、ヒロインが入ってるお風ふ呂ろに入ってしまったりと、下半身を刺激するようなイベントがたまに用意されているが、どうしてもその先に行くことが出来ない。

　女の子たちは絶対に下着姿から大事なところを見せることはないし、お風呂の時だって謎なぞの湯気が不自然に纏まとわりついて消えることはない。これは僕の憶測だけど、多分『ドリーミー・ドリーマー』が全年齢向けのギャルゲーだからだと思う。

　一度、Ｒ─18の領域に踏み込もうと、湯気対策の団扇うちわを両手に攻略ヒロインが入る風呂に突撃したこともある。でも、その時は意識がフェードアウトして、生殺しのまま強制的に一日目に戻されてしまった。

　この世界に来てからまだ日が浅い頃ころは、どうにかなるだろうと根拠のない自信で楽観的に生活していたが、全すべてのヒロインを攻略してからもう半年近く経たつのに、何一つ変わらないままである。

　初めてこの世界に来た時の浮かれた気持ちはとっくに消え失うせ、この世界に飽きてしまったというのが僕の素直な感想だった。いいかげん両親や友達が恋しくなり、どうすれば元の世界に帰れるかと思案する日々だ。

「ごちそうさま」

　朝食を作ってくれた彩あや芽めに感謝を忘れず、食器の前で合掌。支度を終えて家を出る。

　そしてしばらく歩いて行くと、二股の道に差しかかった。

　左はいつも学校に行くため利用している道。右は少し距離が遠くなるが、信号が少ないため全力で走ればまず間に合う道。

　僕は迷うことなく左の道を選んだ。理由は単純明快、右の道を通ってしまうとあるツンデレ少女と曲がり角でぶつかり、フラグが立ってしまうからである。

　ゲームをしていた頃は感動していたイベントも、何度も繰り返せば嫌にもなる。出来るだけ攻略キャラと出会わず無難な日々を送る。それが僕のこの世界における処世術だった。

　勿もち論ろん、今日もそうなるはずだった。

「きゃっ！」

　うわの空で道を歩いていると、突然胸に何かがぶつかり転びそうになった。

　何事かと正面に目を向けたが、障害物になりそうな物もない。次に下を見ると、

「いたたたた……」

　背中まで届きそうなポニーテール。見とれてしまうほど綺き麗れいな白い肌。ここにいるぞと言わんばかりの、存在感を放つ大きな胸。

　女の子だった。それも、僕の通っている高校と同じ制服を着ている。胸元を飾る赤いリボンもチェックのスカートも、とっくに見慣れたはずなのに妙に新鮮だったのは、着ているのが全く知らない女の子だったからだろうか。

　でも、今までこんな女の子と登校中にぶつかったことなんてあったっけ？　僕が繰り返してるのは同じ二週間のはずなのに。

「大丈夫？　ごめん、ちょっとぼーっとしてたからさ」

　頭の片隅に疑問符を浮かべたまま、尻しりもちをつきおでこをさする女の子に手を伸ばす。

　女の子は僕に気付くと、ぱっちりと大きな目でしばらくその手を見つめ、笑いながら、

「いいのいいの、こっちこそごめん。ちょっと急いで───」

　そう言って僕の手を掴つかもうとして、はたと止まる。

　段々と女の子の顔が赤くなり、こちらを見つめながら固まった。訳が分からず何気なしに視線を下に落とすと……、

　白だった。スカートという鉄壁の防御に垣かい間ま見みえる、純白。ちょこんと小さなリボンも付いていて、それが一層チャーミング。

　尻しりもちをついてしまえばどうしても無防備になっちゃう訳で、しかも女の子は大きく足を開いちゃってる訳で、その女の子を見下ろすというベストポジションに僕はいる訳で。

「きゃああああああ！」

　パンツが見えちゃうのは、当たり前な訳で。

「み、見た!?　私のパンツ見ちゃった!?」

　慌ててスカートを押さえ、女の子は勢いよく立ちあがる。

「えっ!?　え、ええと……」

　女の子から顔を逸そらし、この場を丸く収めるための言葉を頭の中で列挙するも、動揺してろくな言葉が思い浮かばない。

　少女の視線に耐えながら、必死に脳のタービンを回し考える。そして僕が出した答えは、

「……似合ってるね、白。清純で可か憐れんな君にはぴったりだよ」

　とりあえず誉ほめることにした。

　ちなみに、僕の名誉のために一言添えておくが、決して嘘うそをついたつもりはない。清純も可憐も彼女に抱いた第一印象だ。

「なっ!?　……こ、このお……」

　少女は顔を落とし、わなわなと肩を震わせている。

　あ、こりゃ駄目だ、と思うとほぼ同時に、

「えっち─────────っ！」

「うわっ！」

　半泣きだった彼女の顔が見えたのも一瞬、彼女に頬ほおを平手でぶたれ、僕の目に底抜けの青空が映った。

　頬を擦りながら少女に視線を移すも、彼女の紅潮した頬はまだ冷めていない。

「何でそういうこと言うの！　知らんぷりしてくれれば良かったのに、し、白だなんて口にするなんて……」

「だって見ちゃったものは仕方ないし……それに誉めてるんだよ？　高校生で白のパンツが似合うってのは、僕の中じゃマイノリティで……」

「ま、また白って……！」

　僕の弁舌が熱くなっていくのに比例するように、か～っと少女の顔が赤く染まっていく。

「う、うう～っ……」

　少女は俯うつむくとか細い声を漏らし、目に涙を溜ためながらふるふると肩を震わせた。そして、

「うわあああん！　ばかあああっ！」

　遂ついには泣きだしてしまい、僕の横を走り抜けた。弁解しようと振り返るが既に少女は遠く、その姿たるやチーターから逃げるガゼルの如ごとし。

　ぽつんと取り残された僕はその場に棒立ちになり、走り去る彼女の背を眺めながら、まるでギャルゲーみたいだなあ、とぼんやり思った。



「でもおめー、パンツが見れた訳じゃん？　目の保養よ目の保養。むしろ喜ぶべきなんじゃねえの？」

　つんつんとぶたれた僕の頬ほおを指で突っつきながら、からかうように悠ゆう斗とが笑う。

「パンツが見れたことは嬉うれしいよ。でも何も叩たたくことはないんじゃないかなあ。そりゃ僕だって失礼なことは言っちゃったけど、これじゃ釣り合わないっていうかさ」

「じゃあビンタ一発で何回パンツ見れば満足すんのよ？」

「……十回とか？」

「いやしんぼめ、多すぎだっつーの」

　けらけらと悠斗が笑う。でも、だからってそんなに笑うことはないんじゃないか？

　まあ、通りすがりの女の子のパンツを見てビンタされたなんて悠斗ぐらいにしか話せないから、少しは気が楽になったけど。

　なんたってこの世界は二週間でループしてしまうのだ。一から友達を作ったって一日目に戻れば他人という関係になってしまう訳で、その度に友達を作るなんて正直面倒臭い。

　その点、この伊い吹ぶき悠斗というキャラクターは初めから親友キャラというポジションが確立されているから、そんな気苦労もなく友達として話すことが出来る。

「それに、世の中にはご褒美として女の子に殴られたがるやつだっているんだぜ？　うらやましいなあ樹いつき、女の子にぶってもらえるなんてなあ」

「ほお？　初耳だな、悠斗が女子に殴られて喜ぶ変態だったとはな」

　横合いから聞き慣れた声がして、僕と悠斗は視線を移す。

　そこには黒帯で結んだ剥むき出しの柔道着を肩に担ぎ、黒いショートカットの髪をかき上げる真ま理りがいた。今日も柔道の朝練があったのか、少し顔は上気している。

　桐きり谷や真理、この女の子も親友キャラの一人だ。凜り々りしく整った顔立ちに、鋭い目つき。女子にしては比較的身長が高く、さながらモデルのようなプロポーションを維持している。

　そんな魅力的な女の子のため、この世界に来た当初は真理ともいちゃついてみたいと思ったが、『ドリーミー・ドリーマー』では真理は非攻略キャラのせいか、その願いが叶かなったことは一度もない。

　もっとも、今ではそれもいいかなと納得しているところもある。真理とはこの世界に来てから友達という関係を続けているし、今更真理と恋人同士になっても戸惑ってしまうだろう。

「だったら私の柔道の稽けい古こに付き合ってくれ。女子にいたぶられるのが好きな悠斗なら、是非もないだろ？」

「馬ば鹿か言うな、俺おれは至ってノーマルだぞ。ま、背負い投げ一回につきパンツ十回見せてくれるなら考えてやるよ」

「阿あ呆ほか、背負い投げ百回につき一回パンツの色を教えてやる。ちなみに今日は黒だぞ」

「全然釣り合ってねーよ！　つーかなんで何も言ってねえのにパンツの色暴露してんだ！」

「私はちゃんと言ったぞ。これで放課後は私の部活に付き合ってもらうからな」

　詐欺だ、ペテンだと悠ゆう斗とは喚わめくが、真ま理りは涼しい顔で聞き流すばかりだ。

　そっか、真理は今日黒いのか……。

「ん？　何だ樹いつき、じろじろと私を見て」

「い、いや、何でもないよ？」

　頭に浮かぶ恥じらいながらスカートをたくしあげる真理の姿を消すように、ぶんぶんと頭を振る。パンツの色を聞いただけでここまで妄想が膨らむなんて、我ながら情けない。

「それに、俺が中学時代どれだけ真理に投げられたと思ってんだ。その契約だったらこの一年、挨あい拶さつ代わりに真理のパンツの色聞けるっつーの」

「そういえば、悠斗って中学は真理と柔道部に入ってたんだっけ？」

「ああ、今でこそ帰宅部のエースなんて嘯うそぶいてはいるがな。……悠斗、もう一度私と柔道をしないか？　私は結構本気だぞ。中学の時はいい線いってたのに、突然柔道をやめるなんて勿もつ体たいなさすぎる」



    

  
    
      



    

  
    
      

　先程とは打って変わって、真ま理りが真剣な面持ちになった。

　もしかしてパンツのことなんかどうでもよくて、真理は悠ゆう斗とと柔道をしたかっただけなのかもしれない。

「いいんだよ、必死に汗かいてスポーツするなんて俺おれの柄じゃねえし。それに、もうすぐ三年になるのに今更やったってしょうがないだろ。お前くらいだぜ？　受験を気にせず部活ばかりしてるの」

「……私が直々にパンツを譲ると言ってもか？」

「い、や、だ」

　悠斗ははっきりと口を動かし真理の誘いを断り、小さく笑う。

　何か言おうと真理が口を開きかけた時、チャイムが真理の言葉をかき消した。

「出席をとるぞお前ら～。早く席につけよ～」

　程なくして先生が教室に入り、ざわついていた教室は静まり生徒達はそれぞれ自分の席へと戻る。先生は教壇に立つや否や、生徒の名前を一つ一つ呼びあげた。

「……よーし、お前らちゃんと全員来てるな。あと一ヶ月もしたら受験生なんだからな、気を抜かず勉学に励めよ。特に悠斗、お前よく堂々と漫画読んでんな。あとで俺に貸せ」

　先生の言葉に皆は笑うけど、僕にとっては何度も聞いたギャグのため愛想笑いしか出てこない。

　朝礼中に漫画を読む悠斗に、教育者らしからぬ発言をする先生。いつもの光景だった。

「よしじゃあ朝礼を終わる……前にだ、みんなに紹介しなければならん生徒がいる。朝あさ比ひ奈な、入って来てもいいぞ」

　……は？

　転校生という聞き慣れない言葉に、何かの間違いかと先生の次の言葉を待っていると、扉が開き、我が緑が丘高校の制服を着た女子が入ってきた。

　一歩歩く度にポニーテールが揺れ、その脚はすらりと細い。ぱっちりと開いた大きな目、薄桃色の唇、白い肌。

　間違いない。今朝登校中に僕にぶつかり、そして僕にビンタした女の子だ。

「今日からここの生徒になる朝比奈桜さくらだ。家の都合でこの学校に転校してきたらしい。時期が時期だが、お前らも出来るだけフォローしてやってくれ」

「ええっ!?」

　今朝から感じていた違和感が、一層明めい瞭りようになっていく。

　何だよ、転校生って。こんなイベント、僕は知らない。

「どうした樹いつき、いきなり立ちあがったりして」

　僕の前の席に座る真理の声に、はっと気付く。

　しまった、と思った時にはもう遅かった。あまりのことに大声を出して立ちあがってしまったため、クラスメートの怪け訝げんな視線が刺さる。

「あっ!?」

　それまでどぎまぎとしていた朝あさ比ひ奈なさんが、僕の方を見て驚きの声を上げた。

　そして今朝の出来事を思い出したのか、徐々に顔が赤くなっていく。

「君、今朝私とぶつかった……」

「……あはは、その節はどうも」

　予想だにしない出来事に思考が追い付かず、苦笑いを浮かべながら思わず口が滑る。

　だが僕の言葉が怒りの琴線に触れたのか、朝比奈さんはむっ、と顔を顰しかめた。

「何がその節はどうもよっ！　私にぶつかったのをいいことに、スカートの中覗のぞき見たくせにっ！」

　はあ!?　と教室中から声があがった。

　朝比奈さんの言葉に教室の女子は白い目で、男子は敵意の籠こもった目で僕を見る。

「ち、違うよっ！　そりゃ見ちゃったけど、あれは不幸な事故で……」

「やっぱり見たんじゃない！　どうしてくれるの、転校初日に男の人に見られるなんて……恥ずかしいよ」

「何だ？　樹いつきは転校生とそこまで仲良くなったのか。けしからんなあ、続けろ続けろ」

　先生の声にクラスから笑い声があがり、これ幸いとばかりに僕はさりげなく席に座った。

　でも、疑問は何一つ解決してはいない。

　だって、僕は朝比奈桜なんてキャラクターは知らない。現実で『ドリーミー・ドリーマー』をプレイしている時だって、そんなヒロインはいなかった。

　それに、今まで朝比奈桜さくらなんて女の子が転校してきたことも、一度もない。同じ二週間を繰り返しているはずなのに、何で今回に限ってこんなイレギュラーな事態が起こるんだ。

　……まさか、朝比奈さんも僕と同じように、この世界に迷い込んだ人間なのだろうか？

「朝比奈桜です！　今日からここの高校に転校してきました。よろしくお願いします！」

　朝比奈さんの声に我に返る。

　少しは落ち着いたのだろう、朝比奈さんは溌はつ剌らつとした声で自己紹介をし、皆の前でぺこりと頭を下げた。遅ればせながら、皆は拍手をして朝比奈さんを迎える。

「それじゃあ席について、分からないことがあったら近くの生徒に聞いてくれ。机はもう用意しといたから」

　照れ隠しなのか細い指を絡めながら、朝比奈さんは先生の言葉に頷うなずくと、指定された席に座る。

　その間一度だけ朝比奈さんと目が合ったけど、すぐぷいっ、と顔を逸そらされてしまった。

「羨うらやましい奴やつめ、あんなかわいい娘のパンツが見れるなんてなかなかないぞ。だが夜道は気を付けた方がいいな。嫉しつ妬とに狂った男子に刺されるかもしれない。特に隣の奴やつとかな」

　正面の席に座ってた真ま理りがこちらに振り向き、笑いながら僕の隣の席を指でさす。見なくたって分かる。どうせ悠ゆう斗とが僕を睨にらみつけているんだろう。

　でも、二人とも朝あさ比ひ奈なさんが転校してきたことに驚きはしても、疑問を抱いてる様子はない。でも僕はこんなシナリオは知らない。一体どういうことだ？

　結局その問いに答えが出ることもなく、朝礼が終わった後の小休憩に交わした真理との会話も、一時間目の英語の内容も、まるで頭に入らなかった。

　きっと、授業中も隣にいる悠斗が僕にガンを飛ばしていたから……というのは関係ないだろう、多分。



　その日、これだけのことがあったのだから校内でも何かあるかもしれないと、朝比奈さんをずっと見ていたけど、特筆するようなことは何もなかった。

「ねえ樹いつきさん、今日一緒に帰れないかしら？　欲しいお洋服があって、樹さんに見てもらいたいんですの」

　授業を全すべて消化し終礼を終えた後、同級生の凜りん花かさんに声をかけられた。

　鈴の音を転がしたような綺き麗れいな声に、上品な立ち居振る舞い。金髪縦ロールといういかにもお嬢様っぽい髪型をしているのは、凜花さんが攻略ヒロインだからだろうか。

　でも、ここで一緒に帰ってしまうと、俗に言う凜花ルートに入ってしまうことになる。

　出来ればそれは避けたかったし、何より朝比奈さんと話したかったから、僕は彼女の誘いを断ることにした。

「ごめん、この後やらなくちゃいけないことがあるんだ。だから一緒には帰れないかな」

「……ふん！　分かりましたわ。私より大事な用事ならさぞ大切なことなんでしょうね」

　そう言うと、凜花さんは怒りながら教室を去って行った。

　ゲームのキャラクターといえど、この世界にいる限り普通の人間と変わりない。だからか、僕は彼女の誘いを断ったという後ろめたさを感じざるをえなかった。現実でゲームをしていた頃ころ好きだったキャラクターならなおさらだ。

「……なあ、樹。ちょっと話があるんだけど」

　朝比奈さんの許もとへ行こうとした時、悠斗が話しかけてきた。

「ごめん、後にしてくれない？　ちょっと用事があるからさ」

「用事ってお前……っておい！」

　悠斗の悲鳴に近い声を背中に受けて、僕は朝比奈さんの机へ歩く。

　朝比奈さんは鞄かばんに教科書を詰め込み、今まさに帰宅する支度を終えようとしていた。

「ちょっといいかな」

「……？」

　僕の言葉に朝あさ比ひ奈なさんがこちらを向く。

　だが、即座にその表情が硬くなった。

「何？　また私のスカートの中を見に来たの？」

　棘とげのある声色で朝比奈さんが口を開く。やっぱりまだ今朝の出来事が許せないみたいだ。

　でも、それも当然なんだ。僕は大切な一言を忘れていたんだから。

「そのことなんだけど……ごめん」

　謝りながら朝比奈さんに頭を下げる。頭上で、朝比奈さんが息を呑のむ音が聞こえた。

「事故だったのは否定するつもりはないよ。でも、僕が朝比奈さんを傷つけたのは事実だから。だから、ごめん」

　僕が朝比奈さんの下着を見て、それで恥ずかしい思いをさせたなら謝るのが筋だ。

　何な故ぜぶつかった時にこの言葉が出てこなかったのか、反省してもしきれない。

「……ううん、いいよ。私も大人げなかったって思うし、わざと見ようと思ったんじゃないもんね」

　朝比奈さんの言葉に頭を上げる。朝比奈さんの頬ほおは緩んでいて、その表情は自己紹介の時の面影が残っていた。

「私の方こそごめん、ほっぺた叩たたいちゃって。痛かったよね？」

「いいって、僕もパ……スカートの中覗のぞいちゃったんだしさ。これでお互い恨みっこなしってことで」

　パンツという言葉が口に出そうになり、慌てて引っこめる。パンツを見たなんて口にしてしまったら、また朝比奈さんに泣かれちゃうかもしれないし。

「それで、私に何か用事があるの？　えーっと……」

「柊木ひいらぎ樹いつきって言うんだ、よろしく。突然悪いけどさ、ちょっと話したいことがあるんだ。あんまり人に聞かれたくない話だしさ、屋上まで付いてきてくれないかな？」

「お、屋上？　……う、うん、いいよ」

　屋上という言葉を聞き、朝比奈さんはどこか緊張した表情で頷うなずく。

　朝比奈さんと一緒に教室から出るとき、信じられないといった表情でこちらを見る悠ゆう斗とがふと視界の隅に見えたけど、とりあえず無視することにした。



　普通、高校というものは屋上の出入りは禁止されていることが多いが、この高校は生徒の意思を尊重しているとかいうもっともらしい理由で屋上が開放されていた。よくよく考えれば危険の方が大きいと思うんだけど、これもギャルゲーのお決まりというやつだろう。

「それで、話って何？」

　朝比奈さんが僕に質問する。朝比奈さんには聞きたいことが山ほどあったけど、それだけに何から聞くかなんて考えていなかったため、思わず迷ってしまった。

「……朝あさ比ひ奈なさんって子供の頃ころのこととか覚えてる？　例えば、通ってた小学校の名前とか、担任だった先生の名前とか」

「小さい頃の記憶？　そんな細かいことは覚えてないけど、ここに引っ越してくる前はちゃんと小学校に行ってたよ。……ねえ、樹いつき君ってそんなことが聞きたくて私をこんなとこまで連れて来たの？」

　朝比奈さんの表情に影が落ちた。多分、僕の奇妙な質問に疑問を感じたのだろう。

　それも当然かもしれない。こんなことわざわざ屋上で聞くようなことじゃないんだから。

「う、うん、まあね。……他にもさ、最近おかしな出来事とかないかな？　テレビ点つけたら再放送でもないのに、全く同じ内容の番組がやってたとか」

「おかしな出来事？　うーん……あっ、そういえば最近お父さんがぎっくり腰になったけど」

「……ごめん、今の質問忘れて……」

　駄目だ、さっきから全く手ごたえを感じない。もしかして僕の早とちりだったのか？

　でも、朝比奈さんが『ドリーミー・ドリーマー』のキャラクターだとしたら突然転校してきたことが説明できない。だからてっきり朝比奈さんも僕と同じように、現実からゲームの世界に迷い込んだ人間かもしれないと思ってたんだけど……。

　色んな考えが頭をよぎり、ふと気が付くと朝比奈さんが僕に疑惑の眼まな差ざしを向けていた。何か話さなければと、咄とつ嗟さに頭に浮かんだ言葉をそのまま朝比奈さんに放ほうり投げる。

「あのさ、さっきから変な質問をしてごめん。でも驚かずに聞いて欲しいんだ。実はね、僕はこの世界の人間じゃないんだ」

「……へっ？」

　……何を言ってるんだ、僕は？

　こんなこと会って間もない人に言うなんて、ただの電波じゃないか。

　実際、朝比奈さんの僕に対する疑惑は一層強まったらしい。呆あつ気けにとられた表情から怪訝そうな表情へと変わっていく。教室にいた時の人懐っこい笑顔が嘘うそのようだ。

　このままじゃまずい。話題を変えようと必死で言葉を探していると、

「……分かるよ、樹くん。現実が嫌になって、私は実は異世界から来た勇者なんだー、って叫びたい気持ち。私だって恥ずかしいことを思い出して、枕まくらに顔を埋めてばたばたする時あるもん」

「……はい？」

　一転、朝比奈さんは目を細め優しく微笑ほほえんだ。

　でも、自己紹介の時や僕が謝った時とは種類の違う笑顔。まるで、雨でずぶ濡ぬれになった子犬でも見るような……。

「辛いんだよね、悲しいんだよね、もう気分はロンリー・ウルフだよね。でも大丈夫、分かってくれる人はきっといるよ。だって、人間って一人で生きてる訳じゃないもん」

「あのー、朝あさ比ひ奈なさん？」

「きっと樹いつき君もしばらくすれば、あの時なんであんなこと言ったんだ、いっそ記憶を消してくれ！　ってのたうち回ると思う。でも大丈夫、きっと笑い飛ばせる時が来るから」

　……やばい、絶対勘違いしてるよこの娘。

「今度会った時は樹君の脳内設定ノートでも見せてね？　共感は出来なくても、一緒に笑ってあげることは出来るから。じゃあね！」

「ちょっと、朝比奈さん！」

　まだ疑問は何一つ解決していないと呼び止めようとしたけど、朝比奈さんは僕に手を振って屋上から去ってしまった。

　ぽつんと、一人屋上に残される僕。

「……嘘うそでしょ？」

　誰だれに言うでもなく呟つぶやき、がっくりと肩を落とす。

　……もしかして、朝比奈さんにすごくイタい奴やつだって思われた？

「……はあ」

　朝比奈さんを追いかける気力もなく、溜ため息いきをついた後、屋上を出る。

　重い足を引きずるように、とぼとぼと昇降口まで歩くと、

「おい、お前朝比奈さんと何話してたんだよ。さっき朝比奈さんに会ったけど、すげえ清すが々すがしい顔してたぜ」

　もう帰宅したと思っていた悠ゆう斗とが、僕の下げ駄た箱ばこにすがっていた。

「えっと、朝比奈さんに伝えたいことがあったんだけどさ……誤解されちゃった」

　悠斗に何て説明すればいいか分からず、適当にぼかしながら話す。

「誤解されたって……それって、嫌われたってことか？」

「……どうだろう。嫌われてはないと思うけど、僕のことをよく思ってないのは確かだと思う」

　悠斗は眉まゆ根ねを寄せていたが一転、笑いながら近づいてきて、僕の肩に手を置いた。

「皆まで言うな、それくらい俺おれも察してやる。まあでも、これで樹もめでたく失恋を経験した訳だ。飯でも奢おごってやるからついてこいよ、部活終わりの真ま理りも誘ってさ」

「別に失恋した訳じゃ……まあいっか」

　悠斗の言葉を訂正しようとしたけど、悠斗の無邪気な笑顔を見てたら何だかどうでも良くなってきた。それに、悠斗が僕を慰めてくれることも嬉うれしかったし。

　そして僕は悠斗に誘われ、部活を終えた真理とも合流し、学校近くのファミレスで悠斗が命名した「玉砕した樹君を弔う会」が行われた。

　悠斗が僕だけじゃなく、何な故ぜか真理にも奢るはめになったり、真理が嬉しそうにハンバーグを頬ほお張ばったりと、それはいつもの昼食の光景とあまり変わらなかった。

　だけど、朝あさ比ひ奈なさんに勘違いされた時より、少しは気が楽になっていた。



　次の日、僕はいつもより早めに学校を出て朝比奈さんの下げ駄た箱ばこの前に立っていた。

　昨日の僕はとんでもないミスをおかしてしまった。それは認めなければならない。

　でも、二週間経たてばまた一日目に戻ってしまうんだ。その時も朝比奈さんがいるかなんて分からないし、僕には悲観してる時間なんてない。

　朝比奈さんの下駄箱に、一晩悩みに悩み抜いて書いた手紙を入れる。彩あや芽めから譲ってもらった、かわいらしいカエルがプリントされた便びん箋せんだ。

　これで朝比奈さんの誤解が解けるか、自信なんてない。でも何もしないよりはマシだ。

　教室に行き既に朝練から帰っていた真ま理りと雑談を交わしていると、登校してきた朝比奈さんと目が合った。

　でも案の定、僕に気付いても生温かい笑顔をくれるだけだった。

「今、桜さくらさんの樹いつきを見る目に憐あわれみが籠こもってた気がするんだが、私の気のせいか？」

「……お願い、そのことには触れないで……」

　無慈悲に、無自覚に真理が僕の傷跡を抉えぐり、呻うめき声ごえが漏れる。

　その後、僕はどうやったら朝比奈さんに話を聞いてもらえるか考えながら授業を受けていると、あっという間に放課後になってしまった。

　教室を出る朝比奈さんが見えて、意を決して鞄かばんを手に取り、彼女の背中を追う。

「朝比奈さん」

　朝比奈さんは僕の言葉に振り返るが、その笑顔は今朝と変わらない。

「どうしたの樹君、またおもしろエピソードでも聞かせてくれるの？」

「いや、そうじゃなくてさ。下駄箱にあった手紙読んでくれた？」

「あー、あのカエルの手紙？」

　そう言うと朝比奈さんは鞄の中から、今朝僕が下駄箱に入れた例の便箋を取りだした。

「昨日はいきなり変なことを言ってごめんなさい。でも僕は朝比奈さんに聞いて欲しいことがあるんです。今日の三時間目、英語の授業と間違えて芝しば原はら先生が教室に来ます。もしこれで朝比奈さんが納得してくれたら、僕の話を聞いて下さい。……確かに、樹君の予言は当たったね」

　僕は心の中で安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　僕はこの二週間の出来事なら誰だれよりも知っている。それを朝比奈さんに知ってもらうためにこの手紙を出したんだけど、どうやら成功したみたいだ。

「この世界の人間じゃないって言いだしたと思ったら未来予知の設定まで付けるなんて、ほんと色々考えるねー」

　前言撤回。全然功こうなんて成してないよこれ。

「違うって！　分かって欲しかったのは、先生が教室を間違えることを僕が知ってたってことで……」

「でも、これぐらいならたまたまって可能性もあるんじゃないかな？　こういう間違いって学校じゃよくあるしね」

「……お願い、昨日突然変なことを言ったのは僕が悪いと思ってる。でも、僕は真剣なんだ。僕が相談できるのは朝あさ比ひ奈なさんしかいないんだよ」

　多分、今の僕は相当切羽詰まった顔をしてたんだと思う。朝比奈さんの目は丸くなってるし、心持ち顔も強こわ張ばっている。

「……私はここに転校してきたばっかりなんだよ？　何で私なの？」

「朝比奈さんが転校してきたからこそ、朝比奈さんにしか相談できないんだ」

　そして、真剣な表情で朝比奈さんが僕を見つめる。

　そして、しばらくして朝比奈さんはふう、と息をついた。

「……いいよ、私で良かったら話を聞いてあげる。樹いつき君の言ったことが当たったのは事実だしね。それに、樹君の話にもちょっと興味があるし」

「本当!?　ありがとう！」

　思わず、朝比奈さんの手を握ってしまう。

　朝比奈さんは驚いたような表情をしたけど、僕の手を歓迎するでもなく拒絶するでもなくただ、まあいっか、とだけ呟つぶやいた。それが無性に嬉うれしかった。



「それで、話って何？」

　昨日の再現のように、僕はまたもや朝比奈さんを屋上に連れてくる。

「昨日、僕がこの世界の人間じゃないってことは話したよね」

「あー、例のアレね」

　朝比奈さんが呆あきれたような顔をする。朝比奈さんの脳裏では、昨日の僕のやり取りが再現されているのだろうか。そう考えると、顔から火が出るほど恥ずかしい。

「実は、朝比奈さんが現実だと思ってるこの世界はゲームの世界なんだ。それで、僕はこの世界に迷い込んできた」

「……」

　朝比奈さんは僕の言葉に絶句し、しばらく僕を見つめると、こくりと頷うなずいた。

　言いたいことはたくさんあるんだろうけど、とりあえず話を最後まで聞こうと思ってくれているんだろう。

「……じゃあ、仮に樹君の言うことが正しいとして、何でこの世界がゲームの世界だって思うの？」

「この世界の地名とか登場人物が、僕がやったことのあるゲームと同じだからだよ。それで、どうも僕はそのゲームの主人公になってるみたいなんだ。決められた日までに女の子と仲良くなるっていう目的のゲームのね」

「女の子と仲良くなる？」

「そう。女の子と仲良くなって、最後に相思相愛になるのが目的のゲーム。この世界はそのゲームの設定が反映されていて、例えばあそこに植えてある樹きの下で告白すると永遠に幸せになるっていう伝説があるし、あの鐘の音を聞いたカップルは来世でも恋人同士になれるとか、他にも……」

「分かった、分かったからもういいよ。……でも、そんなゲームをしてるってことは、もしかして、樹いつき君オタクってやつ？」

「……まあ、否定はしないけど」

「でもさ、それってむしろ嬉うれしいことなんじゃないの？　男の子ってそういうのに憧あこがれてると思ってたのに」

　朝あさ比ひ奈なさんからオタクって言葉が出た時には背筋がひやりとしたが、朝比奈さんは何でもないように言葉を続けたので、僕はほっと胸を撫なで下ろす。

　僕がアニメやゲームの世界に興味を持ち始めたのは、高校に入学してから。それもこれも、高校から仲良くなった翔しよう一いちなる人物に毒されてしまったせいだ。

　この世界の基となったゲーム、『ドリーミー・ドリーマー』も、翔一に勧められ手を出したフリーソフトだった。今までフリーソフトのゲームなんてやったことなかったから、個人で作ったゲームなんて本当におもしろいのだろうかと、疑問に思いながらゲームを起動したのだ。

　まさに目から鱗うろこが落ちた気持ちだった。鱗のついでに涙も落ちた。

　フリーソフトということで音楽や効果音は無料配布されているものだったけど、グラフィックはオリジナルで描かれたもので、塗りなども丁寧で非常にクオリティが高かった。

　さらに驚くことに、このゲームは荒あら木き笹ささ船ふなという人が一人でつくったもので、ストーリーもグラフィックもスクリプトも、何もかもこの人が全すべて担当しているのだ。

　だからこの世界に来た時は、あの感動を主人公になりきって体験できるのかと興奮したけど、流石さすがに何周もしたら、もう元の世界に戻れないのかと不安にもなる。

「そりゃ最初はラッキーだと思ってたよ。でもさ、この世界は何な故ぜか延々と同じ日にちを繰り返してるみたいなんだ。たまったもんじゃないよ」

「同じ日にちを繰り返すって、もうどれくらいここにいるの？」

「二週間を十七回だから……八ヶ月くらいかな」

　本当はヒロインの入っているお風ふ呂ろに突入して一日目に戻されたプラスαがあるけど、流石にそれは隠すことにした。

「ふーん、確かにそれぐらい同じ日常を繰り返せば飽きるよねえ」

「ちなみに、明日の三時間目に抜き打ち英単語テストがあるから、勉強しといたほうがいいよ。テスト範囲は教科書の百二十一ページから、百二十三ページだから」

「……へえ、樹いつき君って本当に未来のことが分かるんだね」

　良かった。ここにきてようやく朝あさ比ひ奈なさんは僕を信用し始めたようだ。

「信じてくれた？」

「まあ、とりあえずは信じるよ。でも、だからって何で私にそんなことを話すの？」

「さっきも言った通り、僕は何回も同じ二週間をループしてるんだけど、今まで経験したことがないイベントが起こったんだ」

「それってもしかして……」

「そう、朝比奈さんの転校だよ。今までこんなこと一度もなかったのに」

「……つまり、樹君は元の世界に帰りたいけど帰り方が分からない。でも、少なくとも帰る方法に私が関かかわっているって思ってるの？」

　朝比奈さんの目を見据えながら、僕は頷うなずいた。

「でも、どうすれば樹君が元の世界に帰れるかなんて私は知らないよ？　そもそも、この世界が私にとっては現実なんだし」

「いや、一つだけあるんだ。僕の憶測だけどね」

　朝比奈さんがわずかに首を傾かしげる。

「この世界がギャルゲーで、僕がその主人公というのは間違いないと思ってる。だから、もし元の世界に帰る方法があるとすれば、ゲームを完全にクリアすることだと思うんだ」

「……」

　朝比奈さんは僕を見つめたまま、沈黙。

　ゲーマーにとってギャルゲーのクリア条件なんて分かり切ったことだけど、朝比奈さんは理解できていないようだ。

　僕は大きく息を吸い、思い切って言った。

「朝比奈さん、僕は君とハッピーエンドを迎えてみせる」

「ハッピーエンド……？」

「そう。だから朝比奈さん、僕のことを好きになってくれないかな？」

　瞬間、左頬ほおに感じたとんでもない衝撃と共に、僕は吹っ飛ばされフェンスにぶつかった。

　その場に座り込み、頬に付いた錆さびを落としながら朝比奈さんを見上げる。

「何馬ば鹿かなこと言ってるの！」

　朝比奈さんが肩に鞄かばんを担ぐ。あの手提げ鞄が凶器であることは言うまでもないだろう。

「あのねえ樹君。好きになってくれませんかって言われて、はい分かりましたってなるなら、誰だれも失恋ソングに共感して涙で枕まくらを濡らしたり、真夜中に恥ずかしいポエムを書いたりなんかしないって。清純な乙女心を馬ば鹿かにしないでよ」

「……乙女心を持ってる人は、いきなり鞄かばんをぶつけたりしないと思うんだけどなあ」

「何か言った？」

「いえ何でもないです」

　まあ、朝あさ比ひ奈なさんが怒るのも無理はない。今のは相当無神経な発言だったんだから。長くこの世界にいたせいで、女の子との接し方が分からなくなっていたのかもしれない。

「でも、朝比奈さんと相思相愛になれば元の世界に帰れるっていうのは、あながち間違いじゃないと思うんだ。だって、全すべてのヒロインを攻略しても何も変わらなくて、途方に暮れてた時に朝比奈さんが転校してきたんだよ？　朝比奈さんが怪しいって思うのは自然じゃない？」

「……まあ、確かにそうかも。でも、それとこれとは別の話だよ。だって、樹いつき君は元の世界に帰るためだけに、私に好きになってもらいたいんでしょ？」

　朝比奈さんの言葉に心臓が跳ねる。

　確かに、僕は打算だけで朝比奈さんに恋をしようとしている。本心じゃなくても「好きです」と言って欲しくて、こんな都合の良いことを言っているに過ぎない。

　そんな僕の身勝手な理由で、朝比奈さんの気持ちを無視していい訳ないじゃないか。

「……ごめん」

「いいよ、私こそやりすぎた。樹君も必死だったんでしょ？　多分、私も樹君と同じ立場なら似たようなこと考えてたと思うし」

　朝比奈さんが朗らかな笑みを浮かべながら、僕に手を差し出す。

　その意図を理解するのに数秒かかり、僕は朝比奈さんの手を借りて立ちあがった。

「私も出来る限り手助けするからさ、がんばろうよ。もしかしたら今回は二週間経たっても一日目に戻らない可能性だってあるんだしさ」

「……うん、そうだね」

「もしくは、私が好きになるくらいかっこいい男になることかな。そうなったら、全力で愛してあげる」

「……それは難しいね。二週間どころか一生かかってもなれるかどうか」

　そしてどちらからともなく、僕達は大きな声で笑った。

「でも、必ず朝比奈さんを幸せにしてみせるよ」

「だーかーらー、勝手に人のことを不幸とか幸せとか決めないでよ」

　不満そうな顔で、朝比奈さんが僕の頭を小突く。

　少しだけ痛かったけど、何な故ぜだか悪い気はしなかった。



　下校時間が迫っていたということもあり、あの後僕は朝比奈さんと屋上で別れた。

　途中まで朝あさ比ひ奈なさんを送ろうかとも考えたが、結局その言葉を口にすることは出来なかった。朝比奈さんと仲良くなると心に決めた直後なのに、どうしても気後れしてしまった。

「おかえり～」

　リビングからひょこっと顔だけ出し、彩あや芽めが僕を迎えてくれた。

　今日も学校があったはずなのに夕食を作ってくれる彩芽に心の中で感謝すると共に、せめて食器ぐらいは用意しようと鞄かばんを二階の部屋に置き、リビングへ降りる。

「お兄ちゃん、牛乳買ってきてくれた？」

「牛乳？」

「今日の朝お願いしたじゃない。昨日の朝もお願いしたのにお兄ちゃん忘れちゃったから、今日はちゃんと買ってきてねって」

　言われてみれば、今朝学校へ行く時にそんなことを頼まれた気がする。でも、昨日の夕方も今朝も、朝比奈さんのことばかり考えていて、すっかり頭から抜け落ちていた。

「ごめん、そういえば忘れてたよ」

「も～、本当にいいかげんなんだから」

　彩芽が頬ほおを膨らませながら、食器にオムライスを盛り付ける。

　買い物は唯一僕がしていた家事の手伝いなだけに、彩芽に悪いことをしちゃったな。

「本当にごめん、明日買ってくるからさ」

「……絶対だからね。お兄ちゃんの好きなシチューを作ろうと思ってたんだから」

　牛乳を買うことを心に留とめながら、彩芽の作ってくれたオムライスを口に運ぶ。

　ふわふわの卵と、ふんだんに使ったトマトソースに絡まるチキンライスが、口の中に広がり溶けていく。もう何度も彩芽の料理を食べているのに、飽きたことなんて一度もない。

　彩芽が食卓に座りながら、おもむろにテレビを点つける。テレビには今話題の男性アイドルが、女性観客の黄色い声を浴びながら、バラエティ番組のゲストとして紹介されていた。

「彩芽もさ、やっぱりこういう男の人好きなの？」

　どういう男性なら朝比奈さんが好意を寄せるだろうと疑問に思い、彩芽に尋ねる。

「まあ、好きといえば好きかな。イケメンだし歌もうまいし、私の学校でも好きな人多いよ。でも、そんなこと今まで考えたこともないかな」

「やっぱりこういうかっこいい人なら、どんな女の人にももてるのかな？」

「どうだろ？　顔が良いに越したことはないけど、それだけで好きになる訳じゃないから」

　このゲームの世界において主人公である僕は、無条件で女の子に好感を持たれる人間だった。大した努力をしなくても勝手に相手が好きになってくれる、そうでなければ物語として成立しないからだ。だから感覚が麻ま痺ひしていたのだろうか、彩芽の当たり前とも思える言葉がやけに鮮明に聞こえた。

「……びっくりした。彩芽って僕が思ってた以上に大人なんだな」

「なによお、急に変なこと言って」

「正直な感想だよ。しっかりした妹だとは思ってたけど、こんな一面があるなんて知らなかったからさ」

「褒めたって何にも出ませんよー」

　彩あや芽めは無邪気な笑顔を浮かべながら、オムライスを口に運ぶ。

　それを見て少しだけ───ほんの少しだけ、彩芽が僕の本当の家族だったら良かったのに、と思ってしまった。

「彩芽ってさ、今好きな男の子とかいるの？」

　そんな気持ちを振り払うように、彩芽に話しかける。

「どうしたの？　今日のお兄ちゃん何だか変だよ？」

「いいからいいから」

「……好きな人はいないけど、理想的な男の子はいるかな」

「へえ、どんなタイプなの？」

「傍そばにいて頼りになる人。少なくとも、おつかいを頼んだらちゃんと買ってきてくれるような人とかね」

　彩芽の意地悪な笑顔を見て、僕は苦笑いを浮かべることしか出来なかった。



　基本的に学校における僕の昼食は、混雑した食堂でもみくちゃにされながら食事をするか、混雑した購買でもみくちゃにされながら弁当を買って食べるかの二択だった。

「樹いつきよーい、今日はどうすんだー？」

　四時間目が終わり、気だるそうに悠ゆう斗とが話しかけてきた。

　僕なりに昼休みは考えがあったので口を開こうとした時、

「やっほー、樹君」

　背後から僕を呼ぶ声が聞こえ、振り返る。

　そこには、にこやかに笑顔を浮かべる朝あさ比ひ奈なさんがいた。

「樹君、この後ご飯どうするの？」

「実は、朝比奈さんを昼食に誘おうと思ってたんだけど……」

「良かった、それじゃ一緒に食べない？」

「でもいいの？　転校してきたばっかりなのに僕と一緒に食事して。女の子と食べた方が楽しいんじゃない？」

「いいの、みんなとは昨日食べたし。それに、二週間後樹君がどうなってるか分からないでしょ？　樹君の問題が解決してからみんなと仲良くなっても遅くないかなって」

「……そっか、ありがとう。ねえ悠斗、今日は───」

　朝比奈さんと昼食を食べようと思うんだけど。悠斗の方を見ながらそう言おうとして、

「あー、朝あさ比ひ奈なさんだっけ？　ちょっとごめん、少し樹いつき借りるわ」

　悠ゆう斗とに首根っこを掴つかまれ、無理やり廊下に連れ出されてしまった。

　その間、きょとんとした表情で僕達を見る朝比奈さん。

「ゆ、悠斗？　突然どうしたの？」

「どうしたの、じゃねえよ。どういうことだよ、これは」

「どういうことって、朝比奈さんを食事に誘ってたんだけど。それがどうかしたの？」

「……一昨日、俺おれがお前と何な故ぜか真ま理りにも飯を奢おごったの覚えてるよな？　忘れたなんて言わせねえぞ」

「う、うん、覚えてるよ」

　一昨日の出来事なんだ、忘れる訳がない。悠斗は「玉砕した樹君を弔う会」と称して、僕と真理にファミレスでこちそうしてくれたことを言っているのだろう。

「俺はな、お前が失恋したって聞いたから慰めてやったんだぜ。だが実際はどうだ？　ふられたはずの男とふった女が、仲良く食事しようとしてるじゃねえか。こんなことあっていいと思ってんのか？」

　うん。学校の成績はよろしくないくせに、何故こういうしょうもない時だけ頭が働くんだ、こいつは。

「でもほら、男子三日会わざれば何とやらって言うでしょ？」

「三日どころか一日しか経たってねえじゃねえか。まったく、裏切られた気分だぜ」

「そんなこと言われたって……」

「とにかく、俺はお前のせいで激しく傷ついた訳だ。そこでお前がとる道は二つ、俺とお前と朝比奈さんで昼飯を食うか、一昨日食ったデミグラスハンバーグを今ここで吐き出すか。好きな方を選べ」

　それはもはや脅迫に近かった。恐らくここで断ったら悠斗はそれにつけこんで、様々な要求をしてくるだろう。

「分かったよ。でも、朝比奈さんが嫌って言ったらおとなしく諦あきらめてよ？」

「それぐらい言われなくても分かってるっつーの。そこまで無神経な人間じゃねえよ。じゃあ早速購買に行って、飯買ってこないとな。ほら、樹も来いって」

　意気揚々と購買に向かおうとする悠斗が、満面の笑みで僕に手招きをする。

　僕はその場で溜ため息いきをつくと、教室の入り口から顔を出し、朝比奈さんに声をかけた。

「朝比奈さん、今から悠斗と購買に行ってくるから、ちょっと待っててくれない？」

「うん、分かった。……あのさ、余裕があったらでいいんだけど、なにか甘いもの買って来てくれると嬉うれしいな。お金はあとで出すから」

「別に構わないよ。じゃ、行ってくるね」

　そして、僕は頭の中で購買に置いてあるお菓子をリストアップしながら、悠斗の後を追って歩きだした。



　結果から言えば、朝あさ比ひ奈なさんは悠ゆう斗とを拒絶することはなく快く歓迎した。

　三人で食事をするならあと一人増えても変わらないだろうと真ま理りも誘ってみたら、二つ返事でＯＫしてくれた。やはり真理も転校生に興味があったんだろう。

「でも、珍しいよね。男の子と女の子が一緒になってお昼ご飯を食べるなんて。私が転校する前の高校じゃこんなことなかったよ？」

　だってギャルゲーだし、という言葉をミックスサンドと一緒に飲み込む。朝比奈さんに言うのは問題ないが、悠斗達の前でこんなことを言うのはいくらなんでもまずい。

「まあ、私と悠斗は小学校からの腐れ縁だからな。心外だが、学校じゃこいつらといる時間が一番長い」

「俺おれだって真理の顔を見るのはうんざりしてるっつーの。もうお前とプロテインの飲み比べをすんのは飽きたし、樹いつきがいなかったら相当むさ苦しい高校生活になってたよ」

「いや、逆じゃないの？　なんで僕じゃなくて女の子の真理の方がむさ苦しいのさ」

「真理に比べたら樹の方がまだ華があるぜ。真理と樹に同時に告白されたら迷わず樹を取るね、俺は」

「安心しろ、そんな状況一生ないから」

　間違いない。僕も心の中で真理の言葉に同意した。

「あはは……あっ、ちょっとごめん。飲み物忘れちゃったから買ってくるね」

　朝比奈さんは僕が購買で買ってあげたエクレアに伸ばした手を、はたと止めた。

「じゃあ僕が案内するよ。朝比奈さん、まだ学校の中とか詳しくないと思うし」

　朝比奈さんと二人きりになるチャンスだと、ここぞとばかりに立ちあがる。朝比奈さんも僕の意図を汲くんでくれたのか、「じゃあお願いしよっかな」と答え一緒に教室を出た。

　購買に行くまで朝比奈さんと話そうと口を開きかけた時、

「ちょっと、樹さん！」

　背後から怒声が聞こえ、びくりと足を止める。

　恐る恐る後ろを振り向くと、腰に両手を置き、目を吊り上げた凜りん花かさんがそこにいた。

「何ですの、そこの女性は！　私の誘いを断っておいて他の女性と肩を並べるなんて！」

「えーっと……もしかして、私のこと？」

　訳が分からないといった表情で、朝比奈さんが自分の顔を指す。

　でも、それも仕方ないだろう。僕だってこの状況が理解できないんだから。

「誘いって、一昨日の買い物のこと？　でも、それとこれとは話が違うんじゃ……」

「ふん！　どうでしょう、私は見ましたのよ。一昨日、私の誘いを断ってそこの女性と屋上に上がるところを。どうせ不ふ埒らちなことをしていたんじゃありませんの？」

「ふ、不ふ埒らちなことって……」

　かーっと朝あさ比ひ奈なさんの顔が赤くなる。でも未いまだに、僕の頭は整理が追い付かない。

　今まで昼休みに女の子と廊下を歩いていたって、凜りん花かさんに非難されることはなかった。それが何な故ぜ、朝比奈さんと一緒にいて凜花さんに目を付けられるのか。

　もしかして、朝比奈さんがイレギュラーな存在だから？　だから今まで経験したことのないイベントが起こったのか？

「さあ、どう弁解しますの樹いつきさん？」

　じりじりと凜花さんが歩み寄ってくる。やばい、目が本気だ。

「あはは……ごめん、凜花さん！」

　朝比奈さんの手を取り、凜花さんから逃げるように走った。

　朝比奈さんは目を白黒させながらも、僕についてくる。

「ちょ、ちょっと樹君！　何で逃げるの!?」

「何で逃げるのって、そりゃあ───」

　朝比奈さんと一緒にご飯が食べたいからと、その言葉をすんでのところで止める。

　朝比奈さんの顔を見ながらこの台詞せりふを言うのは、流石さすがにちょっと恥ずかしい。

　けっこう走ったはずなのに、凜花さんは足を止める気配を全く見せない。朝比奈さんも事情を察してくれたのか、僕を先導する形で一緒に走る。

　階段で一階に降りた直後、朝比奈さんが近くにあった空き教室に入った。

「ほら、この中に入って！」

　抵抗する間もなく、掃除用具入れに押し込まれる。

　そして、朝比奈さんも入り内側から扉を閉めた。

　掃除用具入れとは名ばかりなのか、中には掃除に必要な道具は一切入っていなかった。空き教室はたまにしか掃除しないから、他のクラスに回したのかもしれない。

　おかげで埃ほこりっぽさこそないものの、天井が低く頭を少し下げないといけないため首が痛い。朝比奈さんは大丈夫だろうかと心配になった時、ふと自分の状況を把握した。

　狭い掃除用具入れで、女の子と二人っきり。

　何周もこの世界を繰り返してきたけど、こんな経験初めてだ。

　耳に聞こえるのは朝比奈さんの吐息の音と、高鳴った僕の鼓動。暗いから顔はよく見えないけど、朝比奈さんと密着していてほとんど身動きが取れない。

「ここでじっとしてれば、絶対凜花ちゃんにばれないから。大きな声出しちゃ駄目だよ？」

　すいません、こっちは心臓がばくばく鳴っててそれどころじゃないんですけど。

　朝比奈さんが囁ささやく度に息が首筋にかかり、僕の手が朝比奈さんの何ど処こに触れているのかすら分からない。

　出来るだけ朝比奈さんに触れないよう手を動かすが、なめらかな肌を撫なでてしまい更に体が熱くなる。

「ふわっ……い、樹いつき君。くすぐったいよ……そこ私の太ももだから……」

「ご、ごめん」

「んっ……だ、だめ……」

　朝あさ比ひ奈なさんに触れないよう試行錯誤するが、その度に掃除用具入れに反響する、朝比奈さんの喘あえぎ声ごえ。

　朝比奈さんの顔が見えないだけに、それが一層想像力を掻かき立てる。

　そして何より……。

「ね、ねえ樹君。もしかして私の胸当たってない？」

　ふにゅん、ふにゅんと。

　はっきりと感じる、たわわに実った朝比奈さんの胸の感触。

　光が差していたなら、形を変えた朝比奈さんの胸を拝むことが出来ただろう。

「し、仕方ないでしょこんな狭いんだからさ。不可抗力だって」

「……樹君、鼻の下伸びてるよ」

「えっ!?　何で分かるの!?」

「やっぱり喜んでるじゃない！」

　掃除用具入れが壊れんばかりに、所狭しと暴れる朝比奈さん。



    

  
    
      



    

  
    
      

　その度に、ふにゅふにゅと僕に当たる柔らかい感触。

「朝あさ比ひ奈なさんそんなに動かないで！　いや、動いてくれると嬉うれしいけどそれ逆効果だよ！　当たってる、当たってるって！」

　そして僕の肩が扉にぶつかり、僕と朝比奈さんは掃除用具入れから飛び出す。

　体を起こし廊下を窺うかがうと、凜りん花かさんの姿はない。

「どうやら逃げ切ったみたいだね」

「そっか。……久々にこんなに動いたから、流石さすがに疲れちゃったなあ」

　近くにあった椅い子すに座りながら、朝比奈さんが弱々しく呟つぶやく。そりゃあれだけ走って、その上掃除用具入れの中で暴れたらそうなるだろう。

　僕は朝比奈さんにちょっと待っててと一言言うと、購買でスポーツドリンクを買って空き教室に戻った。

「はい、これ」

　朝比奈さんに飲み物を差し出す。朝比奈さんは、きょとんとそれを見つめた。

「いいの？」

「いいって。朝比奈さん飲み物が欲しかったんでしょ？　それに、こうなったのは僕のせいなんだしさ。お詫わびってことで」

「……うん、ありがとう」

　朝比奈さんは飲み物の冷たさを楽しむようにほっぺたにくっつけたあと、一口飲んだ。

「樹いつき君、何でそんなににこにこしてるの？」

　朝比奈さんに言われ、僕は今更自分が笑っていることに気付いた。

「いや、大したことじゃないけど……こういうの、久しぶりだったから」

「こういうの？」

「ハプニングっていうのかな。凜花さんに追いかけられて、朝比奈さんと一緒に逃げて。今までずっと似たような毎日を繰り返していたから、こういう予想外のことが起こるのって楽しいなって」

「……そうなんだ」

「だから、悠ゆう斗とと真ま理りには感謝してるんだ。この世界で友達だって胸を張って言えるのは、悠斗と真理だけだから。あの二人がいなかったら、今以上に退屈な日常を送ってたと思う」

　もしかしたら僕は主人公だから、親友キャラという悠斗と真理と仲良くなれたのかもしれない。でもそれを抜きにしても、僕は二人と友達になることが出来たんじゃないかなと思う。だって、この世界を何周しても、僕達は一度だって喧けん嘩かしたことないんだから。

「そっか、仲が良いんだね。……でも、何だろ」

「どうしたの？」

「私、どこかで悠斗君と真理ちゃんに会ったことある気がするんだ」

「悠ゆう斗とと真ま理りに？　朝あさ比ひ奈なさんが？」

　突然の朝比奈さんの言葉に身を乗り出す。未いまだに朝比奈さんという人間に謎なぞが多いなか、それは初めて有力な情報に思えた。

「気のせいかもしれないけど、初対面って気がしないんだよね。何ど処こで会ったかとか、いつ会ったかとかは、はっきりしないんだけど」

「何とか思いだせないかな。もしかしたら元の世界に帰るヒントになるかもしれないんだ」

「……そんなこと言われても思いだせないなあ、勘違いっていう可能性もあるんだし。ほら、もしかしてこれがデジャヴってやつかも」

　のんびりと答える朝比奈さんを見て、肩の力が抜けていくのを感じた。

「何か……朝比奈さんって変にマイペースだよね。調子が狂うっていうかさ」

「なによー、それってもしかして馬ば鹿かにしてる？」

「馬鹿になんかしてないよ。周りに流されない、って一つの取り柄なんだから」

　むーっと頬ほおを膨らませ、何か言おうと朝比奈さんが口を開きかけた時、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。

「もう授業が始まっちゃうね。朝比奈さん、行こっか」

「うん……あっ」

「どうしたの？」

「……エクレア、食べ損ねちゃった」

「……放課後どこかお菓子食べに連れてってあげるから、それまで辛抱しなって」

「本当!?　絶対だよ!?」

　ぴょん、と跳ぶように朝比奈さんは立ちあがり、僕の隣に並んだ。

　僕は微笑ほほえみながら、朝比奈さんと一緒に空き教室を出る。

　学校が終わったら何を食べようか話す朝比奈さんの顔を見ながら、出来れば元の世界で朝比奈さんに会いたかったな、と切に思った。

　だって、この世界から逃げるとかそんな理由がなくたって、僕は朝比奈さんと親しくなれたと思うから。



　けれど、結局その後は、朝比奈さんとそれらしい進展はなかった。

　凜りん花かさんから逃げた一件から朝比奈さんと外食に行ったり、一緒に下校したりと、出来るだけ朝比奈さんの傍そばにいようとしたけど、友達という関係から先に進むことはなかった。

　この世界がギャルゲーである限り、朝比奈さんとハッピーエンドを迎えるということは、朝比奈さんと恋人同士になるのと同義だ。

　でも、朝比奈さんに告白しようと考えても、口にすることは出来なかった。朝比奈さんがゲームのキャラクターじゃないと知っているから、僕が怖おじ気けづいていたのかもしれない。

　そして、僕は二週間目の、最後の朝を迎えていた。

「じゃ、お兄ちゃんいってらっしゃ～い」

　彩あや芽めの明るい見送る声を聞いても、僕の心が晴れることはなかった。

　ゲームのように他人の好感度が目に見えればどれほど楽だろうと、これほど思ったことはない。いくら朝あさ比ひ奈なさんと話そうが、確実に好感を持たれる選択肢もなければ、好感度が上がった効果音が流れることもないんだ。

　何の手ごたえもないまま僕はこの二週間を無為に過ごしてしまった。そう思うと、どうしても学校へ向かう足取りも重くなる。

「おはよう、樹いつき君」

　道中、半ば放心状態で通行路を歩いていると、朝比奈さんが声をかけてきた。

「ああ、おはよう朝比奈さん」

「もう二週間経たっちゃったけど……どう？　何か変化とかあった？」

「いや、何も。今のところいつも通りの展開だよ」

「そうなんだ。……もしさ、このまま誰だれかと結ばれることなく一日が終わったら、樹君はどうなっちゃうの？」

　もし、という部分を強調しながら朝比奈さんが尋ねる。

「いつもならこのまま何事もなく学校が終わって、一晩眠るとまた一日目にループするんだ。誰も幸せにならない、いわゆるバッドエンドってやつかな」

「ふーん。……でも、まだ諦あきらめるのは早いって。二週間で終わるって決まった訳じゃないんだからさ。また明日になっても樹君の日常が続いたら、その時はこんな風に一緒に学校に行こうよ」

「……うん、そうだね」

　感謝の言葉を言おうと思い、隣にいる朝比奈さんを見る。

　だがその瞬間、唐突に胸に衝撃が走り、僕と朝比奈さんの距離が遠くなった。

　理解出来たのは、僕と朝比奈さんの間に老人が乗った自転車が割り込んだことだけ。

　僕は尻しりもちをつき、電柱に背中をぶつける。顔を上げると、視界に朝比奈さんと老人が道路の上に投げ出されたのが目に映った。

　それは普段なら耳にしない、不吉な音だった。

　その音が車のブレーキ音だと反射的に理解した時には、全すべてが手遅れだった。

　耳をつんざく、強烈な音。ねずみ色のアスファルトを赤色が侵してゆく。

　顔に何か生温かいものがかかったことに気付き、手で拭ぬぐう。嫌な感触だった。

　見ると、手のひらはべったりと真っ赤な血で濡ぬれていた。

　僕は喉のどが焼けつくほどの大声で、目に涙を浮かべながら絶叫した。



    

  
    
      


第二章　世界の異常と壊れる日常





　僕の記憶を辿たどる限り、それは最悪の目覚めだった。

　自分の悲鳴で起きたのはこれが初めてだった。シャツは汗まみれで背中に張り付き、背骨に熱棒を突っ込まれたように体が熱い。

「お兄ちゃん、どうしたの!?」

　僕の悲鳴を聞いたのか、慌てた声を出しながら彩あや芽めが僕の部屋に顔を覗のぞかせた。

「……だい、じょうぶ」

　喉のどを振り絞り彩芽に返答するが、零こぼれるのは自分の声と思えない程掠かすれた声。

「……体調が悪いならあたしに言ってね？　お医者さんに電話するぐらいなら出来るから」

　でも彩芽には伝わったのか、心配そうに僕に声をかけたあと階段を下りて行った。多分、朝食の用意をするためだろう。

　彩芽が去ったあと、僕は意識が朦もう朧ろうとしたまま机の上にある携帯を手に取り開いた。

　三月十五日。僕がベッドの上にいることから薄々気付いてたけど、やっぱり僕は一日目に戻されている。

　でも、何な故ぜ僕は一日目に戻されているのだろう。

　朝あさ比ひ奈なさんの事故の直後に、一日目に戻されたのは分かる。でも、誰だれかの死で二週間がリセットされるなんて、今までなかった。僕のバッドエンドは、誰とも結ばれないことなんだから。

　もしかして、朝比奈さんがイレギュラーな存在だから───

「……つっ！」

　でも、そこで頭が割れるような頭痛が、僕の思考の邪魔をした。

　理解できるのは、朝比奈さんが死んだことだけ。今はそれしか分からない。

　気だるい体を動かし、朝食を食べてから支度を終える。何か言う彩芽の声を聞きながら、僕は夢ゆめ現うつつのまま学校を目指した。少しでもまばたきをすれば、瞼まぶたの裏に路上に倒れる朝比奈さんが映りそうで、僕は地面をずっと見つめたまま歩く。

　だが、突然胸に走る衝撃と共に僕はその場に倒れ、青空が僕の目に映った。

　何が起こったのか分からないまま空を仰いでいると、ひらりと揺れるチェックのスカートが視界を掠かすめた。

　誰かが僕を見下ろしているけど、逆光のため顔がよく見えない。

　でも、その女性の下着ははっきりと見える。色は白く、かわいらしいリボンが付いていた。何か、何ど処こかで見たことがあるような───

　瞬間、体を雷で貫かれたような衝撃に上半身を起こす。

「あっ……ごめんなさい、大丈夫？」

　そこには、心配そうに僕に謝る朝あさ比ひ奈なさんがいた。

「うわああああああああ！」

　いるはずのない人間がそこにいる事実に、思考より早く悲鳴が飛び出る。

　朝比奈さんが僕の悲鳴に、驚きの声と共に一歩体をひいた。

「ど、どうしたの？　もしかして、どこか怪け我がしちゃった？」

「朝比奈さん……どうして」

「……？　あの、失礼かもしれないけどどこかで会ったっけ？」

「どこかでって……何言ってるんだよ、僕と朝比奈さんはこんなふうにぶつかって……」

　ふと、僕の中である仮説が頭をもたげた。

　朝比奈さんの死によって一日目に戻された事実と、当然のようにそこにいる朝比奈さん。

　今まで僕のバッドエンドは、攻略ヒロインと恋人同士にならないことだった。

　でも、朝比奈さんが現れたことによって、朝比奈さんが死ぬことも僕のバッドエンドになったのかもしれない。

　だから、一日目に戻っても朝比奈さんは生きているし、前回の再現のようにこうして登校中にぶつかったんだ。

　今朝から抱えていた疑問が解決したこと、そして死んだと思っていた朝比奈さんと再び会えたことに、胸の中に温かいものが広がるのを感じる。

　だが、それと同時に大きな問題が心に芽生えた。

「そうなんだ、ありがとう。こっちは怪我とかないから安心して」

　立ちあがりながら話しかけると、朝比奈さんはぎこちない笑みを浮かべた。

「そっか、良かった。じゃあ私急いでるから、ばいばい！」

　そう言うと、朝比奈さんは手をひらひらと振って走り去った。

　そう、また一日目に戻るということは、朝比奈さんが死んだことがなかったことになるのと同じく、朝比奈さんと過ごした二週間もなかったことになるんだ。

　ぶつかって口くち喧げん嘩かをしたことも、僕が秘密を告白して協力してくれると言ってくれたことも、一緒に凜りん花かさんから逃げたことも、朝比奈さんは覚えていない。

　覚えてないという言葉すら語弊がある。そんな事実、この世界には存在しないんだから。

「何だよ、それ……」

　僕は人目も顧みず、その場でうなだれた。朝比奈さんに出会い元の世界に帰れるかもしれないという希望が、木っ端微み塵じんにされた気分だった。



　学校に来てからの展開はさほど変わらなかった。悠ゆう斗とは朝礼中に漫画を読んでいることを先生に注意され、突然の転校生にクラスの皆は動揺した。ただ、唯一僕だけが無表情でその光景を眺めていた。

　学校が終わり、悠ゆう斗とや凜りん花かさんの誘いを断り一人で家路に就ついていた途中、登下校に必ず通る梅江大橋の欄干に両腕を預けながら、川かわ面もに映る夕日を眺めた。

　元の世界に帰れるという希望が潰ついえ、どうせ何も変わらないという諦てい観かんが胸を染めていく。僕はずっと、この閉鎖的な世界で生きなければいけないのだろうか。

　いや、そもそもこの世界で生きる限り寿命で死ぬことはありえない。ならば僕は人生を終えようと思ったら、自ら命を絶つしかない。

　それでも、そんなこと一度も試したことないんだ。死んだって、もしかしたら一日目に戻る可能性だってあるかもしれない。

　考えたところで答えなんか出なかった。どうしようもない倦けん怠たい感に襲われて頭を腕に埋めた、その時だった。

「あの……」

　背後から声をかけられ、僕は振り向いた。

　そこには、どこか物憂げな顔をした朝あさ比ひ奈なさんがいた。いつもの元気が感じられず、ポニーテールもしゅん、と垂れ下がっているように見える。

「朝比奈さん？」

「あっ……もしかして今朝ぶつかった、私と同じクラスの……？」

「……そうだけど」

　それっきり沈黙。僕から話しかける気力もなく、朝比奈さんの次の言葉を待つ。

「……何があったか知らないけど、そんなに思い詰めない方がいいと思うよ。人生辛いことばかりじゃなくて、楽しいことだってたくさんあるんだから」

「……は？」

「だから、嫌なことがあったらさっぱり忘れて前向きに生きようよ。人生やり直しなんていくらでも出来るんだから。良かったら私も相談に乗るよ？」

　朝比奈さんの言葉が妙に気にかかる。これじゃあ、まるで……。

「もしかして、僕が自殺とかそんなこと考えてると思ったの？」

　その途端、まるで時間が止まったような錯覚を覚えた。

　朝比奈さんは顔を強こわ張ばらせたまま固まり、僕の言葉に勘違いをしたことに気付いたのか、段々と頬ほおが赤くなっていく。

「……はい」

　か細く、俯うつむきがちに朝比奈さんが呟つぶやいた。

「……はは」

　朝比奈さんには申し訳ないが、突然の言葉に笑いが零こぼれる。

　僕がゲームの世界に迷い込んだって話を真しん摯しに聞いてくれた時から、優しいを通り越してお人ひと好よしな性格だと思っていたけど、まさかここまでとは。

「……ありがとう、心配してくれて。辛いことがあったからさ、正直へこんでたんだ」

　でも、そのお人好しな性格が今はとても嬉うれしかった。

「……うん。やっぱり落ち込んでる顔より、笑った顔の方がずっといいよ。でも、何で私の名前知ってるの？」

「同じクラスだからね。流石さすがに、今日転校してきた女の子の名前は忘れないよ」

「でも、今朝私とぶつかった時から知ってたでしょ？」

「……転校生が来るって聞いてたからさ、名前は知ってたんだ。で、今朝朝あさ比ひ奈なさんにぶつかって新しい制服を着ているのに気付いて、ああこの娘が転校生だなって思ったんだよ」

「……そんなもんかな？　じゃあ私のこと知ってるんだったら、今度は君のこと教えてよ。いつまでも君なんて呼ばれ方嫌でしょ？」

　言い訳としては我ながら苦しいものがあると自覚していたが、朝比奈さんはとりあえず納得してくれたらしい。

「僕の名前は柊木ひいらぎ樹いつき。よろしくね」

「うん、よろしく」

　朝比奈さんが右手を差し出す。それが握手を求めているのだと気付き、僕は朝比奈さんの手を握った。

「それじゃ、私そろそろ帰らなきゃいけないから。樹君ってこの近くに住んでるの？」

「うん、まあね」

「そっか、私もこの近くなんだ。じゃあ、途中まで一緒に帰らない？　色々聞きたいこともあるしね」

「もちろんいいよ。僕も朝比奈さんのこと詳しく知りたかったし」

　朝比奈さんの言葉に頷うなずき、一緒に歩き出す。

　道中、半分くらい既に聞いた話を交わしたけど、朝比奈さんの声を聞くだけで体が熱くなって、少しも退屈だとは思わなかった。

　でも、朝比奈さんを見る度に、交通事故に遭った朝比奈さんの姿を思い出してしまう。真っ赤に染まった制服。だらんとした腕。生気を失った瞳ひとみ。

「どうしたの樹君、急に黙り込んじゃって」

　僕の沈黙を不審に思ったのか、朝比奈さんが僕の顔を覗のぞきながら話しかけた。

「う、ううん、何にもないよ。ちょっとだけ考え事しちゃってさ」

「そっか、良かった。なんか辛そうな顔してたから不安になっちゃった。……ねえ、本当にどうしたの？　今度は顔を伏せちゃって、体の調子でも悪いの？」

「……何でも、ないんだ。ちょっと夕ゆう陽ひが、眩まぶしくて……」

　そう答えるだけで精一杯だった。ちょっとでも気を抜いたら嗚お咽えつが込み上げてきそうで、僕は口を固く閉じることしか出来ない。

　ようやく落ち着いた頃ころには、朝あさ比ひ奈なさんが住んでいるマンションの前まで来ていた。

「色々話しこんでたら、結局マンションの前まで来ちゃったね。ごめんね、もしかして無理に付き合わせちゃった？」

「ううん、そんなことないよ。僕も朝比奈さんと喋しやべれて……すごく、嬉うれしかった」

「そっか。そう言ってくれるとこっちも嬉しいな。じゃあ、ばいばい！」

「うん、また明日」

　朝比奈さんがマンションの中に入ってからもう一度、また明日と口の中で転がす。明日が楽しみと思うなんて、いつ以来だろう。

　でも、喜んでばかりはいられない。結局のところ問題は何一つ解決していないんだから。

　朝比奈さんが交通事故に遭ったのは、不幸な偶然なんかじゃない。僕のバッドエンドが朝比奈さんの死亡になったのなら、二週間経たてば彼女は死んでしまうということだ。

　そう思うと、ぷつぷつと鳥肌が立つのを感じた。

　また朝比奈さんが死んだとしても、今日のように一日目に戻って、何食わぬ顔で朝比奈さんは挨あい拶さつしてくれるかもしれない。朝比奈さんとまた日常を過ごせるかもしれない。

　でも、そんなことで割り切れるものじゃない。

　理屈じゃなくて、僕は朝比奈さんが死ぬところなんて見たくないんだ。

　じゃあ、どうすれば朝比奈さんが死なずに済むのか。多分、朝比奈さんとハッピーエンドを迎えることだと思う。

　僕のバッドエンドで朝比奈さんが二週間後に死んでしまうなら、二週間以内に朝比奈さんをハッピーエンドにすればいい。そうすれば朝比奈さんが死ぬこともない。

　でも、僕一人だけで朝比奈さんと仲良くなるなんて至難の業だ。実際朝比奈さんに僕の秘密を告白しても失敗してしまったし、僕一人が奔走したところでどうにもならない。

　味方が必要だ。僕と朝比奈さんの間を取り持ってくれるような、味方が。



　次の日の昼休み、僕は悠ゆう斗とと真ま理りを誘い教室で昼食をとっていた。朝比奈さんはクラスメートに連れられて食堂に行ったらしく、教室にその姿はない。

　真理は「桜さくらさんと昼食をしたかったのに」と愚痴をこぼしていたが、カツサンドを献上すると渋々ながら頷うなずいてくれた。

「で、私達に相談したいことって何なんだ？」

　カツサンドを食べながら、真理は睨にらむようにこちらを見つめてくる。その鋭い視線は小さな虫くらいなら睨み殺せてしまいそうだ。

「あのさ、朝比奈さんのことなんだけど」

「朝比奈さん？　……何だよ、転校早々もう朝比奈さんに目を付けたのかよ。節操ねえな」

「馬ば鹿かなこと言うな、樹いつきがそんなことする訳ないだろ。高校生にもなって異性と何を話せばいいか迷うような人間なんだぞ」

「いや、悠ゆう斗との言う通りだよ」

　いつもなら、そんな訳ないだろ～、とか笑いながら否定するところなんだけど、実際図星なので反論できない。

「僕は朝あさ比ひ奈なさんのことをよく知らない。でも、朝比奈さんと仲良くなりたいんだ。だから、悠斗たちに聞きたかった。どうすればいいかって」

　悠斗と真ま理りの食事をしていた手が止まり、呆あつ気けにとられた顔で僕を見つめた。

「……それって、朝比奈さんが好きってことなのか？」

　箸はしを置いて、真面目まじめな声色で悠斗が尋ねる。

　どうなのだろう。初めて朝比奈さんと出会った時は現実の世界に帰りたいがために朝比奈さんに接していたが、今はそれよりも朝比奈さんを死なせたくない気持ちの方が強い。

　けれど、朝比奈さんを好きかと問われればそれも違うような気がする。誰だれだって目の前で死ぬと分かっている人間がいるなら、助けたいと思うはずだ。それを朝比奈さんが好きだから、と言い切るには少し短絡的のような気がした。

「……分からない。こんなこと初めてだから」

　それが正直な感想だった。

「……そりゃさ、俺おれだって樹の頼みなら一肌脱いでやりてえよ。だけどな、あんま俺達は頼りにならないと思うぜ。そういうもんだろ？　色いろ恋こい沙ざ汰たなんてさ」

　沈黙の後、重々しく悠斗が言った。真理は口を噤つぐみ無言のままだ。

　悠斗の言うことはもっともだと思う。恋愛なんて個人の間で解決すべき問題であって、第三者が手伝ってやれることなんてタカが知れてる。

　そんなことは分かってたけど、悠斗達に頼るしか僕には思いつかなかったんだ。

「まあ、樹が相談してくれたんだし、俺もやれるだけやってみるよ」

「……ありがとう、悠斗」

「ほら、そんな辛気臭い顔なんかすんなって。もし朝比奈さんにふられても慰めてやるからよ。そりゃもうドン引きするぐらいな」

「……うん」

　知ってるよ、そんなこと。

　少ないお小遣いで僕と真理にご飯を奢おごってくれたことも、僕を励ましてくれたことも。

「だからさ、確か今日の最後の授業は体育だろ？　その時チャンスがあったら、出来るだけ樹と朝比奈さんをくっつけるようにしてやるからさ」

「ほう、悠斗は今日の体育に参加するのか」

　それまで無言を保っていた真理が耳をぴくりと動かし、悠斗に話しかけた。

「当たり前だろ、樹いつきに協力するって言ったばかりなんだぜ」

「……そうかそうか、よく分かった」

　そう言うと真ま理りはまた無言になり、カツサンドを頬ほお張ばる。

　その時、真理が一瞬だけ意味ありげに口の端を吊り上げたのを、僕は見逃さなかった。



　僕の知っているシナリオならば、今日は体育の時間に柔道をすることになっている。

　いくらギャルゲーといえど、柔道を男女混合でするのはまずいと制作者である荒あら木き笹ささ船ふなも思ったのか、男同士の柔道だ。

　いつもなら辟へき易えきとしながら適当にこなすんだけど、今日は少し違った。

「せいやぁあああ！」

　真理が男子生徒を、豪快に一本背負いで投げ飛ばす。

　その動きは柔道をあまり知らない僕でさえ、惚ほれ惚ぼれとする程美しい。

「ほらほら、次は誰だれが来るんだ？　私はどんな人間の挑戦でも受けるぞ。もっとも、素人だからって手を抜く気は微み塵じんもないがな」

　畳の上で挑発的な笑みを浮かべながら、手招きをする真理。その姿は柔道着ということも相まって、非常に活いき活いきしているように見える。

　そう、何と今回は急きゆう遽きよ、真理が男子達に交ざって柔道をすることになったのだ。

「押忍！　次は俺おれが行くっす！」

　真理よりも一回りも二回りも体の大きい男が、叫びながら畳に足を踏み入れる。

「うひゃ～……ま、真理ちゃん大丈夫なの？　あんな大きな男の人相手にして」

　真理が男子と柔道をしていると聞きつけ男子の輪を覗のぞきに来た朝あさ比ひ奈なさんが、目を丸くしながら呟つぶやいた。

「いやー、全然余裕でしょ。ていうか、真理に勝てる高校生なんていないんじゃない？　少なくとも俺は見た事ねえし」

　壁に背を預けた悠ゆう斗とが返答する。

　真理が男子と柔道をすることも予想外だったけど、悠斗が体育の柔道に参加することもまた予想外だった。今まで柔道の授業の時、悠斗は仮病を使ってサボっていたからだ。

　多分、昼休みの時僕と朝比奈さんの間を取り持つと言った手前、引くに引けなくなったんだろう。体育が始まる寸前に今日は柔道をすると聞いて、悠斗は苦虫を噛かみ潰したような顔をしていたけど。

「でも、みんな真理が柔道強いって知ってるのに、何で向かって行くんだろう？」

「そりゃ、勝ったら『桐きり谷や真理二十四時間ご奉仕権』がもらえるからだろ」

　ふと呟いた僕の疑問に、さも当然とばかりに悠斗が答える。

「……『桐谷真理二十四時間ご奉仕権』？　なにそれ」

「知らなかったのか？　真ま理りから一本取ると、一日中何でも言うことを聞いてくれるんだとよ。どうせ一人でも多くの男子と柔道がしたいからだろうけど」

　なるほど、だからあれだけの男子が真理に挑むわけだ。さっきからちらほら他クラスの生徒がいるのも、もしかしてそのせいなのだろうか？

「ちなみに、今なら『朝あさ比ひ奈な桜さくらと二十四時間いちゃいちゃ権』も付いてくるらしい」

「「なにそれ!?」」

　僕と朝比奈さんが異口同音に叫びながら、悠ゆう斗とを見る。

「どうせなら朝比奈さんもご褒美に付けた方が、男子が集まるからだってさ。まあ安心しなよ、真理ならまずそこら辺の奴やつには負けないから」

　その時、朝比奈さんに見えないよう悠斗がウインクしたのを、僕は確かに見た。

　……なるほど、そういうことか。まさかこんなに早く悠斗達の手を借りることになるなんて。

「わ、私そんなの聞いてないよ！　いきなりそんなこと言われても困るよ……って、樹いつき君何で準備運動なんかしてるの!?」

　朝比奈さんの声を耳にしながら入念に体をほぐした後、男子の群れをかきわける。

「ほう、次の相手は樹か」

「うん。お手柔らかにね、真理」



    

  
    
      



    

  
    
      

　真ま理りが笑いながら両手を軽く広げる。でも、真理の意図を理解した僕は、にやりと逆に笑い返した。

　要するに、これは悠ゆう斗とと真理が用意してくれた台本なのだ。

　朝あさ比ひ奈なさんと仲良くなるきっかけが欲しいという僕の気持ちを汲くみ、こんな場を作ってくれた。分かってしまえば何も怖くはない。たとえ真理だろうが適当に組みつけば、後は勝手に倒れてくれるはずだ。

　そう考えた瞬間、僕の世界は逆転していた。

　気味の悪い浮遊感も一瞬、畳に背中を打ちつける。

「いたたたたたた！」

　巴ともえ投なげだけじゃ飽き足らず、畳に投げ出された僕に腕ひしぎ十字固めを極きめる真理。

　鼻をくすぐる甘い匂においと、真理の太ももで挟まれる僕の二の腕。そして、手の甲にふにふにと当たる柔らかい感触。

　いつもなら、頬ほおくらい緩んでいたかもしれない。肘ひじに走る激痛さえなければ。

「ちょ、ちょっと！　痛い痛い腕折れるって！」

「降参するならタップしろ、それが柔道の流儀だぞ」

「知らないってそんなの！　やばいって腕があり得ない方向に曲がるよこれ！」

「むう、そんなことを言われてもな。このままじゃ下手したら、一生腕が使い物にならなくなるかもしれないぞ」

「何困った顔しながら恐ろしいこと言ってるの!?」

　手足をバタバタと動かし、ようやく真理から解放された。

　体を引きずるように朝比奈さん達の許もとに戻り、その場にへたり込む。

「おい、大丈夫か」

　慌てた声を出しながら悠斗が腰を落とし、僕の肩に手を置いた。

「……ねえ、これって全部僕のために悠斗達が仕組んでくれたって思ってたんだけど、もしかして僕の勘違い？」

　朝比奈さんに聞こえないよう、悠斗に囁ささやく。

「いや、樹いつきの言う通りだ。本当ならあそこで真理が負けるはずだったんだが、多分興奮して忘れてたんだろ。あいつ、柔道のことになると見境なくなるから」

　悠斗の言葉にがっくりと肩を落とす。これじゃあただの骨折り損じゃないか。

　……でも、悠斗達が僕の気持ちを受け取ってくれたのは、素直に嬉うれしかった。

「ありがとう、悠斗。僕のわがままを聞いてくれて」

「……これぐらいなんてことねえよ。約束したからな、樹に協力するってさ」

　笑っているような、困っているような複雑な表情を浮かべながら悠斗が立ちあがる。

　僕も息を整え立ちあがると、朝比奈さんが話しかけてきた。

「ねえ、樹いつき君そんなに私と……いちゃいちゃしたかったの？」

「えっ？」

「だって、悠ゆう斗と君から私のことを聞いたら直すぐに真ま理りちゃんに挑みに行ったから……そんなに私と、……したかったのかなって」

　どくんと、心臓が僕の胸を叩たたいた。

　それは朝あさ比ひ奈なさんが頬ほおを染め恥じらいながら呟つぶやいたからか、それとも朝比奈さんの言葉が刺激的だったからか。きっとどっちもだ。

「ち、違うよ！　そんなことこれっぽっちも考えてないって！」

「……じゃあ、真理ちゃんと恋人みたいなことをしたかったから？」

「それはもっと違うよ！　そういうことじゃなくて……」

「そういうことじゃなくて？」

　───朝比奈さんの傍そばにいたかったから。

　朝比奈さんの顔を見ているだけでこんなに心臓の音がうるさいのに、そんなこと言える訳ないじゃないか。

「……他の男子と恋人の真ま似ねごとをされるなんて、朝比奈さんが困るって思ったから」

「じゃあ、私のために樹君がんばってくれたの？」

　無言で、朝比奈さんの言葉に頷うなずく。

　言葉を出さなかったんじゃない。動揺して言葉が出てこなかっただけだ。

「……ありがとう、樹君」

　はにかみながらも、朝比奈さんが僕に笑いかける。

「……っ！」

　体が火照るのを覚え、僕は慌てて顔を逸そらした。

　真理の掛け声も、男子の喧けん噪そうも今は耳に入らない。何な故ぜだろう、朝比奈さんの笑顔なんて何度も見てきたはずなのに。何で僕はこんなに緊張しているんだ。

「いやいや、戯れに柔道をするのもたまにはいいな」

　興奮の余韻が冷めない内に、少し体を休めたいのか真理が僕達に近づいてきた。柔道着の襟をぱたぱたする度に真理の黒いスポーツブラが見えて、明後日の方向に視線を逃がす。

　真理に関節技を極きめられた時は痛みでろくに考えることが出来なかったけど、あの時手に感じた柔らかさは、もしかして真理の胸だったのだろうか？

「クラスの男子と柔道をするのはいいけどさ、朝比奈さんを巻き込むのは止やめなよ。朝比奈さんすごく困ってたよ」

　そんなよこしまな考えを振り払うよう、真理に話しかける。

「そ、そうだよ！　すごくどきどきしながら真理ちゃんのこと見てたんだから！」

「はっはっは、すまん。しかし、私に胸を高鳴らせるとは桜さくらさんも酔狂だな。だがあまり私に惚ほれないでくれ。私では桜さくらさんの気持ちに応こたえることなど出来んからな」

「そういうことじゃないって！」

　顔を真っ赤にしながら朝あさ比ひ奈なさんは文句を言うが、真ま理りはしれっと流すばかりだ。

「……懐なつかしいな、そのノリ。お前って柔道してるとやたらテンション上がるもんな」

「流石さすが、悠ゆう斗とは六年間私とくんずほぐれつしてきただけはあるな。私の体は未いまだ悠斗を覚えているぞ？」

「ば、馬ば鹿かか！　んな恥ずかしいこと言うなよ！」

　普段はお調子者を気取っている悠斗だけど、真理の前じゃ形無しだ。柄にもなく慌てていて、視線も定まっちゃいない。

「そんなことより、悠斗は私を見て何か猛たけってこないか？」

「た、猛るって……何がだよ」

「私が柔道をしているのを見て、体がうずうずしたりしないのか？」

「……はっ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺おれはもう柔道を捨てた身だぜ。それに、柔道をするためにここに来たわけじゃねえよ。それはお前も分かってんだろ」

　そうだ、悠斗は僕と朝比奈さんの間を取り持ってくれるために今回は体育の授業を受けたんだ。いつもなら面倒臭がってサボっていたのに。

「そんな固いこと言うな。折せつ角かく柔道着を着てるんだから、少しは付き合えって」

「お、おいおい！」

　真理が悠斗の袖そでを握り、無理やり畳の上に連れていく。

「止めないの？　悠斗君、柔道する気ないみたいだけど」

「いいんじゃないかな？　悠斗は何年も柔道から離れてたから、真理も本気でやる気はないと思うし。それに、柔道をする悠斗も見てみたいしね」

　朝比奈さんの言葉に、不承不承に柔道の帯を結び直す悠斗を見つめながら答える。

　でも、その言葉は間違いだったとすぐに思い知らされた。

　二人は互いに礼をし、悠斗から真理に組みつく。

　が、一息ついた次の瞬間、悠斗は畳の上に投げ倒されていた。

　どう見たって、今のは手加減なんてしちゃいない。

「どうした？　まさかこれで終わりじゃないだろ？」

　仰あお向むけに倒れる悠斗を見下ろしながら、真理が不敵に笑う。

「……はっ。上等だ」

　悠斗はおもむろに体を起こすと、もう一度真理へ掴つかみかかっていく。

　投げられる度に悠斗は立ち上がり真理に挑み、さっきとは違う技で投げられる。勝敗なんて分かり切った一方的な勝負。それでも、僕は目を離すことが出来なかった。

「なんか……二人とも、楽しそうだね」

　朝あさ比ひ奈なさんの言葉に、こくりと頷うなずく。

　真剣な表情で攻める真ま理りに、痛みで顔を歪ゆがめる悠ゆう斗と。一見普通の練習風景に見える。

　それでも時折、まばたきするぐらい一瞬だけど……真理も、悠斗さえも笑っていた。

　まるで、柔道をするのが楽しくて仕方ないといった風に。

「悠斗君、がんばってー！」

　真剣に組み合う二人の姿に感極まったのか、朝比奈さんが悠斗を応援した。その時だった。

　起き上がろうと膝ひざを立てた悠斗の動きが、つと止まる。

「悠斗？」

　当然立ちあがってくると身を構えていた真理が、怪け訝げんな表情を浮かべ悠斗に声をかける。

　そして悠斗は力なく起き上がると、無気力な顔で溜ため息いきを一つついた。

「……悪い、ここまでにしてくれ」

　そう言うと悠斗は、呆あつ気けにとられた顔をした真理に背を向け、僕達の許もとに戻ってくる。

「ちょっと気分悪いから、保健室行ってくるわ」

　それだけ言ってから、悠斗は僕達の前から去ろうとする。

「……真理とは柔道をしないって決めたはずなのに、何やってんだ俺おれは」

　その時、風が吹けば消えてしまいそうなほど小さな声で、悠斗はそう呟つぶやいた。

「な、何か今悠斗君ちょっとおかしくなかった？」

「……ちょっと待ってて、朝比奈さん」

　朝比奈さんに一言言ってから、悠斗の後を追う。

「待ってよ、悠斗」

　悠斗が更衣室のドアノブを回そうとした手を止める。

「急にどうしちゃったの？　どこか怪け我がでもした？」

「……まあ、そんなもんだ。でも大したことねえよ。俺は保健室に行くから、樹いつきは朝比奈さんとこ戻れって」

「……そっか、良かった。ごめんね、呼び止めて。真理と柔道をしてる時は笑ってたのに、いきなり帰っちゃうからびっくりしたんだ」

「……笑ってた？　俺が？」

「うん。悠斗は柔道を止やめたけどさ、今でも真理と柔道をするのがやっぱり楽しいのかなって思って───」

「俺、そろそろ行くから。じゃあな」

　僕の言葉を遮り、悠斗は更衣室に姿を消してしまった。その言葉の語調がやけに荒く、苛いら立だちが含まれていたように思えたのは、僕の気のせいだろうか。



　悠斗が体育のあと早退したと知ったのは、終礼の時だった。

　先生によると、あのあと保健室に行った悠ゆう斗とは、そのまま家に帰ってしまったらしい。

「悠斗君、けっこう大きな怪け我がだったのかな」

　終礼が終わると、朝あさ比ひ奈なさんは僕に悠斗の体調について尋ねてきた。

「どうだろう、悠斗は大したことないって言ってたけど……」

「ねえ、悠斗君の家を知ってるならこれからお見舞いに行かない？　真ま理りちゃんと柔道をしたあとの悠斗君ちょっと変だったし、やっぱり心配だしね」

「そうだね、僕も帰りに悠斗の顔を覗のぞきに行こうと思っていたし」

　席を立とうとしたところで、黒帯で結んだ柔道着を肩に担ぎ教室を出ようとした真理の姿が、視界の隅を掠かすめた。

「真理、これから朝比奈さんと悠斗のお見舞いに行こうと思うんだけど、一緒に来ない？」

　僕の言葉に真理は足を止め振り返るが、その表情はどこか不満そうだ。

「見て分かるだろう、私は部活があるんだ。そんな余裕はない」

「……だよね」

「大体、悠斗は軟弱すぎるんだ。少し揉もんでやっただけで音を上げるなんて、こっちが情けなくなる。もっと根性があると思ってたんだぞ、私は」

　そう言うと、手を軽く上げながら真理は僕達に背を向け教室を出て行った。

　でも、去り際にぼそっと「強引に柔道をさせた私も悪いが」と呟つぶやいたのを僕は確かに聞いた。

「素直じゃないんだね、真理ちゃんって」

　朝比奈さんもその言葉を聞いたのか、優しく笑う。小学生からの腐れ縁なんだ、本心じゃ悪いって思っていても口に出しづらいんだろう。



　そして、僕達は学校を出て悠斗の家を目指した。

　しかし、情けないことにここ最近悠斗の家へ遊びに行ってないため、歩けば歩くほど本当にこの道で正しいのか不安になってきた。

「ねえ、今のお店さっきも見た気がするんだけど、私達同じとこぐるぐる回ってない？」

「だ、大丈夫大丈夫。これで合ってるはずだから……多分」

　平静を装ったつもりだけど、朝比奈さんは何か言いたげに、じとーっと僕を見つめる。

　何か言い訳しようと、頭の中で言葉を探していると、ケーキ屋の前に飾られたケーキのサンプルを見つめている女の子が、視界をよぎった。

「あれ……彩あや芽め？」

　ツインテールにあどけない童顔。彩芽だった。ランドセルを背負っているところを見るに下校途中なんだろうけど、この道は僕の家と真反対の方向じゃなかったっけ？

　僕の声に気付いたのか、彩芽は無邪気に僕達に手を振った。

「どうしたのお兄ちゃん。普段はあんまり学校の帰りとか会わないのに」

「彩あや芽めこそどうしたんだよ、学校終わったら真まっ直すぐ家に帰るように言ってるじゃないか。小学生なのに寄り道するなんて、お兄ちゃん悲しいぞ」

「もうあたしだって十二歳だよ、あんまり子ども扱いしないでよ。それに、今日は友達が風邪で休んじゃったから、プリントを渡すために友達の家に行くとこなの」

「へえ、樹いつき君って妹さんがいたんだね」

　僕の妹と知り、朝あさ比ひ奈なさんが顔を明るくする。

「はい、柊木ひいらぎ彩芽って言います。兄がいつもお世話になってます」

「わあっ！　ちゃんとした妹さんだね」

　朝比奈さんがさながら猫とじゃれるように、彩芽の頭を撫なでる。

　ついさっき子ども扱いするなと怒ったわりには、彩芽は満更でもない顔をしていた。

「でも、まさかお兄ちゃんがこんな綺き麗れいな女の人と一緒に下校するなんてね～」

「……何か、今すごく馬ば鹿かにされた気がするんだけど」

「だってお兄ちゃん、今まで一度も女の人とか家に連れて来たことなかったから心配だったんだよ？　全然モテないのかな～って」

　失礼な。この世界なら僕は二週間限定だけど美少女といちゃいちゃしているのだ。女っ気がないと思われるのは甚だ遺憾である。

　まあ元の世界にいた時の僕は、女の子と遊ぶことはおろか、会話すらろくにしたことがないチキンなんだけど。

「でも、彩芽ちゃんはこんな所でどうしたの？」

「さっきも言いましたけど、あたしの友達が風邪をひいちゃって、お見舞いにケーキをあげたら喜ぶかなって思ったんです。でも、あたし今日お小遣い残っていないから……」

「なんだ、そんなことなんだ。いいよ、僕が買ってあげる」

「いいの？　お兄ちゃん」

「僕も友達のお見舞いに行くところだったからさ、手土産に何か持って行ってあげるのも悪くないしね」

　それに、彩芽の友達への好意を無下にするのはあまりに忍びない。

　本当はこっちの方が本音だけど、照れ臭かったので口にはしなかった。

「ね、ねえ、樹君」

　朝比奈さんの声に、彼女に視線を移す。

「わ、私も買っていいかな？　ケーキならみんなで食べた方がおいしいと思うし」

「えっ？　でも、そんなに悠ゆう斗との家に長居するつもりは───」

　と、その時、

　きゅるる～っと、かわいらしい音が聞こえた。

「……～っ！」

　ばっと、朝あさ比ひ奈なさんが勢いよく顔を伏せる。

　わずかに見えた朝比奈さんの耳は真っ赤になっており、肩もふるふる震えている。

　……もしかして、朝比奈さんは彩あや芽めの話を聞いてたらお腹なかが空すいてきたのだろうか。

「そ、そうですよね！　そのお兄ちゃんの友達も、みんなでケーキを食べたら元気が出るかもしれませんし！　そう思うよね、お兄ちゃん！」

　乙女のプライドを守ろうと必死なのか、事情を察した彩芽が僕の横腹を肘ひじで小突いた。

「う、うん、そうだね。きっと悠ゆう斗とも喜ぶと思うし。じゃ、中に入ろっか」

　こくんと、俯うつむきがちに朝比奈さんが頷うなずく。

　店内に入るや否や、朝比奈さんと彩芽はショーウィンドウに陳列された色とりどりのケーキに駆け寄った。

「見て見て彩芽ちゃん、このタルト、苺いちごで花の形になってるよ！」

「こっちのアップルパイも、林りん檎ごがたくさん詰め込まれててとてもおいしそうです！」

　二人は無邪気な声を出しながら、あっちこっちのケーキに目移りしている。その後ろ姿はまるで、仲の良い姉妹がはしゃいでいるみたいだ。

「樹いつき君もこっちおいでよ、ほら早く早く！」

　テンションが高まり我を忘れているのか、朝比奈さんは僕の手を握りショーウィンドウの前へと引っ張る。

　その手の感触が柔らかくて、温かくて───一瞬だけ、目の前が真っ白になる。

「う、うん」

　そう答えるのがやっとだった。朝比奈さんから視線を外し、ガラスケース越しに並ぶケーキを見つめるけど、どれがどれだかちっとも分からない。

　まただ。また僕は朝比奈さんを前にして、ひどく緊張している。心臓は僕の中で暴れ回り、朝比奈さんと彩芽の声も聞こえない。

　どうして、朝比奈さんに触れられただけで、僕はこんなに動揺しているんだ。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　彩芽の声を皮切りに、僕の視界が色を取り戻す。

　首を動かすと、朝比奈さんと彩芽が心配そうに僕を見ていた。

「い、いや、何でもないよ」

　出来るだけ平静を装いながら、僕は気を取り直して悠斗にあげるケーキを選び始めた。



「ありがとう、お兄ちゃん。あたしのわがままを聞いてくれて」

　ケーキを買い店の外へと出ると、彩芽が僕に笑顔を向ける。

　思いのほかお金を遣ってしまったが、朝比奈さんと彩芽の笑顔が見れたと思えば安い買い物だ。

「別にいいよ、これくらい。少しくらい兄らしいこともしないと、情けないしね」

「彩あや芽めちゃんの友達も、早く学校に来れるようになればいいね」

「はい、ありがとうございます。……それじゃあ、あたしそろそろ行くから。牛乳買うの忘れないでね、お兄ちゃん」

「牛乳……？」

「今朝言わなかったっけ？　昨日も言ったのにお兄ちゃん忘れちゃったから、今日はちゃんと牛乳買ってきてねって」

　そういえば、家を出る時彩芽に何か言われたような気もする。

　なにせもう二度と会えないと思ってた朝あさ比ひ奈なさんと会った次の日なのだ。朝比奈さんのことでいっぱいいっぱいで、すっかり頭から抜けていた。

「そうだったっけ？　ごめん、忘れてたよ」

「お金持ってるのお兄ちゃんなんだから、ちゃんと買ってきてね。それじゃあお姉ちゃん、さようなら」

「うん。ばいばい、彩芽ちゃん」

　そして、彩芽は中身を崩さないように、ケーキの箱を慎重に持ちながら去って行った。

　彩芽は子ども扱いするなと言ったけど、おさげがぴょこぴょこと揺れるその後ろ姿は、やっぱり小学生にしか見えない。

「彩芽ちゃんって、本当に樹いつき君の妹さんなんだよね？」

　嬉うれしそうな表情を浮かべ、ケーキの箱を両手で持っていた朝比奈さんが僕に話しかけた。

　一瞬、朝比奈さんの言葉に、背筋に冷たいものが走る。

　設定上はこの世界の主人公である僕と彩芽は兄妹ということになっているけど、本当に血縁関係である訳じゃない。まさかそのことに気付いたのだろうか？

「う、うん。そうだよ。しっかりしてるところとか礼儀正しいところとか、あまり僕に似てないけどね。なんでそんなこと聞くの？」

「私の気のせいかもしれないけど、どこかで彩芽ちゃんに会った気がするから」

「えっ？」

　以前も、朝比奈さんは悠ゆう斗とと真ま理りが初対面のような気がしないと言っていた。

　あの時は記憶違いと片付けられたけど、それと何か関係があるのだろうか。

「もっと詳しく思い出せないかな。いつ会ったとか、どこで会ったとかさ」

「……うーん、やっぱり思い出せないなあ。私の勘違いって可能性もあるんだし。ほら、もしかしてこれがデジャヴってやつかも」

　しかし、朝比奈さんの返答は以前と一緒だった。何となく分かってはいたけど、やっぱりか、と内心で落胆する自分がいたのは否めない。

　そして、彩あや芽めと別れ僕達は悠ゆう斗との家を目指して再び歩き出したけど、歩けども歩けども一向に着く気配がない。

　それどころか街中の喧けん騒そうから離れ、僕達はいつの間にか寂れた小道に入りこんでいた。

「……ごめん、よく分からない所に連れて来ちゃって」

「……大丈夫だよ、悠斗君に迷っちゃったってメールも送ったんでしょ？　だったら何とかなるって」

　不安そうに眉まゆを寄せていた朝あさ比ひ奈なさんが、笑いながら答える。本当、朝比奈さんには申し訳ないことをしてしまった。

　ふと、朝比奈さんの足が止まっていることに気付き、僕は振り返った。

　朝比奈さんの顔からは笑顔が消え、顔を強こわ張ばらせながら棒立ちになっている。

「どうしたの？」

　朝比奈さんに問いかけるが、無反応のまま何も答えようとしない。続けて話しかけようとした時、ようやく朝比奈さんは口を開いた。

「ねえ、やっぱりここ通るの止やめない？　もう暗くなってきたし、不審者とかいるかもしれないでしょ？」

「えっ？」

「わざわざこんな怖い道を通らなくてもいいんじゃないかな？　それよりも人の多い所に出た方が安全だと思うの」

　朝比奈さんが声を震わせながら、必死に戻ろうと僕を説得する。

　その異様な雰囲気に呑のまれてしまい、思わず僕は頷うなずいてしまった。

「ごめんね、なんか寒気がしちゃって。どうしたんだろ、私……」

　俯うつむきながら呟つぶやく朝比奈さんに僕は気の利いた言葉一つかけることが出来ず、無言で来た道を引き返した。

　僕は歩くことのなかった道を一度だけ振り返ったが、民家の窓から漏れる光が空むなしくアスファルトを照らしているだけだった。



　結局、僕達は悠斗の家へ行くことは出来なかった。

　悠斗の家が分からず電話をかけても悠斗は出なかったし、あの後朝比奈さんは気分が悪くなり帰ってしまったからだ。別れ際に彩芽と会った時に買ったケーキをあげたけど、朝比奈さんの暗い表情が晴れることはなかった。

　家に帰る途中、彩芽に頼まれたおつかいを済ませ、家路を辿たどる。

　この世界では桜さくらが咲くのも目前となっているが、日が沈むと昼からは考えられないほど冷え込む。僕は牛乳を買った帰りに自動販売機で買ったあったかい紅茶を飲みながら、梅江大橋にある休憩用のベンチに腰を下ろしていた。

「樹いつき、こんなところで何をしてるんだ？」

　すぐ傍そばで僕を呼ぶ声がして、隣に視線を移す。

　そこには、いつものように黒帯で結んだ柔道着を肩に担いだ真ま理りがいた。

「桜さくらさんと一緒に悠ゆう斗との家に行くと言っていたが、悠斗には会えたのか？」

「そのつもりだったけど道に迷っちゃってさ、会えずじまいで終わっちゃった。朝あさ比ひ奈なさんも気分が悪いみたいで帰ったし、悪いことしちゃったかな」

「……だと思ったよ。あいつ、そんなこと一言も言わなかったしな」

「言わなかったってどういうこと？　真理も部活が終わった後悠斗の家に行ったの？」

「ち、違うぞ！　誰だれがあいつの見舞いなんか行くものか！　お前も腑ふ抜ぬけたなと鼻で笑いに行っただけだ！」

「お見舞いなんて誰も言ってないけどね」

　あたふたと弁解する真理がおかしくて、思わず笑いが零こぼれる。ほんと、素直じゃないんだから。

「ま、まあそれは置いといてだ。これも何かの縁だ、途中まで帰らないか？」

　こほん、とわざとらしい咳せきをして真理が話題を変える。

「僕は別に構わないよ、後は帰るだけだしさ」

　十分休んだことだし、僕は真理の言葉に頷うなずくと一緒に歩いた。

　思えば、真理と二人っきりになる機会なんてあまりなかった気がする。真理はいつも放課後は部活で忙しいし、基本的に学校では悠斗と真理と僕の三人で行動していたからだ。

　そう考えると、気の置けない仲であるのに真理の横顔を見るのが何だか気恥ずかしくて、妙に緊張してしまう。

「……なあ、昼食の時話したことの続きになるが」

　何を話していいのか分からず話題を探している時、タイミング良く真理が口を開く。

「樹は桜さんのことが好きなのか？」

　その言葉に、足が止まりそうになった。

「えっ？」

「あの時、お前は言葉を濁したじゃないか。あまりそういう半端な答えは、何というか……もやもやする」

　確かに僕は、悠斗に朝比奈さんが好きかどうか聞かれたけど、その時は分からないという曖あい昧まいな言葉しか出なかった。そのことをまだ真理は気にしていたのか。

「私も悠斗も驚いたんだぞ。てっきり樹は恋愛に興味がない人間だと思ってたんだ。それなのにあんなことを言われたら、桜さんに気があると思うのは当然じゃないか」

　僕は真理の言葉に、すぐ返答することは出来なかった。

　確かに、朝比奈さんの笑顔を見ただけで気分が昂こう揚ようする時もある。言葉を交わすだけで体が熱くなる時もある。

　でも、僕の中でそれが恋愛という感情に繋つながるのかどうかは分からなかった。そんな経験、今まで一度だってないんだから。

　朝あさ比ひ奈なさんと初めて会った時、僕はただ現実に帰りたいがために朝比奈さんに接しようとしていた。でもいつしかそういう打算的なことじゃなくて、死なせたくないから、もっと朝比奈さんの傍そばにいたいから僕は行動している。

　もし、その感情を恋愛と呼ぶのなら───

「多分、僕は朝比奈さんのことが好きなんだと思う」

　朝比奈さんの笑顔も、恋愛の話になると真剣になるところも、落ち込んでいたら励ましてくれる優しさも、全部好きだ。もしそんな単純なことが人を好きになる理由なら、僕は間違いなく朝比奈さんが好きなんだろう。

「……そう、か」

　そのあと、僕も真ま理りも別れるまでずっと無言だった。

　気まずさこそ感じなかったものの、僕と真理の間にある距離のようなものが、少しだけ煩わしく感じた。



　次の日、登校中に朝比奈さんを見かけ、僕は背後から声をかけた。

「や……やあ、朝比奈さん。もう気分は良くなったの？」

「あ、おはよう樹いつき君。うん、なんか帰ってケーキ食べたら治っちゃった。……って、樹君の方こそ大丈夫？　目の下のクマがすごいことになってるけど」

「そ、そうかな？　僕はいつもどおりだけど？」

　精一杯強がるけど、朝比奈さんの視線に耐えきれず、逃げるように空に視線を移した。

　どうも、昨日真理と話した内容のせいか、朝比奈さんを見ると緊張してしまう。

　いや、見るだけじゃない。朝比奈さんのことを考えるだけで頭が真っ白になって、ろくに挨あい拶さつをすることもできやしない。人を好きだと自覚するだけでこんなにも違うのか。

「あれっ？　悠ゆう斗と君だ」

　なるべく朝比奈さんの顔を見ないよう正面を向き歩いていると、クラスメートと一緒に登校している悠斗の後ろ姿が見えた。

　朝比奈さんの声が聞こえたのか、友達と話していた悠斗が僕達に振り向く。

　しかし気だるそうに右手を上げただけで、すぐに隣にいた男子生徒と再び喋しやべり始めた。

「悠斗君、まだ体調が悪いのかな？　何か元気がないみたいだけど」

「そうかもね。ちょっと機嫌が悪そうだったし」

　それに、昨日悠斗に送ったメールもまだ返信がない。大して用事がない時でもしょうもないメールを送ってくるのに、何な故ぜ今回は何の反応もないんだろう。

　朝あさ比ひ奈なさんと教室に入ると、朝礼前は真ま理りと雑談をしていることが多い悠ゆう斗とが、珍しく不機嫌な顔で漫画を読んでいた。一声かけようと思った矢先に先生が入ってきて出席をとったため、僕は悠斗を横目に自分の席に座る。

　授業が終わった後もすぐ悠斗は教室から出て行き、チャイムが鳴った直前に帰ってくるため、午前中はずっとちゃんと話すことが出来なかった。

　昼休みになり、足早に教室を出て行く悠斗を追う。

「待ってよ、悠斗」

　階段を下りる悠斗の肩を掴つかむと、苛いら立だちを隠し切れていない目で僕を見た。

「なんだよ」

「一緒にご飯食べようよ。これから昼食なんでしょ？」

「先客がいるんだ。今日はお前と昼飯を食べるつもりはない」

　そんな馬ば鹿かな、今までそんなことはなかったのに。いつも悠斗は僕と真理の三人で昼食をとっていたのに、何で今日に限ってそんな嘘うそをつくんだ？

「あと、昨日僕の電話にも出なかったでしょ？　まだ体調がよくないのかなって思って」

「……なんでいちいちそんなことお前に話さなきゃいけねえんだよ！」

　悠斗は突然僕に怒鳴ると、胸倉を掴み壁に押し付けた。

　制服を掴む手が力みすぎてわずかに震えている。悠斗のこんな表情、見たことがない。

「なんでって……悠斗のことが心配になったから……」

　悠斗の顔を真正面に見るのが怖くて、床を見つめながら呟つぶやいた。きっと、僕の声は震えているんだと思う。だって、怖くて膝ひざが折れてしまいそうなほど、足の力が抜けている。

「それが余計なお世話だってんだよ！　べたべた俺おれの周りを付いてきやがって、うぜえんだよ！」

　一瞬、悠斗の言葉に体中の熱が消えていく錯覚に陥った。

　でも、それは前兆に過ぎなかった。バネが限界まで縮み一気に反発するように、血液が沸騰しそうなほどの熱が瞬時に僕を襲った。

「……なんでそんなこと言うんだよ」

　悠斗の腕を掴む。でも僕の力で中学時代に柔道をしていた悠斗の腕を外すことが出来る訳もなく、悠斗の腕は微動だにしない。

「いつだって悠斗は僕の傍そばにいてくれたじゃないか！　なんで今更そんなこと言うの？　なにか僕に悪いところがあるんだったら話してよ、謝るからさ」

　朝比奈さんに失恋したと勘違いした時、悠斗は僕を慰めてくれた。

　朝比奈さんと仲良くなりたいって言った時、悠斗は協力してやるって言ってくれた。

　それなのに、なんで何も言わないで僕を嫌うんだよ。そんなの納得できないよ。

「そういうのが……うぜえってんだよ……！」

　絞り出すような声を出しながら悠ゆう斗とは俯うつむく。

　気のせいか、少しだけ見えた悠斗の顔が、僕には今にも泣き出しそうに見えた。

「……いいか、はっきり言っておくぞ。もう金輪際俺おれに話しかけんな。うんざりなんだよ、お前の顔を見るのは」

「だから、それが納得できないんだよ！　どうしてか教えてくれるまで、僕は悠斗の言うことは聞けないよ！」

「悠斗！　何をしてるんだ！」

　いつからそこにいたのか、真ま理りが僕と悠斗の間に割って入ってきた。

「……真理は関係ないだろ。引っ込んでろよ」

「関係ない訳ないだろ。悠斗と樹いつきが喧けん嘩かしてるのに黙って見てるなんて、出来る訳がない。……悠斗の気持ちは分かる。でもお互い話しあってみたらどうだ？　このまま絶交だなんて、樹があんまりだ」

　悠斗の気持ち？　どういうことだろう、真理は悠斗が僕を拒絶する理由を知っているのだろうか？

「……話して何か変わる訳でもねえだろ」

　もう何も話すことはないと言わんばかりに、悠斗は踵きびすを返し階段を下りようとする。

　それを見て真理は悠斗の前に回り込んだ。

「どけよ」

「断る。このまま二人が喧嘩したままなんて、私が嫌なんだ」

　二人の間に険悪な空気が走る。

「ねえ二人とも、とりあえず落ち着こうよ。話せばきっと誤解も解けるからさ」

　これ以上睨にらみあい続ける二人を見るのが嫌で、僕が二人の間に割って入ろうと踏み出した時だった。

「あ……」

　頭に血が上っていたのか、立たち眩くらみがして一瞬視界が歪ゆがむ。

　そして、階段の段差を踏み外し、僕はバランスを崩して真理にぶつかった。

　僕と真理が階段を転げ落ちようとしたところで───驚きに顔を染めた悠斗が咄とつ嗟さに僕の手を掴つかみ、僕はその場に留とどまった。

　耳をつんざくのは、真理が階段を転げ落ちる音。

　背中に冷たい汗が流れるのを感じながら、ゆっくり首を動かすと……僕の目に、頭から血を流しながら床に倒れる真理が飛び込んだ。

　何だよ、これ。こんなシナリオ、僕は知らない。

　どうして、こんなことになるんだ。

「真理！」

　悠ゆう斗とが真ま理りの傍そばに駆け寄るが、僕は目の前の光景を受け入れることが出来なくて、ただ茫ぼう然ぜんと見ることしか出来なかった。頭はごちゃごちゃで、考えることを脳が拒んでいる。

　でも、確かに理解できることが一つだけあった。

　僕のせいで、真理を傷つけてしまったという事実だ。



　気が付いた時、僕の目に映ったのは白く光る蛍光灯だった。

　体を覆う布団が気持ちいい。重い頭を動かすとカーテンが四方に僕を囲んでいるのが見えて、ようやくここが保健室だということが分かった。

　どうしてここにいるのか、誰だれが運んでくれたのか一切覚えてない。ただ、枕まくらが湿っているのを見て、僕は泣いていたんだな、とまるで他ひ人と事ごとのように思っていた。

　弛し緩かんしていた筋肉に鞭むちを打ち、ベッドから立ち上がりカーテンを開ける。保健室には本棚で何か探し物をしている女性の保健医と、椅い子すに座り寂しげに俯うつむいてる女子生徒がいた。

「樹いつき君！」

　僕の名前を呼びながら女子生徒が、こちらに歩いてくる。その声を聞きようやく僕は、その女子生徒が朝あさ比ひ奈なさんだと理解した。

「心配したんだよ、昼休み私が声かけても何も反応しないんだもん。保健室に行ったら？　って聞いても何も言わないし。仕方ないから、私がここまで引っ張ってきたんだから」

「……そっか。ありがとう」

「いいの、真理ちゃんが大おお怪け我がしたんだもん。私だってショックなんだし……」

　朝比奈さんのその言葉に、朦もう朧ろうとした意識が覚かく醒せいする。

「そうだ……先生！　真理はあの後どうなったんですか？」

「桐きり谷やさんならすぐに病院に運ばれたわ。結局目を覚まさなくて、ちゃんとした検査を受けさせることにしたの」

「先生、病院の場所を教えてくれませんか？　真理ちゃんのお見舞いに行きたいんです。樹君も一緒に行こうよ」

　僕は朝比奈さんの言葉にすぐ返答することが出来ず、固く拳こぶしを握りしめた。

　元はと言えば、僕のせいで真理を怪我させてしまったのだ。僕には真理と会う資格がないように思えたし、何よりも真理の顔を見る勇気がなかった。

「……大丈夫だって。私のお父さんもこっちに引っ越す時階段で転んだけど、ぴんぴんしてたんだから。またギックリ腰になりそうだってぼやいてたけどね」

「……うん」

　朝比奈さんの無理に笑った表情を見て、僕も強引に笑顔を作った。辛いのは朝比奈さんも同じだ。それなのに、僕が目の前の現実を受け入れないなんて卑ひ怯きようじゃないか。

　先生から真理が運ばれた病院のメモを受け取り、保健室を後にする。

　病院に着くと、受付にいた事務員の女性に話しかけた。

「すみません。今日運ばれてきた桐きり谷や真ま理りさんの病室を知りたいんですけど」

「ご友人でしょうか？」

「はい、そうです。お見舞いをしたくてここへ」

「桐谷真理さんは四一三号室です。場所は分かりますか？」

「大丈夫です。ありがとうございました」

　とりあえず面会は出来ることを知り、ほっと胸を撫なで下ろす。

　真理がいる四階を目指し廊下を歩く。階段を上る途中、僕達に向かって階段を下りてくる長身の男が見えた。

　悠ゆう斗とだ。その姿を見た瞬間僕は悠斗と顔を合わせるのが怖くて、息を呑のみ顔を俯うつむかせた。

「悠斗君……」

　朝あさ比ひ奈なさんの呟つぶやく声が聞こえたと同時に、僕の横を悠斗が無言で通り過ぎたのを感じた。

　それでも僕はしばらく顔を上げることが出来ず、僕が朝比奈さんの落ち込んだ顔を見たのは階段を上りきった後だった。

「悠斗君と何かあったの？　喧けん嘩かでもした？」

「……まあ、ね。やっぱり分かる？」

「……悠斗君、すごい悲しそうな顔してた」



    

  
    
      



    

  
    
      

「……そっか」

　その後、僕たちは気まずい沈黙のなか、真ま理りの病室まで歩いた。

　病室では、入院着を着た真理がベッドの上で横になっていた。

「……ああ、樹いつきか。来てくれたんだな」

　扉が開いた音を聞いたのか、真理が目を開けゆっくりと上体を起こす。

「大丈夫？　辛いなら体を動かさなくてもいいんだよ？」

「心配するな。伊だ達てに体は鍛えてないんだから……桜さくらさんも来てくれたのか」

「真理ちゃん……怪け我がは大丈夫なの？」

「なんだ、二人とも暗い顔をして。私なら平気だぞ。お前ら心配しすぎなんだ。たかが階段で転んだだけなんだから大したことじゃない。こんなのより柔道の練習をしてる時の方が、ずっと辛いんだからな」

　僕達とは対照的に、気丈に微笑ほほえむ真理。その言葉の真偽は僕には分からなかったけど、その笑顔を見て僕は胸中で安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「そういえば、さっき悠ゆう斗と君とすれ違ったけど、悠斗君もお見舞いに来たの？」

「ああ。あいつ、俺おれのせいで怪我させてすまないって必死に謝りながら色々世話してくれたんだ。二人にも見せてやりたかったな、あの情けない悠斗を」

「……ごめん、真理。僕のせいで」

「なんで樹が謝るんだ。私が勝手に転んだだけなんだから、気にする必要はないぞ」

　優しく真理が微笑むと同時に背後で扉の開く音が聞こえ、僕達は振り向いた。

　看護師と医者だった。何な故ぜか、看護師は車くるま椅い子すを押している。

「桐きり谷や真理さん。お時間ですので検診しますね」

　その時の真理の顔を、僕は一生忘れないだろう。

　今までの真理の印象のどれにも当てはまらない表情が、鮮烈に僕の脳裏に焼きついた。笑いながら細められていた目は大きく見開き、その視線は車椅子に刺さっている。

　そして、真理は観念したようにうなだれた。その時の真理の今にも泣きそうな表情が一瞬だけ見えて、僕の中の何かが崩れる音を聞いた。

「……はい」

　か細い声で真理が答える。看護師が真理を動かしてベッドに座らせる形にし、そこから真理を車椅子に座らせる。

「真理ちゃん、もしかして……」

「足が自由に動かないんだ。歩こうと思っても言うことを聞いてくれなかったり、突然痙けい攣れんすることもある。リハビリ次第では治るかもしれないらしいがな」

　誰だれとも目を合わそうとせず、真理が呟つぶやいた。さっきまで毅き然ぜんとして笑っていた真理は、もうそこにはいなかった。

「それと、樹いつき」

　僕は無言で真ま理りの言葉を待った。激励の言葉も同情の涙も、正解とは思えなかった。答えなんてない。だから無言がふさわしいのだと、そう自分に言い聞かせるしかなかった。

「もう、ここには来ないでくれ。……私は、お前を嫌いになりたくない」

　悲哀があった。葛かつ藤とうがあった。色んな感情が、その言葉の裏に隠れていた。

　真理がお願いしますと医者に呟つぶやき、看護師が真理を乗せた車くるま椅い子すを押す。しかし僕はそれを見送ることは出来なかった。

　突然目の前に白い床が飛び込んできて、反射的に両腕と両りよう膝ひざが僕を支えた。こんな時でも体は反応するんだな、とぼんやり思っていると床に雫しずくが落ちた。

　涙だった。その瞬間せき止めていた感情が流れ込み、床に頭を押しつけて僕は泣いた。



　あれから、何日経たったのかよく覚えていない。

　でも、朝食を食べている時テレビに映った占いの結果を見て、ああ、今日は二週間の最後の日なんだな、とおぼろげながら思った。

　あの事故以来、僕は一度も学校に行かず部屋に閉じこもり、ただ漠然と一日が終わるのを待つだけの生活になっていた。

　ベッドの中でうずくまり、時々真理と悠ゆう斗とのことを思い出し、喘あえぎながら泣いた。そして泣き疲れて眠る、その繰り返しだ。唯一救いだったのは、夢の中なら二人のことを忘れられることだった。

　僕のことを心配して彩あや芽めが看病しようとしてくれたり、朝あさ比ひ奈なさんが僕の家に訪ねてきたこともある。でも、その二人の優しさが、今の僕には辛かった。

　朝比奈さんとハッピーエンドを迎えないと彼女が死んでしまうと頭では理解しても、どうしても体は動いてくれない。

　なんでだ？　なんで悠斗と喧けん嘩かして、真理が傷つかなきゃいけないんだ？

　そして、朝比奈さんまでも……。

「そんなの……嫌だ……！」

　もう誰だれも傷つけたくない。死ぬと分かってる人を見殺しになんかしたくない。

　僕は悠斗も真理も傷つけた。それは覆すことのできない事実だ。でももし、一％でも助けることのできる人がいるならば……。

　僕は手を差し伸べたい。

　食べかけの朝食をそのままに、僕は駈かけ出した。靴を履き替えている時彩芽が何か話しかけてきた気がしたけど、構わず玄関を飛び出す。

　どうすれば朝比奈さんを助けることが出来る？　前回は登校中に交通事故で死んでしまった。ならば電車に乗ってどこか遠い街に行こうか？

　いや、もしかしたら脱線事故とかで死んでしまう可能性がある。乗り物に乗るのは危険だ。なら僕の家に匿かくまおうか？

　それでも万が一、地震があって家具が倒れてくるかもしれない。愚にもつかない妄想だけど、ありえないと言いきることはできなかった。

　息を弾ませながら、朝あさ比ひ奈なさんのマンションに飛び込む。

　エレベーターのボタンを何度も押すが、待つ時間が煩わしく階段を駆け上る。ずっと走っているせいで、あたかも僕を嘲あざけるように膝ひざが笑っていた。

　でも、僕は階段の踊り場で足を止めた。制服を着た朝比奈さんが階段を降りようとしていたのを見つけたからだ。

「樹いつき君!?　どうしたの、こんなところで。もう体調は大丈夫なの？」

「あ、朝比奈さん……」

　呼吸は荒いままで、声にならない声が口から漏れる。

　今すぐ朝比奈さんの許もとに駆け寄りたいのに、一度止めた足は震えてなかなか動いてくれなかった。

「それに、汗びっしょりだよ？　なんでそんなに急いで───」

　そう言いながら、朝比奈さんが階段の一段目を踏み出した、その時だった。

「あっ……」

　朝比奈さんが小さい悲鳴を零こぼしながら、体勢を崩した。

　驚きに息を呑のみながら、朝比奈さんは前まえ屈かがみに階段へと倒れようとする。

　その瞬間、僕の脳裏には、頭から血を流しながら床に横たわる、真ま理りの姿が映った。

「朝比奈さんっ！」

　僕は掠かすれた声で叫びながら、朝比奈さんを受け止めようと足を動かす。

　だが、一歩踏み出したところで、疲れ切った僕の足は体重を支えきれず───その場に、膝をつく。

　そして、朝比奈さんは悲鳴もあげず、錐きりもみしながら階段を転げ落ちた。

　朝比奈さんが床まで転げ落ちた時、僕は朝比奈さんの顔を見るのが怖くて、反射的に固く目を閉じた。

　真理の時と同じだった。階段から落ちたのも、悲鳴がなかったのも。

「……っ！」

　僕は震える膝に力を入れ立ち上がると、朝比奈さんから逃げるように走り出し、マンションを飛び出した。

　何ど処こに逃げるのか、そんなの知らない。

　でも、何処だってよかった。ここじゃない場所なら、何処だって。

　朝比奈さんに駆け寄ろうとした時は固まっていた足が忌々しく思えるほど、今は他人の足のように動く。

　だが、遂ついに足は限界を迎え、僕は梅江大橋のベンチの上に仰あお向むけに倒れた。

　瞼まぶたの裏に映るのは、階段で僕を怒鳴りつけた悠ゆう斗とに、車くるま椅い子すに乗った真ま理り。そして、階段から転げ落ちる朝あさ比ひ奈なさんの姿。その光景を振り払おうとしたけど、駄目だった。胸が締め付けられるように苦しくて、僕は声を殺して泣いた。

　もう何もかも嫌だった。朝比奈さんが死ぬと決められたこの世界も、悠斗や真理を傷つけてしまった現実も、それらを何一つ変えられない自分も。

　また一日目に戻ればいつも通りの日常に戻って、朝比奈さんに会えるかもしれない。朝比奈さんは笑いかけてくれるかもしれない。

　それでも、必ず朝比奈さんが死ぬこの世界は僕には辛すぎた。どうせなかったことになるのだからと、割り切って生きていけるほど僕は器用な人間じゃない。

　ふらふらとベンチから立ち上がり、梅江大橋の欄干の上に立つ。

　眼下に見えるのは、陽光が反射しきらきらと光る川。

　ふと、二週間前にこの橋の上で、朝比奈さんに自殺すると勘違いされ声をかけられたことを思い出した。

　その思考を振り払うように、僕は欄干から飛び降りた。



　僕を迎えたのは永遠の暗くら闇やみでもなければ、ましてや翼の生えた天使でもなく、無機質に時間を刻むデジタル時計だった。

　上半身を起こし両手を見る。手には初めからなかったかのように、涙の跡は消えていた。

　自殺しようとしたのは初めてだから、原因は分からない。

　落下中に一日目に戻っただけかもしれないし、落ちても死ぬことが出来なかっただけかもしれない。もしかしたら死んでも一日目に戻るシステムなのかもしれない。

　でも、一つだけ確かに分かることがある。

　僕は、またこの世界に戻ってきてしまった。

「お兄ちゃ～ん、そろそろ学校……ってなんだ、起きてたんだ」

「……あ……あああ……」

　彩あや芽めの顔を見たのをきっかけに、僕は両手で顔を覆い子供のように泣いた。

「お兄ちゃん、どうしたの!?」

　彩芽が僕の肩に手を置きながら声をかける。それでも僕は泣きじゃくってばかりで、彩芽の顔をまともに見ることすら出来ない。

「……大丈夫、大丈夫だよお兄ちゃん。よかったら私が話を聞いてあげる」

　甘いシャンプーの匂においと一緒に、温かさに包まれた。すぐ横を見ると優しく微笑ほほえんでいる彩芽がいて、背中に回った彩芽の手がくすぐったい。

「恐こわい……恐い夢を見たんだ……」

「どんな夢？」

「みんな……みんながいなくなっちゃう夢……親友だと思ってた友達も、好きだった女の子も……僕の前からいなくなっちゃう夢……」

「……もう大丈夫だよ、そんなの悪い夢なんだから。それに、私はここにいるよ。だからもう泣かないで」

「……うん」

　違うんだ、違うんだよ彩あや芽め。夢なんかじゃないんだ。僕の目の前で起こった現実だったんだ。そして、また二週間後に起こってしまう未来でもあるんだ。

「でも、僕はまた人を傷つけてしまうかもしれない。助けることが出来ないかもしれない」

「その人のことが嫌いなの？」

「ううん……好きな人なんだ。笑顔がかわいくて、いつも傍そばにいたいって思う女の子」

「……だったら、悩む必要なんてないって思うな」

「えっ？」

　彩芽は僕の肩から顔を上げ、目線が合うようにしゃがんで真正面から僕を見つめた。

「どんなに努力してもどうにもならないことって、あるかもしれない。頑張っても頑張ってもその人を助けられないかもしれない。でも、それで諦あきらめたら何も変わらないよ」

「……でも、どんなにもがいても無意味かもしれない」

「そうかもしれない。じゃあ、もしお兄ちゃんがぼろぼろになるくらい頑張ってもう駄目だー、って思ったら、また私が抱きしめてあげる。それでやっぱりどうにもならなくてお兄ちゃんが泣いたら、私も一緒に泣いてあげる。そんなに手放したくないものなら、それぐらいする価値はあるって私は思うな」

　どうにもならないかもしれない。結局助けることが出来なくて、何度も泣いてしまうかもしれない。

　でも、だからって諦めて、手を伸ばすことを止やめて朝あさ比ひ奈なさんが死ぬのを平然と受け止めてしまうようになったら、絶対後悔する。……そっちの方が、ずっと恐い。

「……ったく、小学生のくせにませすぎなんだよ彩芽は。ドラマの見すぎだぞ」

「ほっといてよ。それに、お兄ちゃんが子供っぽいだけなんじゃない？　夢を見て泣くなんて、妹として情けないなあ」

「ははは、確かにそうかもね」

　大きく口を開けて笑う。いつ以来だろう、久しぶりに笑ったような気がした。

「でも、ありがとう。すごく嬉うれしかった」

「……どういたしまして」

　彩芽も微笑ほほえみながら立ち上がる。

「それと、ちゃんと顔を洗って学校に行ってよ。目が真っ赤ですごい顔してるんだから」

「……うん」

　僕はベッドから降りて思いっきり背伸びをした。何だか体中に纏まとわりついていた錆さびみたいなものが落ちていく気分だ。

　体が軽い。今ならどんなことだって出来そうな気がした。



    

  
    
      


第三章　せめて主人公らしく





　僕が彩あや芽めを引きとめてしまったせいで学校がとっくに始まっている時間になってしまい、僕は彩芽の通う小学校に彩芽が遅刻することを伝えたあと、学校へ向かった。

　この時間になると登校する生徒も通勤するサラリーマンもおらず、いつもより通学路が広く見える。ふと、この誰だれもいない道を朝あさ比ひ奈なさんと二人だけで歩けたらどんなに良いだろうと夢想し、そんなことを考える自分に驚くと同時に恥じた。

　まずは自分に出来ることをする。そう再び決意し学校へ向かう足を速めると、

「きゃあっ！」

「うわっ！」

　そう思ったのも束つかの間ま、誰かとぶつかり、僕は前のめりに倒れた。

　何事かと視界が安定する前に感じたのは、鼻をくすぐる甘い匂におい。

　次に、目に映ったのは僕を見上げる驚いた朝比奈さんの顔だった。

　それも、呼吸さえ感じられそうなほど近い距離。目を細めれば、朝比奈さんの瞳ひとみに映った僕すら見えそうな。

　驚きがなかったと言えば嘘うそになる。でも、激しい胸の動どう悸きがその感情を塗りつぶしていた。薄く赤い頬ほお、透き通るような白い肌、薄桃色の唇。

「……っ！」

　急に朝あさ比ひ奈なさんが頬を染めながら口をぱくぱくと動かし、視線を僕から外した。僕もその視線を辿たどる。

　……さっきから、左手に違和感があったんだ。病みつきになってしまいそうな蟲こ惑わく的な感触、頭がぼーっとするような優しい手触り。

「きゃああああああああ！」

　朝比奈さんの絶叫と共に、その場から跳ね起きる。

「ご、ごめん！」

　咄とつ嗟さに謝るが返答はない。朝比奈さんは無言で視線を地面に落とし、肩を小刻みに震わせながら胸を両手で隠している。髪から覗のぞいた耳が真っ赤だ。

　ちょっと待て、なんでもう朝礼に間に合わない時間なのに朝比奈さんとぶつかるんだ？

　そういえば、初めて朝比奈さんと会った時もぶつかってパンツが見えて、二度目の時も僕が仰あお向むけになってパンツを見てしまった。

　もしかして、一日目の朝は必ず朝比奈さんとぶつかってラッキースケベに遭遇するってイベントなのだろうか？

「な、ななな……なにすんのよぉ……」

　朝比奈さんが顔を上げる。その目は涙が微かすかに浮かんでいて、きらきらと光っている。顔は真っ赤で、ぷしゅ～、と煙が出てもなんら不思議じゃないように思えた。

　ザ・デジャヴ。そんな言葉が脳を掠かすめた。

「こ、このヘンタイぃいいいい！」

　腹部に重い衝撃。胃液が逆流するのを堪えるのが精一杯で僕は立つこともままならず、またもや路上に倒れる形になってしまった。

　まさかビンタだけじゃなくて、ボディーブローまで会得してるなんてなあ……。

「あっ!?　ご、ごめん。大丈夫？」

　薄れゆく意識の中、朝比奈さんの声が聞こえる。

　そうだ、朝比奈さんだ。震える膝ひざを立て力を入れる。

　大したことない、こんな痛み。朝比奈さんが死んでしまった衝撃の方が、ずっとずっと大きかったんだぞ。

「だ、大丈夫だよ……ごめん、こっちこそぶつかっちゃって」

「う、ううん、いいよそんなの」

　そわそわとしながら、朝比奈さんが笑う。

　不幸な事故とはいえ朝比奈さんの胸を触ってしまったが、僕を殴った手前、怒りよりも申し訳ない気持ちの方が勝っているのかもしれない。

「ねえ、君も私と同じ制服を着てるけど、同じ学校なの？」

「う、うん」

「だったら私の肩、貸してあげよっか？　あんまり重かったら歩けないけど、気休めにはなるかもしれないし」

「そうだね……じゃあ、お言葉に甘えさせてもらおうかな」

　出来るだけ負担がかからないように朝あさ比ひ奈なさんの首に腕を回し、僕達は歩き出した。

　健けな気げに「んしょ、んしょ」と声に出しながら歩く朝比奈さんの横顔をいつまでも見ていたくて、僕は必死で意識を保つ。

　あと、ふにゅんと当たる朝比奈さんの胸の感触を楽しみたかったというのも、まあ、否定は出来ない。



　保健室に行こうかという朝比奈さんの提案をやんわり断り、僕は教室まで運んでもらうように頼んだ。

「お、おい。どうしたんだよ樹いつき」

　すでに一限目は終わっていて、授業の間の小休憩に真ま理りと雑談をしていた悠ゆう斗とが、僕に気付き駆け寄る。少し遅れて、真理も僕の傍そばに来てくれた。

「君、樹に一体何があったんだ？　こんなに顔を青くして……」

「えっ!?　ええっと……えへへ」

　真理の言葉に朝比奈さんがはにかむ。そりゃ「私がお腹なか殴っちゃいましたあ、てへっ☆」なんて口が裂けても言えないだろう。

　でも、そんなことはどうでもよかった。

　倒れるように、僕は悠斗と真理に抱きつく。僕を疎んでいた悠斗でも、怪け我がをしてしまった真理でもなく、僕がよく知っている悠斗と真理に。

「うおっ、ど、どうしたんだよ樹」

「ど、どこか痛いのか？　なんなら私が保健室まで運んでやるぞ？」

「ううん……いいんだ。もう少しだけ、このままでいさせてくれないかな……？」

　あまり喋しやべりすぎるとまた泣いてしまいそうで、僕は口を閉じ二人を抱きしめる。

　二人がどう解釈したのかは分からない。でも悠斗も真理も何も言わず、黙って僕を受け入れてくれた。

「……ほら、もういいだろ？　あんまし男同士くっついてたって気持ち悪いしな」

　悠斗がゆっくりと僕を離す。悠斗も真理も、小さく笑っていた。

「君が樹を運んできてくれたのか、ありがとう」

「別にこれぐらいどーってことないよ。それより、樹君……だっけ？　まだお腹痛いなら保健室に連れて行ってあげて。じゃ、私行かなきゃいけないとこがあるから、またね！」

　朝あさ比ひ奈なさんは悠ゆう斗との言葉に返事をすると、踵きびすを返しポニーテールを揺らしながら教室を出て行く。多分、遅刻してしまったことを先生に報告しに行ったのだろう。

「……あの娘こ、樹いつきが腹が痛いと知っていたようだが、一体何があったんだ？」

　僕は真ま理りの質問にどう言えばいいか分からず、苦笑いで応こたえることしか出来なかった。



　そして昼休み、退屈な授業から解放され、教室が生徒の声で埋め尽くされる。

　僕も悠斗と真理を食事に誘おうか考えた時、先に悠斗から話しかけられた。

「今日の昼メシだけどさ、朝比奈さんも誘ったんだけどいいか？」

「朝比奈さん？」

　まさか、初日に悠斗のほうから朝比奈さんと昼食を食べたいって言いだすなんて。朝比奈さんが転校してきたのはついさっきだっていうのに、もう朝比奈さんと打ち解けたのだろうか？

「でも、朝比奈さんも今日会ったばっかりなのに、よく悠斗とご飯を食べる気になったね」

「真理を通して昼飯を食べようと誘ったんだ。俺おれも転校生の話は詳しく聞きたかったし、さっきのお礼も兼ねてさ」

「なるほどね。じゃあ僕は購買で何か買ってくるよ。悠斗は何か欲しいものある？」

　カツサンド、無かったら何でもいいや、という悠斗のリクエストを受け購買へ向かう。

　購買は飢えた生徒達が獲物欲しさに殺到しており、サバンナに生きるライオンもかくや、と唸うなりたくなるような様相を成していた。

　流石さすがに激戦の時間帯だけに、何人かの生徒は遠巻きに購買が落ち着くのを待っている。

　その中で、購買を眺めながらポニーテールをいじっている女の子がいた。

「あれ……朝比奈さん？」

　僕の声が聞こえたのか、朝比奈さんが僕に振り向いた。

「あっ、樹君も購買に来たんだ」

「うん。朝比奈さんも購買が空すくの待ってるの？」

「今日は寝坊して、お弁当忘れちゃったからね。購買でお昼ご飯買おうと思ったんだけど……流石にあの中に飛び込む勇気はないかな」

　朝比奈さんが苦笑しながら、購買を指さす。

　確かに、誰だれだってこの光景を見れば怖おじ気けづくだろう。

「でも、まさか樹君と同じクラスだったなんてね。授業中何度も手を振ったの、気が付いてなかったでしょ？」

　……そうだったっけ？　授業中はずっと悠斗達と話していたからいまいち覚えていない。

「あはは、いいよそんな申し訳なさそうな顔しなくたって。もうみんなの前で言ったけど、朝比奈桜さくらっていうんだ。よろしくね」

　人懐っこい笑顔を浮かべながら朝あさ比ひ奈なさんは手を差し出してきて、僕はその手を握る。

「僕は柊木ひいらぎ樹いつき。転校してきて慣れないことばかりだと思うけど、何でも気軽に聞いてね」

　前回朝比奈さんと握手をした時は歓喜の気持ちが心を占めていたが、今はそれよりも不安の方が大きい。朝比奈さんと一緒にいると、否いや応おうなしに朝比奈さんの倒れた姿を思い出してしまう。

「どうしたの？　急にしょんぼりしちゃって。もしかして無理に握手させちゃった？」

「いやいやいやいや！　そんなことないよ、むしろ朝比奈さんの手に触れて嬉うれしいっていうか……ほらっ、そろそろ購買も人がいなくなってきたよ！」

　生徒がまばらになった購買に逃げるように避難し、朝比奈さんと一緒にトレイに並べられたパンを吟味する。しかし売れ残ってるのはコッペパンや味気の少ないおにぎりばかりで、めぼしいものは見当たらない。

「むー……」

　それでも朝比奈さんは充実した昼食にしようと、両手に持ったたまごサンドと鮭しやけおにぎりを見比べていた。その目は真剣そのもので、妥協を許そうとしない意志が伝わってくる。

「朝比奈さん、メロンパンとカフェオレなんかどう？」

「メロンパンとカフェオレ？　何でそんな組み合わせが出てくるの？」

「ここのメロンパンはけっこう大きいからさ、一個だけでも意外とお腹なかいっぱいになるんだ。でもそれだけじゃ飽きちゃうから、カフェオレと一緒に食べるんだよ」

「ふーん、じゃあ樹君のおすすめだし私はそれにしよっかな。甘いものは大好きだしね」

　頬ほおを緩ませながら、朝比奈さんが購買のおばちゃんから商品を受け取る。

　その表情を見て、エクレアを食べ損ねて肩を落とす朝比奈さんを、ショーウィンドウに並べられたケーキを嬉しそうに選ぶ朝比奈さんを思い出した。

　何度この世界を繰り返しても、朝比奈さんが甘いものが好きだという当たり前のことに、無性に安心してしまう自分がいた。

　僕も昆布おにぎりとお茶、悠ゆう斗とに渡すたまごサンドと牛乳を買って教室に戻る。

「む、帰って来たか……ってなんだ、桜さくらさんと一緒だったのか」

　悠斗と雑談していた真ま理りが、僕と朝比奈さんに交互に視線を送る。

「購買でたまたま会ったからね。朝比奈さんはもう真理のこと知ってるよね？」

「うん、真理ちゃんから誘ってくれたんだ、一緒にご飯を食べないかって」

「桜さんには樹を運んでもらった義理もあるしな。何より悠斗が───」

「ま、まあまあまあ！　とりあえず飯食べようぜ、なっ！」

　悠斗が僕の手から昆布おにぎりと牛乳をぶんどる。けど大丈夫なんだろうか、米と牛乳の組み合わせなんて口に合わないと思うけど。

　でも、この四人で昼食を食べるというのも久しぶりだ。

　というより、前回の二週間は真ま理りが怪け我がをしてからずっと引きこもっていたから、誰だれかと食事を共にすること自体新鮮に感じる。

「ねえ、今日の放課後さ、朝あさ比ひ奈なさんにこの街を紹介してあげない？」

　だから気分が昂こう揚ようしていたんだろう。考えてなかったのに突然こんなことを言ったのは。

「えっ？　私？」

　ずずー、っとカフェオレをストローで飲んでいた朝比奈さんが指で自分を指す。

「朝比奈さんはまだ転校してきたばっかりで、この街にどんな店があるとか全然分からないでしょ？　だから、僕達がよく行く店とか案内出来ればって思ってさ」

「お前良いこと言うな！　褒美をとらせるぞ、感謝するがよい」

　喜色に顔を染めながら、悠ゆう斗とが飲みかけの牛乳を僕の机に置く。絶対いらないから僕に押しつけただけでしょ、それ。

「行きたいのはやまやまだが、私は部活があるんだ。放課後は少し厳しいな」

「そうなんだ……男二人になっちゃったけど、どうかな朝比奈さん」

「樹いつき君と悠斗君なら、私は全然おっけーだよ。ありがとう、転校生の私にこんなに気を遣ってくれて」

　そう言いながら、朝比奈さんが優しく微笑ほほえんだ。僕と悠斗はその笑顔を前に、息を呑のんで固まる。

　そんな顔で、樹君ならおっけー、なんて言われたら緊張するに決まってるじゃないか。きっと、悠斗も同じ気持ちだろう。

「……何な故ぜだか分からんが、私は今非常に不愉快だぞ。お前ら、私の前でそんなだらけきった顔一度もしたことないだろ」

「だっておめー、女性としての魅力が欠片かけらもねえんだもん。飯食って喉のど渇いただろ、プロテイン買ってきてやろうか？」

　言い終わるが早いか、真理が悠斗に顔面チョップを決める。流石さすがに今のは、悠斗が悪い。



　放課後は、僕と悠斗で朝比奈さんにこの街を紹介するため、三人で街に繰り出した。

　紹介するためと言っても、実際はクレープ屋で買い食いをしたり、ショーウィンドウに飾られている洋服を眺めたり、遊んでいたと言う方が近い。

　特に、ゲームセンターにいる時間が一番長かった。朝比奈さんがクレーンゲームの景品である、猫のぬいぐるみを物欲しげに見つめていたため、何十分も僕と悠斗はぬいぐるみ相手に奮闘していたからだ。

　最終的に僕が手に入れ、朝比奈さんに手渡すことが出来たけど、そのせいですっかり財布は軽くなってしまった。でも、笑顔で猫のぬいぐるみを抱く朝比奈さんが見れたことだし、よしとしよう。

「……ん？」

　ゲームセンターを出た直後、突然携帯にメールが届いた。

　真ま理りからだった。練習が終わったから何ど処こかで夕飯を食べないか、という内容だ。真理らしく絵文字も使わない、素っ気ない文面だった。

「悠ゆう斗と、真理が部活終わったから外食しないかだって」

「そうだなあ……朝あさ比ひ奈なさんはどうする？」

「うーん……ごめんね、行きたいけどお母さんがご飯用意してくれてると思うから。キッチンが新しくなってお母さん張り切ってるんだ」

「そうか。……じゃあ、俺おれは朝比奈さんを送って帰るわ」

「えっ？　悠斗も帰っちゃうの？」

「宿題が溜たまってて早く出せって先生に急せかされてるからな、帰ってやらなきゃいけねえし。悪いけど、また今度食べようや」

　意外だ。あのテストの前日さえろくに勉強もせず、劣等生というレッテルが貼はられている悠斗が勉強しなければならないだなんて。天変地異の前触れではなかろうか。

　来た道を引き返す悠斗と朝比奈さんの背を見届け、以前悠斗に奢おごってもらったファミレスを真理に提案する。真理の肯定の返信を確認し、僕はファミレスへ向かった。

「何だ、樹いつきだけか？　確か悠斗と桜さくらさんも一緒だったと思うんだが」

　学校に近いということもあり僕よりも早く真理は到着しており、運動をした後なのに拳こぶし二つ分程はありそうなハンバーグに、大盛りのライスをテーブルの上に並べていた。

「うん、悠斗は宿題があるからって朝比奈さんと一緒に帰ったよ。でも意外だよね。あの悠斗が宿題するために帰るなんて。今まで勉強を理由に僕たちの誘いを断ったことなんて一度もなかったのにさ」

　席について店員に注文した後、朝比奈さんと悠斗が帰ったいきさつを話す。

　でも、真理は事もなげに僕の言葉を否定した。

「何言ってるんだ樹は。そんな訳ないだろう」

「そんな訳ないってどういうこと？　もっと悠斗は真面目まじめだって言いたいの？」

「違う。あの悠斗が勉強の為ために、私たちとの食事を断る訳がないということだ」

　確かに真理の言う通りだ。でも、それがどうにも腑ふに落ちない。

「じゃあなんで？」

「恐らくだが、桜さんのことが好きなんじゃないか？」

「好きって、誰だれが？」

「阿あ呆ほか。悠斗に決まってるだろ」

　真理の言葉に、危うく口に含んだジュースを噴ふきだしそうになった。

「そ……それってライクの方だよね？」

「私は違うと思うがな。今日の悠ゆう斗とは様子がおかしかった」

「どこが？」

「悠斗は初対面の人間なら男女問わず相手が引くほど話しかけて仲良くしようとするが、今日の悠斗はやけにおとなしかった。自分から朝あさ比ひ奈なさんに話しかけることも少なかったし、攻めっ気がまるでなかったな」

「……」

「それに今日の昼休みだって、桜さくらさんを昼食に誘ってくれないかって、悠斗が私に頼んできたんだぞ。自分から桜さんを誘わないなんて、悠斗らしくないと思わないか？」

　返す言葉が見つからない。放課後に朝比奈さんにこの街を紹介してあげようと言ったのも、そういえば僕だ。

　考えてみれば、僕がこの世界に来て初めて朝比奈さんと出会った時、悠斗は無理やり朝比奈さんと昼食を食べたがっていたが、教室で言わず僕を廊下に呼び出したのも不自然といえば不自然だ。悠斗の性格を考えれば、直接本人に言いそうなものだけど。

「それに、悠斗とは小学生の頃ころからの腐れ縁だぞ。隠そうとしたって無駄さ。もしかしたら、あいつ本気かもしれんな」

「本気……？」

「本気で桜さんのことが好きなのかもしれん。私の勘だがな。明日そのことで悠斗をおどして、カツサンドでも買わせようか」

　意地悪な笑みを浮かべる真ま理りを見ながら、僕は「前回」の昼食の時に、悠斗と真理に朝比奈さんと親しくなりたいと相談したことを思い出した。

　もしかして、あの時も悠斗は朝比奈さんのことが好きだったんじゃないか？

　一体、悠斗は僕が朝比奈さんと仲良くなりたいと言ったのを聞いた時、どんな気持ちだったのだろう。体育の時間僕にウインクしてくれた時、どんな気持ちだったのだろう。

「どうした、急に黙り込んで」

「……いや、何でもないよ」

　その後、真理は僕に話しかけてくれたけど、頭の中は悠斗のことばかり考えていて、どんなことを話したのか全く覚えていない。

「前回」の悠斗は自分の朝比奈さんに対する想おもいより、僕の意思を尊重して僕と距離を置こうとしたのだろう。それが正しい選択だとは、とても思えなかったけど。

　……でも、僕だって今、あの時の悠斗と同じ状況に置かれているんだ。朝比奈さんに好意を抱いているのは、僕も悠斗も同じ。なら、僕はどちらかを選ばなきゃいけない。

　もし、現実にいる僕が『ドリーミー・ドリーマー』をしていて、朝比奈さんを取るか悠斗を取るかって選択肢が出たら、どちらを選んでるんだろう。

　考えるだけ無駄だった。もうあの頃の僕とは違うんだから。



　結局、その夜は答えの出ない問答をひたすら繰り返し、一睡も出来ないまま朝を迎えた。

　寝ぼけ眼で通学路を歩いていても、同じ問いがぐるぐると頭の中で回る。

　朝あさ比ひ奈なさんに好意を寄せれば悠ゆう斗とが傷つき、悠斗を想おもえば朝比奈さんが死んでしまう。

　倫理的に考えれば迷うことはない、朝比奈さんとハッピーエンドを迎えるべきだ。僕にしか朝比奈さんを助けることは出来ないんだから。

　でも、そんな簡単に決断出来るものじゃない。

　悠斗は勿もち論ろん、真ま理りも彩あや芽めも、もうただのゲームのキャラクターじゃないんだ。

「うわっ!?」

　唐突に背中に軽い衝撃を受け、大声を出してしまう。

　振り返ると、そこには片手を上げぎこちない笑みを浮かべる朝比奈さんがいた。どうやら、挨あい拶さつ代わりに僕の背中を叩たたいたみたいだ。

「あはは……お、おはよう樹いつき君。ごめんね、そんな驚くなんて思わなかったから」

「い、いや、いいよ別に。僕も考え事してたからさ」

　朝比奈さんに笑いかける。上う手まく笑えたか、それは自信がないけれど。

「何か目元がクマですごいことになってるよ？　昨日ちゃんと寝れなかったの？」

「……まあね」

　学校を目指して歩いていると朝比奈さんとまともに目が合い、途端に恥ずかしさを覚え視線を外す。こんな時でも朝比奈さんに照れてしまう自分が、何だか嫌になってきた。

「あれ？　あそこにいるの悠斗君じゃない？　おーい悠斗くーん！」

　朝比奈さんの言葉に今更、正面に悠斗が歩いていることに気付いた。

「おはよう、朝比奈さん。それに樹もな」

　悠斗が笑いながら歩み寄って来る。

　気のせいか、僕には悠斗が朝比奈さんに声をかけられて喜んでいるように見えた。

「何だよ、樹。朝比奈さん転校してきたばっかなのに、もう一緒に登校するほどの仲になったのかよ」

「ち、違うよ。たまたま会ったから話してただけだって」

　悠斗の言葉はまるで僕を非難しているように聞こえ、慌てて否定する。

　そして、悠斗を加え僕達は学校を目指して歩き出した。

　でも、僕は楽しげに話す悠斗と朝比奈さんから下がり、無言で二人の背中を見ていた。

「ねえ樹君、今日の放課後も昨日行ったゲームセンターに行こうって悠斗君と話してるんだけど、樹君も一緒に行かない？」

　突然朝比奈さんが振り向き、僕に話しかける。

「あ……ごめん、今日は妹の家事を手伝う約束をしたから無理かな」

　嘘うそだった。そんな約束なんてしちゃいない。

　そして、それっきり僕は口を閉じた。朝あさ比ひ奈なさんは僕の反応に怪け訝げんな表情を浮かべていたけど、隣にいる悠ゆう斗とが朝比奈さんに話しかけ、再び二人だけの雑談が始まった。

　ふと、悠斗の後ろ姿が僕と重なった。

　今なら、悠斗が僕に怒鳴った時の気持ちが分かるような気がした。



　それから、もう何日も悠斗達と会話らしい会話をしない日々が続いた。

　授業中は集中したいからと悠斗と雑談することを拒み、昼休みや放課後の悠斗達の誘いを断り、逃げるように教室を出るのが僕の日常になりつつあった。初めこそ悠斗は訝いぶかしげな目で僕を見ていたけど、最近はその目に悲しみの色が映るようになった。

　でも、悠斗達を避ける日常に体は慣れてくれない。その場凌しのぎの嘘を言う度に、適当な相あい槌づちを打つ度に、体が強こわ張ばり冷たい汗が流れる。

　そして今日の放課後も、僕が悠斗の誘いを断り教室を出ると、

「待ってよ、樹いつき君」

　廊下で声をかけられ、僕は足を止めた。そこには心配そうに曇った顔をした朝比奈さんと、対照的に毅き然ぜんとした表情の真ま理りがいた。

「樹君、悠斗君と何かあったの？　最近二人とも全然話さないし、何だか樹君が悠斗君を避けてるみたい。理由があるなら私たちに教えてよ。……悠斗君も、樹君には言わないけど心配してるんだよ？」

　スカートの裾すそを握りしめながら、朝比奈さんがとつとつと話す。朝比奈さんの気持ちは痛いほど嬉うれしいけど、理由なんて説明できる訳がない。

「どうしたの、突然そんなこと聞いて。別に何ともないって。ただ、最近家の用事とかで忙しくて悠斗と遊べないだけだよ。しばらくしたら元通りになるから、その時はみんなで遊ぼうよ」

　頭の中で何度も読んだ台本を言葉にするだけなのに、うまく言うことが出来ない。声は震えているし、さっきから視線があっちこっちに目移りしてまるで安定しない。

「……何ともない、か。その言葉信じていいのか？」

　不意に、真理が無表情のまま口を開いた。

　刃物のように尖とがった視線が僕の心をえぐる。今まで何度も嘘をついてきたはずなのに、少しもその嘘が思いつかなかった。

「……じゃあ、急いでるから僕は帰るよ。また明日」

　今度こそ本当の逃げだった。答えを出すことから逃避し、朝比奈さんたちに背を向け歩き出す。真理が僕を引きとめなかったことに安あん堵どする自分が、たまらなく嫌になった。

　一体、僕はあとどれほど自分を騙だまし続ければ楽になれるんだろう。そんな考えが頭をよぎったけど、すぐに僕はそれを放棄した。



　彩あや芽めしかいない我が家は学校に比べればずっと気を楽に出来る場所だったけど、喋しやべれば嘘うそが零こぼれてしまいそうで、僕は極力彩芽と顔を合わせないようにしていた。

　だからだろうか、迂う闊かつに浴室の扉を開けてしまったのは。

「あっ……」

　普段見慣れない、肩まで髪を下ろした彩芽が、呆あつ気けにとられた声を出す。

　彩芽はお風ふ呂ろから上がり着替えていたのか、白い下着を身につけ、今まさにキャミソールを着ようとしているところだった。

　ほんのり上気した肌に、華きや奢しやな体。

　突然のことに、僕と彩芽はしばらく見つめ合う。

　そして───

「きゃあっ！」

　彩芽は思い出したように悲鳴を上げ、僕に背を向けた。

　それと同時に、僕も扉を閉める。

「お、お兄ちゃん!?　お風呂入るならノックぐらいしてよ！」

「ご、ごめん」



    

  
    
      



    

  
    
      

　扉越しに慌てた声を出す彩あや芽めに、僕は謝った。

　女の子の着替えるところは何度も見てきたけど、彩芽の下着姿を見るのは初めてだ。朝あさ比ひ奈なさんがこの世界に来てから予期せぬハプニングは度々あったけど、これもその一つなのだろうか？

「……お兄ちゃん、最近学校で何かあったの？」

　微かすかな衣きぬ擦ずれの音と一緒に、扉越しに彩芽が僕に話しかける。

「どうして、そんなこと急に聞くの？」

「だって、久しぶりにちゃんとお兄ちゃんの顔を見た気がするから。お兄ちゃん最近ずっと下向いてて、私の目を見て話そうとしないんだもん」

「……まあ、色々あってね」

　僕が答えると、浴室の扉が開いた。

「最近元気がないみたいだしさ、また私が慰めてあげよっか？」

　パジャマ姿の彩芽が、えへん、と発展途上の胸を張る。

「……いや、いいよ。恥ずかしいし、シスコンだと思われたら堪たまらないしね」

　カラ元気を振り絞って無理やり笑顔を作り、精一杯虚勢を張る。

　その言葉は彩芽を心配させたくなかったからか、兄として弱みを見せたくなかったからなのか。最近嘘うそばかりついていて、本当の自分の気持ちさえ分からなくなってきた。

　お風ふ呂ろから上がり部屋に戻ると、携帯のランプが光っていることに気付き、携帯を開く。

　そして、メールの差出人を確認し息を呑のんだ。差出人は、朝比奈さん。

「話したいことがあります。梅江大橋のベンチまで来てくれませんか？」

　口に出して読みながら、僕は携帯に表示されている時間を確認した。

　九時十一分。なぜこんな時間に、それも梅江大橋なんかに呼び出すのだろうか？

　腑ふに落ちないことは多い。それでも僕は、分かった、と朝比奈さんに返信をした。

　疑問は消えてはいない。じゃあなんで了解したのかと聞かれたら、こんな時間に僕に会いたい理由への興味と、やっぱり朝比奈さんに会いたかったからだろう。

　思い起こせば、自分のしたいことを素直にするというのは随分久しぶりのような気がした。女の子に会いに行くという、とても小さなことだけど。

　外に出ると、季節は春だというのに、夜風は肌を刺すように冷たい。

　橋のたもとに着き、何か温かい飲み物でも買おうかと自動販売機を見つけ近づくと、先客がいることに気付いた。身長から察するに、恐らく男性だろう。

「うおっ、誰だれかと思ったら樹いつきじゃねえか。何してんだこんなところで」

　その男性は、悠ゆう斗とだった。びっくりして、思わず歩いていた足を止める。

「……朝比奈さんに呼ばれたから来たんだ、話があるから梅江大橋まで来てくれって。悠斗こそどうしたの？」

　朝あさ比ひ奈なさんのことは黙っていようかとも考えたが、やっぱり隠すのは止やめにした。夜という独特の雰囲気のせいだろうか、今夜だけは嘘うそをつきたくなかった。

「……朝比奈さんに？　俺おれは真ま理りから話があるからここまで来いって言われたんだが、樹いつきも朝比奈さんに梅江大橋に呼ばれたってことか？　どういうことだこりゃ」

「偶然お互いの待ち合わせ場所が同じだった、とは考えにくいし……なんでだろう？」

「……なるほど、そういうことか」

　悠ゆう斗とは一人だけ合点した面持ちをしたと思ったら、今度は堪え切れぬように吹きだした。僕は依然訳が分からず、置いてけぼりを喰くらったままだ。

「後ろ見てみろよ」

　疑問に思いながらも、悠斗の言う通り振り返る。

　道路を挟んだ向こう側の歩道、街灯に照らされた建物の陰に隠れながら、誰だれかがこちらを見ていた。

　朝比奈さんだ。そしてその後ろから真理が朝比奈さんの首根っこを猫のように捕まえ、完全に建物の陰に消えた。

「……何？　今の」

「朝比奈さんと真理だろ。ほんとお節介と言うか何と言うか、わざわざこんな回りくどいことするか？」

「どういうこと？」

「お前も鈍いな。朝比奈さんと真理がグルになって俺達を呼び出したんだよ。俺とお前を会わせるためにさ」

「……もしかして、最近僕が悠斗を避けてたから？　だから無理やりこんな方法を選んだってこと？」

「やっぱ俺を避けてたのな。そりゃあんだけあからさまにされりゃ分かるけどよ、そうはっきり言われると流石さすがにきついぜ」

　苦笑いする悠斗を見て、ずきりと胸が痛むのを感じた。

「違うんだ、悠斗は何も悪くないんだよ。悪いのは全部僕なんだ、だから……」

「ま、そういう込み入った話は座りながらしようや。何か飲みたいもんあるか？　買ってやるよ」

「……うん。じゃああったかい紅茶が欲しいな」

「あいよ」

　悠斗から紅茶を差し出され、僕はごめん、と謝りながら受け取った。

　紅茶の温かさを両手に、橋の上にあるベンチまで僕達は歩いた。ふと振り返ると、向こう側の歩道にこそこそとついてくる二人組が見えた。姿を隠す障害物もないのに、と少し笑ってしまう。

「でも、あの二人の気持ちも分からないでもないんだよな」

　橋を歩いている間無言だったのに、僕が笑っているのを見て、悠ゆう斗とが喋しやべり出した。

「俺おれも真ま理りと同じ立場だったら、多分似たようなことしてただろうなって思うんだよ。樹いつきと真理が喧けん嘩かして口も利かない仲になった日には、そりゃもうあの手この手を使ってでも仲直りさせるだろうからさ」

　悠斗の言葉に、僕は頷うなずいた。

　僕だって、悠斗と真理が喧嘩していたら無理やりにだって仲直りさせる。

「だからさ、人を騙だまして呼び出しやがって、ってちょっと腹も立つけど、やっぱ嬉うれしいよな、朝あさ比ひ奈なさんと真理の気持ち」

「……うん」

　僕達は休憩用のベンチに座り、言葉も交わさず川を眺めていた。

　いや、本当は目のやり場に困って仕方なく川に目を向けていただけだ。悠斗も恐らく、川なんかどうでもよかったんだろう。

　いつまで、僕はこの関係を続けるのだろう。友達に嘘うそをついて、逃げ回って、しかも誰だれも幸せになっちゃいない。朝比奈さんも悠斗も悲しませたくないなんて言いながら、結局どちらも悲しませてるじゃないか。

　最初から答えは出ていたけど、どちらを選んでも誰かが傷つくから逃げていたんだ。でも、答えを出さず逃げ回ったって、誰も幸せになんかならない。

　なら迷って、不安になって、一歩も動きださないのは間違ってる。逃げて誰かを傷つけるくらいなら、誰かを傷つけてでも前に進みたい。

「ねえ悠斗。今まで隠してたことがあるんだ」

　悠斗の顔を直視する。今だって悠斗を傷つけてしまう恐怖はある。でも、それよりいつまでも逃げてみんなを悲しませることの方が、ずっと嫌だ。

　逃げることを諦あきらめたんじゃない、闘う覚悟を決めたんだ。

「……なんだ？」

　悠斗が僕を見つめながら、呟つぶやく。

　僕は、大きく息を吸い込んだ。

「僕さ、朝比奈さんのことが好きなんだ」

　一瞬、時が止まったような感覚に陥った。

「……やっぱりな」

　悠斗は笑うと、片手に持っていた缶コーヒーを口にした。

「もしかして、知ってた？」

「何となくそうなんじゃねえかなって思ってただけだ。お前は顔に出やすいからさ、分かりやすかったよ。……樹も一つ秘密を教えたんだから、俺も教えねえと公平じゃないよな」

「うん、聞かせて欲しい」

　その答えは知っていたけど、ちゃんと悠ゆう斗との口から聞きたかった。曖あい昧まいなままごまかすのは、もううんざりだ。

「俺さ、朝あさ比ひ奈なさんを初めて見た時から好きだったんだ。一ひと目め惚ぼれってやつだよ」

　やっぱりそうか、そんな心の声が聞こえた気がした。

「……なんだ、あんま驚かないのな」

「何となく分かってたから。まあ、真ま理りが教えてくれたんだけどね。悠斗が朝比奈さんのこと好きなんじゃないかって」

「真理が？　しょうがねえなあ、あいつにはなんも隠せねえのかよ。でもさ、一目惚れするなんて俺らしくないだろ？　自分でもけっこう驚いてんだぜ？」

「うん、確かにね」

「こう見えてもさ、一目惚れって信じてるんだ。朝比奈さんを見た瞬間に、俺はもっとこの人のことを知りたい、朝比奈さんにとって特別な存在になりたいって思ったんだよ。こんな風に思ったのは人生で二回目だ」

「二回って、一回目は悠斗の初恋の人？」

「ああ、そうだよ。真理のことさ」

「ええっ!?」

　すっかり冷めきった紅茶を思わず落としそうになった。今までそんな話聞いたこともなかったし、ゲームをしていても真理のことが好きと匂におわせるような描写すらなかったのに。

「ん？　言ってなかったっけ？」

「初めて聞いたよ。まさか悠斗が真理のことを好きだなんて」

「好きだった、な。ほら、俺と真理は小学校からの付き合いだろ？　その時はまだ真理が好きだったんだけど、高校に入ってから諦あきらめたんだ」

　高校入学ということは、『ドリーミー・ドリーマー』の主人公が悠斗と真理に初めて会った時だ。その時には既に真理のことは諦めていたのか。

「なんで悠斗は真理のことを諦めたの？」

「だってあいつ、呆あきれるくらい柔道バカだろ。一回だけ真理に、お前彼氏とか興味ないのかって聞いたことがある。そしたら真理の奴やつなんて答えたと思う？　考えたこともない。そうだな、満足するまで柔道をやって暇になったら恋愛でもしてみるか、だってよ。笑っちゃうよな」

　白い歯を見せながら悠斗が笑う。それでも僕は、笑うことなんて出来なかった。

　ずっと悠斗が体育の授業で柔道をサボったのも、真理と柔道をするのを頑かたくなに拒んだのも、今まで分からなかったけど、ようやく納得出来た。

　柔道のことも、真ま理りへの想おもいも、悠ゆう斗とは忘れたかったんだ。

「柔道に恋してるって言うのかな、今はそれがうらやましいって思えるけど、昔はそりゃ憎かったよ。だからさ、俺おれも柔道をやって少しでも真理に近づこうって思ったんだ。これも俺らしくねえよな？　一人の女の子に振り向いて欲しいから、必死で汗かくなんてさ」

　僕は頷うなずきもせず、悠斗の次の言葉を待った。

「自分で言うのもあれだけど、けっこう強かったんだぜ？　俺に向いてたのかもな、県大会でも優勝するぐらいの実力はあった。だから色んな女の子にもてたけど、そんなことより真理に強くなったなって褒められる方が、ずっと嬉うれしかった。その為ためだけに、六年間柔道やってたようなもんだからさ」

「じゃあ、なんでやめちゃったの？」

「一度も真理に勝てなかったから。真理は女の子なのに、俺は真理から一本も取ったことないんだ。何で負けるのかって考えて、俺が真理を想う気持ちより、真理が柔道を想う気持ちの方が強いって思ったんだ。だから高校に入って真理も柔道もすっぱり諦あきらめた。これは俺らしいだろ？」

　やっぱり僕は何も答えなかった。ただ、悠斗の話に耳を傾けるだけだ。

「だからさ、簡単に諦めたくねえんだよ、朝あさ比ひ奈なさんのことは。たとえ樹いつきでもな。他の女の子だったら、全力で応援してやっただろうけど」

「そうだね、僕も同じ気持ちだよ。力になれるかは自信がないけど、相談ぐらいはしてあげられたと思う。朝比奈さんじゃなかったらね」

「お互い、譲れねえ訳だ」

「うん」

「……ふられたって、慰めてやらねえからな」

「……うん」

「……もういいかげん寒くなってきたな。俺はもう特に喋しやべることはねえし、そろそろ帰らないか？」

「いいよ、僕も言わなきゃいけないことは全部言えたから」

　心配も不安もあるけど、後悔はない。それだけでも一歩前に進めた、そう信じたかった。

「じゃ、途中まで帰るか」

「朝比奈さんたちに声をかけなくていいの？」

「ここまでお膳ぜん立だてしてくれたんだ。気が付いてないふりしてやろうぜ。それに、今は朝比奈さんの顔を見たくないしな」

「……そうだね」

　道中、悠斗と他た愛あいのないことを話しながら歩き、分かれ道で手を振りあって別れる。

　もう悠斗へのわだかまりは消えていて、自分でも驚くくらい足が軽い。

　でも、その代わりある心配事が頭に張り付いて、今はもうそれしか考えることが出来ない。

　心に思うことは一つ。

　どうやって朝あさ比ひ奈なさんに僕の想おもいを伝えるか、それだけ。



「お兄ちゃん、そんなとこで寝てたら風邪ひいちゃうよ？」

　誰だれかに肩を揺さぶられ、目を覚ます。

　頭をもたげると、いつものようにツインテールに髪を束ねる彩あや芽めが傍そばにいた。

　どうやら机に突っ伏して寝ていたみたいで、両腕が痺しびれて変な感じだ。

「勉強するのはいいことだけど、夜遅くまでしちゃ駄目だよ。お兄ちゃんが体調崩れちゃったら、私が学校休んで看病しなきゃいけないんだからね」

　勉強？　僕は勉強しててこんなとこで寝てたんだっけ？

「……？　何これ？」

　寝ている時下敷きにしていたノートを彩芽が手に取る。

　何だろう、この何とも言えない怖おぞ気けは……。

「いつからだろう、君が僕にとって特別な存在になったのは。君を例えるならそう、荒れ果てた大地で笑う花。旅人は、君という花に出会ってやっと足を止め───」

「だあああああああああ！」

　昨夜のことを思い出し、彩芽が手にしたノートを奪い取る。

　笑ってくれたらどれほど気が楽だっただろう。しかし彩芽は顔を引きつらせ、何も言わず僕を見つめていた。

「……うん、まあ何を書くかは個人の自由だもんね。頑張ってね、お兄ちゃん」

　ぽん、と彩芽が僕の肩に手を置き、黙って部屋を出て行く。

　深夜モードの中、朝比奈さんを想い書いた告白の台詞せりふ。変なテンションだったからどれ一つマシなものは思いつかなかったけど、まさかそれを彩芽に見られるなんて……。

　椅い子すからよろよろと立ちあがる。眠気は吹き飛んだけど、何とも気の重い朝になってしまった。



　昨夜考えた作戦を決行するため、いつもより家を早く出て、学校へ向かった。

　朝比奈さんの下げ駄た箱ばこの前に立ち、中に手紙を入れる。今朝彩芽に譲ってもらった、かわいらしい猫がプリントされた便びん箋せんだ。

　結局、昨夜考えた告白の台詞はどれ一つとして使用せず、放課後に屋上に来て下さい、と名前を添えて書いてあるだけ。放課後までに告白の言葉を考えるつもりだったけど、流石さすがに安直過ぎただろうか？

　そんなことを考えながら教室まで行くと、

「おはよう、樹いつき。今日はやけに早いじゃないか」

　真ま理りが笑顔を浮かべ、爽さわやかな声で僕に挨あい拶さつをした。

　ただし、下着姿で。

「……」

　何な故ぜ教室で下着でいるのか分からず、僕はその場で思考停止し固まる。

　真理の黒いブラジャーはぴったり胸を覆っており、谷間のラインもばっちり見える。

　パンツの色も同じく黒で、高校生にしては大人びたハイカットな下着。

　柔道をしているだけあって、すらりと伸びる脚は余分な肉がない。

　そして、慌てた素振りも見せず机の上に置かれた制服に手を伸ばした真理を見ながら、

「うわっ！」

　僕は悲鳴をあげて、教室の扉を閉めた。

「ま、真理！　何で教室で下着でいるの!?」

「ん？　ああ、それがな」

　僕の動揺した声色とは対照的に、のんびりとした声で真理が話し始める。

「今日はいつもより早く朝練が終わったから、生徒が来るまで柔道着のまま教室で自主練をしていたんだ。一段落ついて着替えていた時に、樹が教室に入って来たという訳だ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　つっこむところが多すぎて、僕にはどうすればいいか分かりません。

「もういいぞ」という真ま理りの言葉に教室の扉を開けると、真理は見慣れた制服姿で自分の席に座っていた。

「それより樹いつき、昨晩は桜さくらさんに梅江大橋まで呼ばれたそうじゃないか。一体どんな話だったんだ？」

「何で真理がそれを知ってるの？」

「昨日桜さんから相談を受けたんだ。樹に話したいことがあるが夜でも失礼じゃないかとな。私は樹なら気にしないだろうと答えたんだが」

　僕の顔から目を逸そらしながら、白々しく真理が答える。

「それが朝あさ比ひ奈なさんに呼ばれたはずなのに偶然悠ゆう斗とと会ってさ、真夜中なのに思わず話しこんじゃった」

「……最近、悠斗と付き合いが悪いように見えたが？」

「うん。久しぶりに話したからかな、すごくすっきりした。あ、それと僕の用事ってやつももう終わったから、これからまたいつも通り遊べるよ。だからさ、またどこか行こうよ」

「……そうだな」

　窓の外に目を向け、真理は小さく笑いながら呟つぶやいた。

　それから僕は真理と朝礼が始まるまで雑談していたけど、僕は扉にばかり意識を向けていたから真理の話がまともに耳に入らない。そのため、僕は朝比奈さんが教室に来たことに誰だれよりも早く気付いた。

　朝比奈さんの姿を見ただけなのに顔が紅潮していくのが分かる。朝比奈さんの一挙一動がやたら気になり、僕の手紙を読んでくれたのか、それしか頭になかった。

「樹君、真理ちゃん。おはよー」

　僕達に気付いた朝比奈さんが、挨あい拶さつしながら歩み寄ってきた。

　朝比奈さんが一歩近づく毎ごとに、ギアが一段上がるように、心臓が激しくなる。

「おはよう、桜さん」

「お……おはよう、朝比奈さん」

「……あのさ、樹君」

「な、何でしょうか？」

　いきなり名前を呼ばれ、思わずかしこまってしまう。頭の中で思ったことが、そのまま口から飛び出してるみたいだ。

「昨日はごめんね、夜中に梅江大橋に呼び出しちゃって」

「……へ？」

「実は昨日のメール、真理ちゃんと協力して樹君と悠斗君を会わせるために送ったんだけど、やっぱり迷惑だった？」

「……ああ、そのことね」

　想定外の言葉に、間抜けな声が零こぼれる。

　体中パンパンに詰め込まれた緊張が、音を立てて抜けていったような気がした。

「それなら、もう大丈夫だよ。悠ゆう斗ととは仲直りしたから。むしろ、朝あさ比ひ奈なさんと真ま理りには感謝してるんだ。ああでもしなきゃ、僕は悠斗と面と向かって話せなかっただろうし」

「なんだ、樹いつきは全部私達が仕組んだってことを知ってたのか。さっきは偶然悠斗と会ったって言ったくせに」

「誤ご魔ま化かしたのは真理も一緒じゃないか」

　むーっ、と真理が眉まゆを顰ひそめ、口を開こうとした時、

「よお、みんなおはよう」

　登校してきた悠斗が、気だるそうに僕達に挨あい拶さつした。

　悠斗に手を振る朝比奈さんを見て、昨晩の悠斗の告白を思い出し、僕の胸がつかえるのを感じた。でも、きっと悠斗なりに考えたんだろう。頻繁に噛かみ殺す悠斗の欠伸あくびが、それを裏付けていた。

「ところで樹。お前俺おれに話があるらしいけど、どうしたんだよ突然」

「僕が悠斗に話？　何で？」

「こっちが聞きてえよ。放課後屋上に来て下さい、って改まってさ。しかも何だ？　このかわいらしい便びん箋せんは。お前こういう趣味がある訳？」

　そう言い、悠斗は鞄かばんから一通の手紙を取り出す。それを見て、僕は我が目を疑った。

「わあっ、かわいい便箋だね。見せて見せて！」

　動揺して、僕は朝比奈さんの言葉に返すことも出来ない。

　愛くるしい猫がプリントされた、彩あや芽めから今朝もらった便箋。

　朝比奈さんの下げ駄た箱ばこに入れたはずなのに、何な故ぜそれを悠斗が持っているのか。

　……まさか、さっき手紙を入れる場所を間違えた？　そういえば、「朝比奈」と「伊い吹ぶき」って、下駄箱の場所は隣同士だったような気が……。

「桜さくらさんの言葉には同感だが、男同士で出す手紙にしては奇妙だな。もしかして、お前らそういう関係だったのか？」

「ち、違うよ！　これは朝比奈さんに出そうとして……」

　このままでは真理に誤解されてしまうと、つい朝比奈さんの名前を出してしまい、慌てて言葉を引っ込める。

　だが、時既に遅し。朝比奈さんはしっかり僕の言葉を聞いたのか、動揺の色を露あらわにした。

「えっ、私……？　で、でも、なんで樹君は私を放課後に呼び出そうとしたの？」

　朝比奈さんはもじもじと指を絡ませ、心持ち頬ほおを染め僕の返事を待つ。……駄目だ、喋しやべれば喋るほど墓穴にはまっていく。

「えーっと……ほら、あれだよ！　今日体育の授業あるでしょ？　すっかり忘れててさ、体操服借りようかなって思って」

　何とか誤ご魔ま化かそうと、咄とつ嗟さに頭に浮かんだ言い訳を口にした。

　朝あさ比ひ奈なさんはその言葉を聞くとぴたりと、指を絡めたまま固まった。

「……じゃあなに？　同じクラスの、それも放課後に、しかも女子から体操服借りようと思ったの？」

「……まあ、そうなるかな」

　僕が答えるが早いか、朝比奈さんは僕のおでこに軽くチョップをする。

「あんまり馬ば鹿かなこと言ってないで体操服借りてきなよ。一応忠告しとくけど、女の子以外からね」

「う……うん」

「樹いつきが変態だというのは知っていたが、まさかここまで末期だったとはな。一度病院に行って診てもらったらどうだ？」

「うん。……って何だよ！　真ま理りは僕のことそんな風に見てたの!?」

「当然だろ、悠ゆう斗との友達はもれなく変態だ。私の中じゃな」

「ちょっと待て、だったら真理も変態になるじゃねえか。自分で認めていいのかよ」

　それまでどこか苦い顔で僕と朝比奈さんのやり取りを見ていた悠斗が、真理の言葉に反論する。

「友達とは心外だな。私は今まで悠斗の保護者のつもりだったんだが」

「さらっとひどいこと言ったぞ、こいつ！」

　それは悠斗と真理の他た愛あいのない口くち喧げん嘩かだったけど、昨夜悠斗から聞いた真理が初恋の人という言葉を思い出して、僕は湧わき上がる複雑な気持ちを押し殺した。

　悠斗は真理のことをもう友達としか見ていないのだろうか。そして、真理は悠斗の気持ちに気付いてあげることは出来なかったのだろうか。

　……いや、今はこんなことを考えたって仕方ない。大事なのは朝比奈さんのことだ。

　間違えて悠斗の下げ駄た箱ばこに手紙を入れてしまったこともそうだが、放課後に朝比奈さんを呼び出すための手紙を出したことも失敗だ。だって、そんなことしなくたって僕と朝比奈さんの関係なら、暇を見つけて僕に直接聞けばいいだけの話なんだから。

　寝不足なうえに朝比奈さんのことばかり考えて、こんなしょうもないミスをしてしまうなんて。早く次の手を打たなければ。



　でも、終礼を終えてもこれといっていい案は出てこなかった。

　いっそのこと、朝比奈さんに告白するのは明日にしようかとも考えたけど、すぐに止やめた。告白すると決意した翌日に先延ばしにするなんて、情けなさすぎる。

　とりあえず朝あさ比ひ奈なさんを人気のないところへ呼び出そうと探すが、その姿は見当たらず、帰り支度をしていた真ま理りに尋ねた。

「ねえ真理、朝比奈さんどこに行ったか知らない？」

「桜さくらさん？　さあ、分からんな。だが、さっき教室を出たのを見たぞ」

　朝比奈さんの名前を聞き、隣の席で漫画を読んでいた悠ゆう斗との顔が僅わずかに曇る。

　僕が朝比奈さんに用事があることが気になるのだろうか。これから朝比奈さんに告白することを考えると胸が痛んだけど、どんな結果になっても恨みっこなしだって約束したんだ。もう逃げる訳にはいかない。

「……そっか」

　真理に答えながら、携帯を開き朝比奈さんにどこにいるのかとメールを送る。

　返信は思いのほか早く、携帯をポケットにしまった直後にバイブが鳴った。

「屋上にいるよ……？」

　はて、とつい首を傾かしげる。

　一体、何の用事があってわざわざ放課後に屋上なんかにいるのだろうか。

　僕は携帯をしまい、屋上に行ってくると真理に言い残し教室を出た。

　案の定、屋上にはフェンスの傍そばで景色を眺める朝比奈さん以外に人影はなかった。

「何してるの？　こんなところで」

　僕の声にポニーテールを風に揺らせながら、朝比奈さんが振り向いた。

　何ど処こかで見た光景だと思い、ふと気づく。

　そういえば、僕は以前朝比奈さんをここに連れて来たことがあったんだ。僕の言葉を勘違いして慰めたり、空想じみた話を聞いてくれたり、好きになってくれと言われ思いっきり僕を鞄かばんで殴ったり。

　全部ここにいる朝比奈さんには記憶にないことだけど、それでも朝比奈桜に違いない。

　どれも───僕が好きになった、朝比奈さんなんだ。

「特に用事とかなかったけど、屋上が開放されてるなんて知らなかったから来てみたんだ。風も気持ちいいし風景も綺き麗れいだし、けっこう気に入っちゃったかも」

　校庭を眺める朝比奈さんの隣に、僕は並んだ。

　グラウンドで掛け声をあげながら走る野球部員も、遠くに見える街並みも、みんなオレンジ色に染まっていた。確かに、朝比奈さんが気に入るという理由も納得できる。

　朝比奈さんは優しい表情で景色を眺めていて、その顔を見て僕は今更、ああ本当に僕は今朝比奈さんと二人きりなんだな、と間抜けなことを思っていた。

　朝比奈さんと二人きりになることを望んでいたはずなのに、頭はごちゃごちゃで何も考えられない。それでも、僕は朝比奈さんから目を逸そらすことが出来なかった。

「どうしたの？　じっと私の顔を見て」

　僕の視線に気付き、朝あさ比ひ奈なさんがこちらを向いた。

　反射的に、僕は視線を眼下の景色へと逃避させる。

「い、いや、何でもないよ」

　あれほど朝比奈さんに想おもいを告げるという決意をしたはずなのに、いざ朝比奈さんを前にするとその覚悟は薄れ、会話すら交わすことが出来ない程動揺している。今まで他の女の子達といるときは、こんなことなかったのに。

　このまま、じゃあね、なんて笑いながら別れられたらどれだけ楽だろう。

　でも、それじゃ駄目なんだ。逃げたら後悔するって分かってる。

　もしかしたら逃げなくても後悔するのかもしれないけど、それでも構わない。どうせ後悔するのなら、僕は勇気がいる選択肢を選びたい。

「……朝比奈さん」

　朝比奈さんを見つめながら、僕が愛いとしく想う女の子の名前を呼ぶ。

「どうしたの？」

　朝比奈さんの顔を真正面から見て、つい恥ずかしさから目を逸そらしてしまいそうになる。

　でも、目を逸らしたら一生自分の気持ちを言えない気がして、僕は拳こぶしを握りしめた。

「朝比奈さん、僕はね」

　伝えたい言葉はもう何度も頭の中で繰り返したはずなのに、なかなか口に出来ない。

　握りしめた拳は無意識に震え、膝ひざだって折れてしまいそう。

　僕が途中で言葉を止めたのを疑問に思ったのか、朝比奈さんは首をかしげていた。

　そして、僕は朝比奈さんを見据えながら、大きな深呼吸を一つした。

「ずっと前から、朝比奈さんのことが好きでした」

　その言葉を口にした瞬間、世界が静止したような錯覚が僕を襲った。

「……えっ？」

　朝比奈さんは小さく呟つぶやき、僕の顔を見つめた。

　野球部の掛け声も、激しくなった僕の心臓の音も、今はもう聞こえない。

　耳に聞こえるのは、朝比奈さんの吐息。

　目に映るのは、頬ほおをほのかに赤くした朝比奈さんの戸惑った表情。

　その瞳ひとみは夕日に照らされ輝いていて───僕は、見惚れることしか出来ない。

「……それって、友達としてってこと？」

　俯うつむきがちに零こぼす、朝比奈さんの弱々しい声。

　その顔がさっきより赤くなってるのは、きっと夕日のせいだけじゃないだろう。

「そうじゃないよ。僕は一人の女性として、朝比奈さんが好きなんだ」

「……だって、私たちは会ってから一週間しか経たってないんだよ。……なんで、私なの？」

　朝比奈さんの潤んだ瞳が、僕を見つめる。

　違うよ、朝あさ比ひ奈なさん。僕達はもっと前に出会ってたんだ。

　今の朝比奈さんは知らないかもしれないけど、僕は君との思い出がたくさんあるんだよ。

「いつ朝比奈さんを好きになったのかなんて、そんなの分からない。気が付いたら好きになってたんだから」

　朝比奈さんを好きになったきっかけなんて覚えてないし、そんなのどうでもいい。

　大事なのは、僕が朝比奈さんを好きだってことだけで───。

「朝比奈さんの傍そばにいるだけで嬉うれしくて、……どうしようもなく、好きなんだ」

　こんなに朝比奈さんへの想おもいは胸に満ちているのに、好きだって言葉しか出てこない。

　でも、それだけでよかった。

　好きな女の子に言う言葉なんて、「好き」の一言で十分なんだ。

「……ずるいよ、こんなの。だって心の準備とか全然出来てなかったんだよ。それなのにいきなり好きだなんて、不意打ちじゃない」

　朝比奈さんのたおやかな手が、華きや奢しやな足が、あどけない声が震えている。

　不安かもしれなかった。緊張かもしれなかった。

　あるいは、その両方だったのかもしれない。

「……でも」

　僕の右手が、朝比奈さんの両手の温ぬくもりで包まれた。

「私も、樹いつき君のこと初めて会った時から好きでした。だから……すごく嬉しい」

　朝比奈さんの頭が僕の胸に、そっと触れられた。

　僕の手首に、温かい雫しずくが落ちる。

「初めて会った時から……？」

「うん。……樹君を初めて見た時から、ずっと気になってた。生まれて初めてなんだ、男の人を見てあんなにドキドキしたの」

　朝比奈さんの言葉一つ一つが、僕の胸に染みていく。

「ご飯を食べてる時も、一緒に遊んでる時も、樹君といると体が熱くなって……ずっと、隠してたんだよ？」

　一ひと目め惚ぼれ、なのだろうか。

　じゃあ登校中にぶつかった朝比奈さんも、橋の上で僕に声をかけてくれた朝比奈さんも、僕のことを好きだったのだろうか？

　しかし、朝比奈さんのぬくもりがその思考を掻かき消した。

　朝比奈さんは僕の右手を両手で包んだまま、僕の胸に顔を埋めている。

　その胸に感じる重さが心地よくて、僕はこの一瞬がずっと続けばいいと願った。

　どれだけの時間が経たったかなんて分からない。確かなのは、そこに朝比奈さんがいるということ。そして僕の胸から、朝比奈さんが離れたということだ。

「なんか、ほっとしちゃった。今まで男の人を好きになったことなんてなかったから告白なんて考えたこともなかったけど、樹いつき君も同じ気持ちだったなんて……」

「僕も同じだよ。一人の女の子のことばっかり考えるなんて、初めてだった」

　思い起こせば、この世界のヒロインから告白される時は、もちろん嬉うれしかったが、どこか客観的に彼女達を見ていた気がする。

　彼女達が好きになったのは『ドリーミー・ドリーマー』の主人公であって、僕じゃない。そんな考えが心のどこかにあったから、この世界にうんざりしていたんだと思う。

　だから、柊木ひいらぎ樹として朝あさ比ひ奈なさんを好きになり、その柊木樹を好きと言ってくれて初めて、僕の初恋は叶かなったんだ。

　そして、少し前に頭を出せばぶつかってしまいそうなほど、僕と朝比奈さんの顔の距離が近いことに気付いた。

　朝比奈さんも距離を保ったまま離れようとしない。あとほんの少しで、お互いの唇が触れてしまいそうな距離。

「……そ、それじゃあそろそろ帰ろっか。もう暗くなってきたし」

　照れ笑いを浮かべながら、僕は朝比奈さんから距離を取った。名残惜しかったが、握っていた朝比奈さんの手を離す。

「そ、そうだね。校門閉まっちゃったら大変だもんね」

　そして僕たちは互いにはにかんで、一緒に校舎に戻った。

　その時、朝比奈さんが僕の手を握り、僕もまた朝比奈さんの手を握り返した。

　もう何度も朝比奈さんの手に触れてきたのに、未いまだに僕の心には喜びが芽生えていた。



「あれ？」

　下げ駄た箱ばこで自分の靴を履いていると、朝比奈さんの声が聞こえた。

　朝比奈さんは下駄箱を開け怪け訝げんな顔で中を覗のぞいており、靴を取りだそうともしていない。

「どうしたの？」

「私の下駄箱に手紙が入ってるの。誰だれからだろう？」

　そう言うと朝比奈さんは、下駄箱から白い封筒を取り出し僕に見せた。

　名前も何も書かれていない、無機質な封筒だ。

　朝比奈さんが封筒の中から畳んである手紙を取り出し、それを広げる。その手紙にはパソコンで打ち込まれた味気ない文章が、一文だけ書かれていた。

「荒あら木き笹ささ船ふなを忘れるな」

　荒木笹船。何ど処こかで聞いた名前だと記憶の糸を辿たどり、その人物をようやく思い出す。

『ドリーミー・ドリーマー』をたった一人で作った、現実にいた頃ころ僕が尊敬していた人物の一人だ。でも、何な故ぜ朝比奈さんの下駄箱の中にこんなものが入っているのだろう？

　まさか、朝あさ比ひ奈なさんへの告白に成功したから新しい展開になったのだろうか。

　僕は未いまだに朝比奈さんをハッピーエンドにする方法を知らない。でもギャルゲーとして考えたら、告白が成功したということは、それはクリアしたということになるはずだ。

「朝比奈さん、この手紙……」

　朝比奈さんに手紙のことを聞こうと話しかける。

　しかし、その言葉は最後まで口にすることは出来なかった。朝比奈さんが呆ぼう然ぜんとしながら、手紙を凝視していたからだ。

「あらき……ささふな……」

　ゆっくりと朝比奈さんはその名前を口にして、無言になる。そして、

「あ、ああああああ……！」

　朝比奈さんは今まで聞いたことがないほどの低い呻うめき声ごえをあげ、その場で膝ひざを落とした。

「そうか……そういうことだったんだ……」

　小さな声で朝比奈さんは呟つぶやくと、急に立ち上がり靴を履き替え、僕の手を握り歩き出した。その力が女の子と思えない程強くて、抵抗も出来ず僕も歩き出す。

「あ、朝比奈さん……？」

「お願い、何も言わずついてきて」

　あの温かい手と同じ人物とは思えない、氷を彷ほう彿ふつとさせる冷たい声。

　学校の外に出ても朝比奈さんは僕の手を離さなかった。迷う素振りを見せず朝比奈さんは歩くが、一度も僕に振り返ることはない。

「ここは……」

　そして僕達は、悠ゆう斗とのお見舞いに行こうとして迷った、うら寂しい路地に入った。

　あの時は朝比奈さんが戻ろうと言ったからここを通ることはなかったが、彼女はうろたえることなく進んでいく。

　何の前触れもなく、朝比奈さんが足を止め右にある民家に目を向けた。

　もとい、それは民家というより廃家という表現の方が適切だった。一体何年野ざらしにされていたのだろう。窓ガラスは割れ、瓦かわらが何枚も庭に落ちている。

「あ、朝比奈さん？」

　朝比奈さんは僕の手を離すと門をくぐり、土足で家に上がった。僕も慌てて朝比奈さんの背中を追う。

　その外見に違わず、内装も荒れ果てていた。家を支える柱は触っただけで折れてしまいそうで、床が踏み抜けやしないかと恐る恐る玄関から上がる。

　朝比奈さんが階段を軋きしませながら二階へ上る音がして、僕もその後に続く。

　薄い闇やみの中光が漏れる部屋が一つだけあり、その中へ僕は足を踏み入れた。

　この家から切り離されたものとしか思えないほど、そこは綺き麗れいな部屋だった。机や本棚にベッドと生活に欠かせないものは一通り揃そろっており、壁には汚れ一つない。

　でも、あまりにもこの部屋は整いすぎていた。本棚には本は一冊もないし、机の上にはノートパソコンが一台置かれているだけ。内装を彩るものが一つもなく、どこか独房を連想させる部屋だった。

「ごめんね……ごめんね、樹いつき君……」

　その部屋の真ん中で朝あさ比ひ奈なさんが僕に背を向ける形で座り込み、嗚お咽えつ交じりにうわごとのように僕に謝っていた。

　聞きたいことはたくさんあったけど、その背中があまりにちっぽけで、僕は声をかけることが出来ず、その場に立ち尽くすことしか出来ない。

　この部屋の違和感に慣れた頃ころ、朝比奈さんは泣くのを止やめ、音という音が消えた。

　僕は朝比奈さんの正面に回り込むと、目線を合わせるためその場に座る。

「……ねえ、朝比奈さんさえ良ければ教えて欲しい。荒あら木き笹ささ船ふなって誰だれなのか、そして何で僕に謝るのか」

　朝比奈さんは、涙で濡ぬれた顔を上げた。

「……樹君、知ってるんでしょ？　自分がこの世界の人間じゃないって。ここはゲームの世界だって、知ってるんでしょ？」

　まるで頭をハンマーで殴られたような衝撃が、僕の体を襲った。

　僕が『ドリーミー・ドリーマー』の主人公になったことを話したのは、「前々回」初めて朝比奈さんと会った時だけなのに。どうして、今の朝比奈さんがそれを知っているんだ。

「なんで……」

「だって、この世界を作ったのは私だから。伊い吹ぶき悠ゆう斗とも、桐きり谷や真ま理りも、柊木ひいらぎ彩あや芽めも、みんな私が作ったキャラクターなの……」

「作ったキャラクターって……どういうこと？」

「あの手紙を見て、思い出したの。『ドリーミー・ドリーマー』を作ったのは私で、荒木笹船っていうのは私なんだって」

「荒木笹船が朝比奈さん!?」

　再度、頭を殴られたかのような衝撃。

「荒木笹船は私が現実にいる頃、ネット上で使ってた偽名なの。現実にいる私はアニメや漫画が好きで、プログラムとかに詳しくない人でもゲームが作れるソフトがあるって聞いて、一人でゲームを作ったんだ」

「現実にいる私……？」

「樹君、私のことどう思う？」

「どう思うって、それは……」

　明るくて、お節介で、純粋で、どんな時でも笑顔を絶やさないどこにでもいる女の子。僕が愛いとおしく想おもう女の子だ。

「それはね、全部この世界の朝あさ比ひ奈な桜さくらなの。こんな自分だったらどんなにいいだろう、こんな自分だったらどれだけの人に愛してもらえるだろう。そんな独りよがりな理想を詰め込んだのが私。こうでありたいと願う都合のいいヒロインだよ」

「都合のいいヒロインって……それじゃあ、現実の朝比奈さんは」

「それだけは聞かないで」

　ぴしゃりと、朝比奈さんが僕の言葉を遮る。

「……樹いつき君、私のこと好き？」

「……うん、好きだよ」

「じゃあそれ以上聞かないで。私は樹君に好きであって欲しい。でも、現実の私を知ったら樹君は私に幻滅するかもしれない。それが、すごく恐こわいの。……私、きっとすごく身勝手なことを言ってるんだと思う。でも、私は……」

　朝比奈さんは、それ以上言わなかった。耳を包む静寂が痛くて、僕は必死で言葉を探す。

「……それがゲームの話だとしても、じゃあ何で僕はこの世界の主人公になったの？」

「それは分からないけど……多分、私が現実で願ったからだと思う。こんな世界になればいいって。現実にいる私は自分自身が大嫌いだった。生まれ変わりたいって、普通の女の子になりたいって思っていたから。だから、理想の自分として今の朝比奈桜が投影された世界が出来たんだと思う」

　理想の自分。こうありたいと願い、その願望を詰め込んだゲームの主人公のような存在。それが、僕の目の前にいる朝比奈さんなのか。

　待てよ？　だとしたら、朝比奈さんもこの世界のヒロインとなるための役者で、無意識の内に僕という主人公に一ひと目め惚ぼれをするという台本が決められているんじゃないのか？

　じゃあさっき僕を好きと言ってくれたのは、純粋に朝比奈さんの気持ちではなく……。

　妄想だ！　朝比奈さんは僕を好きと言ってくれた、それでいいじゃないか！

　でも疑惑は僕の意思とかかわらず大きくなっていく。朝比奈さんと毎回都合よく仲良くなれたのも、悠ゆう斗とと僕を仲直りさせようとしたのも、全部シナリオ通りなのか？

　そういえば、僕はいつ朝比奈さんを好きになった？　真ま理りに朝比奈さんが好きかと尋ねられた時か？　朝比奈さんが橋の上で声をかけてくれて、一緒に下校した時か？　それとも初めて出会った時か？

　もしかしたら、僕が朝比奈さんを好きだと思うこの気持ちさえ、僕の意思じゃないんじゃないか───？

「樹君はきっと、元の世界に戻りたいって願っていると思う。でも、私は樹君が好き。樹君のことを考えただけで、おかしくなりそうなほど好きなの。樹君も私のことが好きって、言ってくれたよね……？」

　この世界のことを考えようとするだけで気が狂いそうで、いつしか僕は考えることを放棄していた。

「この世界なら樹いつき君は主人公で、私はヒロインでいられる。この世界にいれば、私たちはずっと愛し合っていられるんだよ。たとえこの世界が虚構だとしても、その何がいけないの？　私は樹君がいれば夢でも現実でも構わない。それなら、ずっとここにいようよ」

　朝あさ比ひ奈なさんが泣いてるような笑顔を浮かべ、僕の体を抱きしめた。

　もし永遠に覚めない夢があったとしたら、それは現実と何が違うのだろう。

　それが自分勝手に夢想した夢でも、何がいけないのだろう。

　本人が望むなら、幸せになれるなら、ハッピーエンドになるなら、その夢に住み続けたっていいじゃないか。

「朝比奈さん、僕は君が大好きだよ」

　僕もまた、朝比奈さんを強く抱きしめた。

　果たして、その言葉は朝比奈さんに言ったものなのか、それとも僕自身に言ったものなのか。それは分からなかった。



　あれから、僕は何度この世界を繰り返したのだろう。

　そして、目の前で頬ほおを緩ませながらお弁当を食べている朝比奈さんは、何周目の朝比奈さんなのだろう。

　初めの頃ころは告白した回数を数えていたけど、片手を超えたところで諦あきらめてしまった。あまりに虚むなしく、不毛な行為だと気付いたからだ。

「良い天気だねえ。なんかいかにも春って感じ」

　弁当箱を突っついていた朝比奈さんが、空を仰ぎながら清すが々すがしい笑顔を浮かべた。

「でもこんなに気持ちいいのに、何で誰だれも屋上に来ないんだろ？　ここでお昼ご飯食べたら絶対おいしいと思うのに」

　次に、朝比奈さんは屋上を見渡しながら言った。閑散とした屋上には僕と朝比奈さんしかおらず、それも相まってやたら広く見える。

「誰も掃除しないから汚れてるしね、みんな教室で食べたいんじゃないかな？」

　頭の中で用意していた台詞せりふを、わざとらしくならないよう感情的に読む。

　僕は朝比奈さんに告白し、最後の日を迎えていた。

　朝比奈さんの秘密を知り、もう朝比奈さんが僕に好意を寄せていると知って以来、三日だけ友達として傍そばにいて、次の日に告白することを決めていた。

　僕が朝比奈さんに告白した後下げ駄た箱ばこに先回りして、彼女の記憶を思い出させるために、この世界が用意した手紙を捨てれば問題なく恋人同士になれると分かった。あれから、一度も朝比奈さんが現実の記憶を取り戻したことはない。

「あっ！　見て見て樹いつき君、飛行機だよ！　こんなに近くで見るの初めてかも！」

　子供のようにはしゃぎながら朝あさ比ひ奈なさんは弁当箱に箸はしを置き、飛行機雲を追いかけた。朝比奈さんがフェンスの網を掴つかみ、僕も朝比奈さんの傍そばに行こうと立ち上がる。

　そこから先はまるで映画の一シーンのように、スローモーションに僕の目に映った。

　不気味な音をたてながら壊れるフェンスと共に、スカートを揺らしながら体勢を崩す朝比奈さん。一瞬だけ、驚きに目を見開いた朝比奈さんと目が合う。

　僕がその光景を見て咄とつ嗟さに取った行動は、朝比奈さんを助けるため駆け寄ることではなく、悲鳴を聞かないため耳を塞ふさぎ目を閉じることだった。

　歯は軋ぎしりをしながら、屋上から落ちる朝比奈さんの残像を必死で忘れようとする。

　一体、今まで僕は何度朝比奈さんを見殺しにしてきたのだろう。

　二週間経たてば僕はバッドエンドを迎え、朝比奈さんが死ぬという日常を受け入れたはずなのに、朝比奈さんが死ぬ瞬間だけは、どうしても慣れることが出来なかった。



　永遠とも思える時間が過ぎ、誰だれかが僕の体を揺らし僕は重い瞼まぶたを無理やりこじ開けた。僕の目に映ったのはひん曲がったフェンスではなく、見慣れた彩あや芽めの顔。

「お兄ちゃん起きてよお、学校遅刻しちゃうよ！」

「ああ、おはよう」

　ふう、と嘆息をして、上体を起こし彩芽に挨あい拶さつをする。

「おはよう、じゃないよ！　もうすぐ学校始まっちゃうよ！」

「分かった分かった。すぐ着替えるから下に降りててよ」

　早く着替えてよね、と彩芽はいつも通り怒りながら、僕の部屋を出て行く。

　彩芽に牛乳の買い物を頼まれる声を聞きながら朝食を済まし、支度を終え僕は家を出た。

　そして、僕はいつものＴ字路で立ち止まり、一度深呼吸をして左手の角を曲がる。

「きゃっ！」

　胸に衝撃を受け後ろによろめくのと同時に、小さな悲鳴が耳に届いた。

「いたたたた……」

　尻しりもちをつき困惑顔でおでこをさする女の子。朝比奈さんだ。

「大丈夫？　ごめん、ちょっとぼーっとしてたからさ」

　頭の中で用意していた台詞せりふを読みながら、朝比奈さんに右手を差し出した。

　この世界で生きることを決意した当初は、動揺してうまく喋しやべることは出来なかったけど、今では苦もなく口にすることが出来る。

「いいのいいの、こっちこそごめん。ちょっと急いで───」

　朝比奈さんは差しだした手を止め、

「きゃああああああ！」

　顔を赤くしながらスカートを押さえた。

　でも、そんなことする必要なんてないよ朝あさ比ひ奈なさん。下着なんて、見てないんだから。

「み、見た!?　私のパンツ見ちゃった!?」

　慌てながら立ちあがる朝比奈さんに、僕は何も言わなかった。

　無言でいれば僕に都合の良い展開になるって、知ってるから。

「あっ……ご、ごめん、取り乱しちゃって」

　冷静さを取り戻したのか、朝比奈さんは照れ笑いを浮かべ、スカートについた砂を払う。

「ねえ、君って私と同じ制服を着てるけど、もしかして同じ高校の人？」

「うん。……そうだよ」

「じゃあ急がなきゃ、もうすぐ学校始まっちゃうよ！」

　そして、朝比奈さんは僕の手を取り走り出した。息を弾ませ走る朝比奈さんの横顔も、僕の手に感じる朝比奈さんの手の感触も、やっぱりいつも通りだ。

　そういえば、いつの間にか朝比奈さんの手を握っても、僕は何も感じなくなっていた。



「ねえ悠ゆう斗と、ハッピーエンドって一体何だと思う？」

　夕暮れになった空を仰ぎながら、隣にいる悠斗に尋ねる。

　朝比奈さんと出会い、告白を終え恋人同士になってから、一週間が経たった。普段なら放課後は朝比奈さんと遊びに行くんだけど、今日は悠斗と一緒に下校することにした。

　朝比奈さんの顔が見たくない日だってある。言い訳するように胸中で呟つぶやいたその言葉は、一体誰だれに対して言ったのだろう。

「……なかなかぶっとんだことを聞いてくるな、お前は。大体何なんだよ、ハッピーエンドって」

　そう言われ、ようやく僕は具体的に自分が何を知りたいのか考えた。

　答えなんて初めから期待していない。適当な相づちで他の話題になっても何とも思わない、そんな気まぐれからの質問だった。

「例えばさ、漫画や小説で魔王を倒して世界を平和にした勇者とか、甲子園で優勝した野球部のエースとか、お姫様を助けて結婚した王子様がいるとするでしょ？」

「おう」

「彼らはその物語の主人公で、輝かしい人生を送ってたと思うんだ。でも、魔王の代わりにもっと強い化け物が出てくるかもしれない。甲子園で優勝しても、プロ野球の世界じゃうまくいかないかもしれない。結ばれたあとでお姫様が、悪い魔女に石にされてしまうかもしれない。それでも、本当にハッピーエンドって言えるのかな？」

「それって漫画とかゲームの話だろ？　作者がそこで話を終わらせたんだったら、物語も完結するんじゃないのか？」

「僕は違うと思う。作者が最後にＦＩＮって付けたら、一つの結末として終わるかもしれない。でも、作者がストーリーを書かないだけで、主人公達の物語はまだ続くんだから」

「ふーむ」

　悠ゆう斗とは考え込んでいるのか、しばらく僕達は無言で歩く。

「その考えならさ、そもそもハッピーエンドって言葉自体間違いじゃないか？」

「えっ？」

　予想外の言葉に悠斗の方を向く。

　何だか、今日初めて悠斗の顔を見たような気がした。

「だって、主人公達の物語は終わってないんだろ？　だったら人生の中で大きな一つのことを成し遂げただけで、何も終わってねえじゃん」

「じゃあさ、どうなったらハッピーエンドって言えるの？」

「んなもん俺おれが知りてえよ」

　ふてくされたような顔をする悠斗を見て、少しだけ落胆する自分に気付いた。

　何となく質問しただけなのに、その答えに今は興味を持っている。

　興味。この世界で生きると決めた僕には、無縁の言葉だった。

「でもさ、ハッピーエンドかどうかなんて、そんなもん本人が決めるもんだろ？　だから死んだ時にいい人生だったって思えれば、それが一番いいんじゃねえのかな」

「死んだ時に？」

「どれだけ成功した人間でもさ、ああすれば良かった、まだ死にたくないって後悔しながら死ぬのって、なんか違う気がするんだよな。それよりどれだけ失敗したとしても、最後に良い人生だったって笑いながら死ぬ方が、ずっといいと思うぜ」

　気が付けば、僕も悠斗も足を止めていた。

「だからさ、勇者はまた化け物を倒すために旅に出て、エースもうまくなるために泥だらけで練習して、王子はお姫様を助けるために悪い魔女を探しに行くんだと思う。もしかしたら何も達成せずに死ぬかもしれない。でも、ただ黙って見てたら後悔するって、幸せになれないって分かってるから、頑張るんじゃねえかな。だから主人公なんだろ？」

　シ・ア・ワ・セ。

　すぐにはその単語を頭の中で変換することが出来なかった。シアワセ、しあわせ、幸せ。僕が今まで、そうだと信じ込ませていたものだ。

　朝あさ比ひ奈なさんは、幸せだと思ったのだろうか？　事故に遭う時も、階段から転んだ時も、屋上から落ちた時も、幸せで死んでも構わないと思ったのだろうか？

　そんな訳ない。

　そんな訳ないじゃないか！

「なんて、うそうそ。忘れてくれ、こんなの俺のキャラじゃねーもんな」

「ねえ、悠ゆう斗と」

　照れ隠しに笑う悠斗を見ながら、僕は小さく、でも力強く悠斗の名前を呼んだ。

「……どうした？」

「……今まで、一緒にいてくれてありがとう。僕は悠斗の友達でいてすごく楽しかったし、悠斗じゃなかったら今の僕はなかったと思う。だから……悠斗に会えて、本当に良かった」

　目の前にいる悠斗だけじゃない。この世界で出会った全すべての悠斗へ向けた言葉だ。

　辛いことも悲しいこともたくさんあったけど、楽しかったことも数えきれないくらいあって、その思い出の一つ一つは悠斗が作ってくれたんだ。

「……よく分かんねえけど、俺おれもお前と一緒にいて楽しいぜ？　こんなのこっぱずかしくて真ま理りや朝あさ比ひ奈なさんの前じゃ言えないけど……だからさ、感謝をするのは俺の方だよ」

「……ありがとう」

　悠斗の声を聞いていると未練が残りそうで、僕は悠斗から目を逸そらした。

　いや、未練なら重さで歩けなくなるほど背負ってる。でも、ここで動かなかったらきっとまた後悔するから、情に流されてしまわない内に前に進みたかった。

「じゃあさ、僕学校に忘れ物があるから戻るね」

「おいおい、まじかよ。じゃあ俺も行こうかな」

「いいって、悠斗は先に帰っててよ」

「先に帰ってろって……ま、いいか。分かったよ、また明日な」

　そう言うと悠斗は僕に背を向け、手を振りながら去っていき、僕も踵きびすを返し歩き出した。

　でも、また明日、という悠斗の言葉が耳の奥でこだまして、なかなか離れなかった。



　学校へ向かう途中、走るつもりなんてなかったのに勝手に足が速くなっていく。喉のどがひりひりと焼けついて横腹だって痛いけど、不思議と悪くない気分だった。

　そうだ、成功が約束されているから主人公なんじゃない。必ず勝利するから主人公なんじゃない。

　現実だからフィクションのようにうまくいかないかもしれない。努力して、でも失敗して絶望するかもしれない。それでも、そこから諦あきらめずに立ち上がれば主人公なんだ。

　主人公なんて特別な存在じゃない。誰だって主人公になれるんだ。

　走りすぎてぶっ倒れそうになった時、ようやく学校に着いた。柔道部の後輩だろうか、校門で友達と別れ今まさに帰宅しようとしている真理を見つけ、僕は足を止めた。

「ま……真理……」

　口から出てくるのは荒い呼吸だけで、肝心の言葉が出てこない。言いたいことは山ほどあるのに、喉のど元もとでつっかえて前に進んではくれなかった。

「どうした、そんなに急いで学校に戻ってきて。何か学校に用事でもあるのか？」

「ううん。……真ま理りに、言いたいことがあるんだ……」

「私に？　そのためにわざわざ学校に戻ってきたのか、気が短いな」

　驚き半分呆あきれ半分、若干呆れが勝ったような顔だ。

　でも今じゃないと駄目なんだ。明日になったら、きっと僕は今の僕じゃなくなる。

「……真理」

　ようやく心臓も落ち着き、中腰の体勢を崩す。

「柔道、がんばってね。真理なら絶対、誰だれよりも強くなれると思うから」

「……何だ？　それを言うためにわざわざここまで戻ってきたのか？」

　肩すかしを喰くらったのか、少しだけ肩に担いだ剥むき出しの柔道着がずれる。

　そりゃそうだ。そんなこと何も息を切らしてまで戻ってこなくても、明日教室で話せばいいって思っているんだから。

「そんなこと樹いつきに言われるまでもない。私は私のしたいようにしているだけなんだからな。励まされる憶おぼえは誰にもないぞ」

「……うん。それでも、言いたかったんだ」

「……まあ、しかしやはり誰かに応援されるというのも悪くはないな、ありがとう。樹も本気で頑張れるものが見つかるといいな」

「……うん」

　見つけたよ、真理。どんなに苦しくても叶かなえたいって思える夢、ようやく見つかった。

　違うか、見つかったんじゃない、思いだしたんだ。掴つかんだつもりでいただけで、そんなのただの嘘うそっぱちだったんだ。

「樹に会ったからかもな。さっきまで散々体を苛いじめてへとへとになっていたが、何だかまた体を動かしたくなった。樹も付き合わないか？　家に帰るまででいいんだ」

「うん、いいよ」

　さっきまで走っていたというのに、考える猶予を僕の脳は与えなかった。真理のどんな無む茶ちやな要望でも、今の僕なら喜んで受け入れるだろう。

「よし、じゃあ行くか」

　柔道着を担ぎ直し、真理は僕の肩を叩たたいて走りだした。体は疲れ切っているはずなのに、置いていかれまいと僕の足が動く。

　さっきまで走っていたせいで足は固くなり、おまけに持っている鞄かばんの重みで思うように走れず焦じれったく感じる。でも真理は僕に合わせてくれているのか、鼻歌でも歌いそうな上機嫌な顔で、僕の横に並び同じ速さで走ってくれた。

　僕の家へ着く頃ころにはもう体が限界で、家の中まで我慢できず、鞄を投げだし玄関の扉に背をあずけ座りこんだ。

「ごめんね……僕の家まで……付き合わせちゃって……」

「別に構わんさ、私が勝手に付き合ったんだ。むしろ謝るのは私の方だよ、無理やり走らせて悪かったな」

　僕は息も切れ切れだと言うのに、真ま理りは汗一つかいていない。

「いや……いいんだ……僕も真理と走れて……楽しかった、から」

　胸が痛くて苦しかったが、無理やり笑顔を作った。

「じゃあ、私は帰るからな。ちゃんとシャワーは浴びるんだぞ、風邪をひいてしまう」

「うん。……真理」

「何だ？」

「……ありがとう」

「……どういたしまして」

　優しく微笑ほほえんで、真理は僕の前から走り去った。

　真理に会った時に言えなかった言葉が、ようやく言えた。



　真理が立ち去りしばらく息を整えた後、家の扉を開け玄関に上がる。

　もう学校から帰宅したのか、階段から降りてきた彩あや芽めと目が合った。

「おかえり～、お兄ちゃん。……ってどうしたの？　すごい汗だけど」

「何か思いっきり体を動かしたかったからさ、さっきまで友達と走ってたんだ」

「へえ、そうなんだ。じゃあお風ふ呂ろ入ったらご飯にしようよ、今から晩ご飯作るからね」

「うん。……そうだ、彩芽」

　キッチンに行こうとした彩芽を呼び止める。

「どうしたの？」

「……ただいま」

　僕の言葉を受けて、彩芽がきょとんとした表情を浮かべる。

　わざわざ言うほどのことじゃないかもしれない。でも、ちゃんと言いたかった。

　もう二度と、彩芽にただいまって、言えないかもしれないから。

「……うん、おかえり」

　ふっと彩芽は笑うと、今度こそ夕食を作りにキッチンに姿を消した。

　僕は部屋に鞄かばんを置き、お風呂に入った後、彩芽と一緒に夕食を食べる。

　今夜の献立は、シチューにサラダ、そしてガーリックライス。二週間に一度は食べるメニューのはずなのに、シチューのコクのある甘さが、随分懐なつかしく感じた。

　この世界に来て何度食べてきたか分からない彩芽の料理だけど、今日ほどおいしいと思ったことはない。さっきまで真理と走っていたからそれは尚なお更さらだ。

　空になった食器を手に洗い場まで運ぶと、リビングから彩芽が話しかけてきた。

「別にいいよお兄ちゃん、片付けは私がやるから」

「今日くらい僕がやるよ。彩あや芽めはそこでテレビでも見ながらゆっくりしてなって」

　言いながら皿洗いに集中すると、彩芽が食べ終わった食器を持って僕の隣に並んだ。

「いいよ、僕が彩芽の分も洗っておくからさ」

「だーめ。お兄ちゃんに皿洗いさせると落としそうなんだもん。怪け我がしないように私も一緒にしてあげる」

　そう言われると、僕としては何も言うことが出来ない。

　でも、彩芽らしいなと僕は心の中で笑った。

　小学生といえど小さい洗い場に二人は狭く、少し肘ひじを伸ばしただけで彩芽の肩に当たってしまいそうだ。

　でもその窮屈さが今は嬉うれしくて、わざと時間がかかるようにゆっくりと食器を洗った。

「ごめんな彩芽、今まで苦労させて。僕の方がずっと年上なのに兄らしいこと一つもしてやれないで、情けないお兄ちゃんだったよな」

　感傷的になっているのは自分でも分かってる。でも、素直な僕の気持ちだ。今になって、もっと彩芽の手伝いをしてやればよかったと、後悔ばかりが積もってゆく。

「どうしたの？　急にそんな改まって」

「父さんも母さんも海外に仕事に行って本当なら僕がやらなきゃいけないのに、彩芽にまかせてばっかりだったからさ」

「たったの一ヶ月でしょ？　いいよそれくらい。それよりお兄ちゃん受験で忙しくなるんだから、気にしなくてもいいって」

　彩芽の笑顔を見るのが辛くて、僕は流しに目を落とした。

　一ヶ月じゃない。ずっと僕は彩芽に甘えてばかりいた。

「それに、意外とこういうのも楽しいんだよ？　お兄ちゃんを毎朝起こしたり、食事を作ったり。まるでお嫁さんになったみたいだったんだもん。たまにだったらこういうのもいいかなって」

　お嫁さん。その言葉がやけに鮮明に聞こえた。

　僕が現実に帰ったらこの世界が無くなってしまうのか、それとも僕がいなくなったまま続くのか、それは分からない。でも、そういう未来だってありえたかもしれない。

　純白のドレスを着て、隣には結婚を誓った男性がいて、仲の良い友達を披露宴に呼んだりするかもしれない。

　けど、僕が彩芽の花嫁姿を見ることは永遠にありえない。

　でももし万が一、僕が親族としてその場にいたら、きっと人目も顧みずぼろぼろ涙を流しながら泣くんだろうな。

「……良いお嫁さんになれるよ、彩芽ならきっと」

「うん、私もそんな気がする。だって、お兄ちゃんの妹なんだもん」

　食器を洗い終わって彩あや芽めがリビングに戻っていく、それが救いだった。僕は彩芽にばれないよう声を殺しながら泣いた。蛇口から出る水の音が、いつまでも僕の耳に響いていた。



　食事を終えた後、朝あさ比ひ奈なさんに梅江大橋まで来てもらうようメールを送った。

　覚悟は決めたはずなのに、たった数行の文章を打つのに手が震える。この世界の大切な人と別れることに迷っていたのかもしれない。それは否定しようがない事実だ。

　朝比奈さんの肯定のメールを受け取り外に出る。友達だけの関係ならこんなにうまくいかなかっただろう。でももう僕たちは恋人同士なんだ。多少の無む茶ちやでも聞きいれてくれた。

「ごめん、待たせちゃったかな」

　梅江大橋のベンチで僕を待っていた朝比奈さんが、僕に気付き手を振る。

「ううん、今来たばっかりだから。それで、話ってなに？」

「そのことだけど、歩きながら話さない？　そんな遠くには行かないから」

「？　何で？」

「ちょっと歩きたい気分なんだ、散歩気分でさ。駄目？」

「別にいいよ。樹いつき君がそうしたいなら付き合ってあげる」

　朝比奈さんは立ち上がると、「ねえ、手を繋つないでもいい？」と上目遣いをしながら、手を差し出した。

　僕は朝比奈さんの言葉に頷うなずき、その手を握り歩き出す。

「えへへ、ありがとう……何か嬉うれしいなあ、こうやって好きな男の子と手を繋ぎながら歩くのって。今まで誰だれかを好きになったことなんてなかったんだけど……すごく幸せだよ」

　幸せ。そう呟つぶやきながら僕の手を揺らす朝比奈さんの笑顔が儚はかなくて、僕は思わず手を離しそうになってしまった。

　幸せなんかじゃないよ、朝比奈さん。現実から目を背けてるのに、幸せな訳ないんだ。

「……ねえ、もうすぐ三月も終わるし、桜さくらが咲いたらみんなでお花見しない？」

　しばらく歩いていると、朝比奈さんが話しかけてきた。

「お花見？」

「うん。私、花の中でも桜って一番好きなんだ。お父さんが私に付けてくれた名前だし、とっても綺き麗れいでしょ？　だから、みんなと桜の下でご飯とか食べれたら嬉しいな」

　僕は朝比奈さんに何も言ってあげることが出来なかった。

　この世界にいる限り、この街に桜が咲くことは絶対にない。だから、その朝比奈さんの言葉に安易に頷くことは僕には出来なかった。

「……朝比奈さんは、今の自分は好き？」

　話題を変えるため、朝比奈さんを見つめ話しかける。

「うーん……考えたことないから分からないけど、多分好きなんだと思う。だって、転校してからクラスの人と仲良くなれるか不安だったけど、みんな良い人ばっかりなんだもん。悠ゆう斗と君はおもしろいし、真ま理りちゃんはかっこいいし、それに……樹いつき君とも出会えたから。すごく幸せだよ」

　もう一度、幸せという言葉が僕の耳に響く。

　ゲームならここでスタッフロールが流れて、朝あさ比ひ奈なさんの一枚絵でも出るかもしれない。

　でも、これはゲームじゃない。誰だれかと結ばれたから、好きと言ってくれたからといって、僕と朝比奈さんの物語は終わらない。

　だから、この先どんなに辛いことがあっても、逃げちゃいけないんだ。

「朝比奈さん。僕はね、今まで逃げ続けていたんだ」

「えっ？」

　朝比奈さんが驚いた表情で僕を見る。全く脈絡のない話をしているんだ、自然な反応だ。

「僕が本当に朝比奈さんが好きなのか考えるのが恐こわくて、僕は朝比奈さんといて幸せだって自分に言い聞かせてたんだ。でも、そんなの逃げてただけなんだよ。だってさ、好きな人が目の前で死ぬって分かってるのに見てるだけなんて、幸せな訳ないんだ」

「樹君、死ぬってどういうこと？　それに、何のことを───」

「それだけじゃない、僕が好きになった人が現実で悲しんでる。でも失うのが恐くて、それを見て見ぬふりをしてた。でもさ、それじゃ駄目なんだよ」

　二度と通らないと誓った、寂れた小道に入る。

　もう少しだ。もう少しで目的の場所へ着く。

「僕は、自分を守るために朝比奈さんを何度も見殺しにしてきた。仕方ないんだって諦あきらめてた。でもそんなの、本当は嫌だった。たとえまた出会えるとしても、僕が好きな人が死ぬなんて耐えられない」

「ねえ樹君、戻ろうよ。何か私気分が悪くなってきたの。頭痛もするし、戻ろうよ」

「現実の朝比奈さんはこんなの望んでないのかもしれない。何十回何百回死んだって好きな人といたいって思うかもしれない。でも、僕はもうこんなの嫌だ。僕はもっと朝比奈さんと思い出を作りたいんだ」

　門をくぐり、瓦かわらを踏み越えながら扉を開ける。

　土足のまま玄関に上がり、階段を上って右手にある扉のドアノブを掴つかんだ。

「だから……僕は朝比奈さんと一緒に、前へ進みたい」

　あらん限りの力でドアを開け放ち、部屋の中へ足を踏み入れる。

　朝比奈さんはここに来るまで多少の抵抗を見せていたが、この部屋に入ると握っていた手を弱め、ついに僕の手から離れた。

「この部屋……」

　ふらふらとした足取りで、部屋の真ん中まで朝比奈さんが歩く。

「そっか……樹いつき君知ってたんだ……」

　振り返った朝あさ比ひ奈なさんは無理に頬ほおを緩め、悲しい笑顔を作った。

　しかしそれも一瞬で、まばたきをした直後に声を殺しながら泣き始めた。

「……樹君、知ってたんだね。この世界が私の作ったものだってことも、今の私が本当の私じゃないってことも」

「ごめん、今まで隠してて……僕の気持ちは全部言ったつもり。この世界から現実に戻って、僕は朝比奈さんに会いたい。それが僕の願いだよ」

「でも、樹君が主人公で私がヒロイン、だから私達は愛し合えたのかもしれない。……勿もち論ろん、私が樹君を好きな気持ちはほんとだよ？　だけど、樹君が私を好きになってくれるか、私が樹君を好きになれるか自信がないよ。それが、すごく怖いの……」

　朝比奈さんが目を逸そらし、手を震わせながら吐露する。

「だから、多分以前の私も、この世界にずっといようって言ったんだと思う。私の理想で傷つくこともない、この夢の中でずっと生きていようって。正直なことを言うとね、その気持ちは今でも変わらないんだ。ずっと夢を見ていたい。樹君が好きなの」

「……僕も朝比奈さんのことが好きだよ」

「だったら───」

「好きだからこそ、僕は行くんだ。もう朝比奈さんが死ぬなんて嫌だから、朝比奈さんとずっと歩いていたいから。……僕はこの世界でずっと朝比奈さんに恋をしていて、朝比奈さんは僕と何度も恋に落ちた。何度も初恋を繰り返してきたんだ。だから信じて。現実でも僕は朝比奈さんを好きになるって」

　朝比奈さんは何も言わず、目元を手で拭ぬぐう。

　でも潤んだ目で僕をまっすぐに見ていて、それが僕を無性に安心させた。

「……樹君、私一つだけ嘘うそをついてたの」

「……何？」

「樹君が元の世界に帰る方法、知ってるの。樹君が行っちゃうのが恐こわくて隠してたんだ」

「……そっか」

「驚かないの？」

「何となくそうじゃないかって思ってたんだ。何かしら帰る手段があるなら、朝比奈さんが知ってるんだろうなって」

　元々、この世界は朝比奈さんが作ったものだ。この世界がゲームのものだと知っているのは、僕と朝比奈さんしかいない。

　そして、僕が告白した時に元の世界に帰れなかったってことは、朝比奈さんが現実の記憶を取り戻した時に、僕が元の世界に帰る方法を思い出したと考えるのが、一番合理的だ。

「でも、どうして以前の朝比奈さんが僕に嘘をついたって分かるの？」

「分かるよ、そんなの。何回死んだって私は私なんだもん。きっと、樹いつき君がここからいなくなっちゃうのが嫌で嘘うそをついたんだと思う」

　その笑顔は、見る角度によっては自虐を含んだ、悲しい笑顔だった。

「大丈夫だよ。僕は向こうに行っても必ず朝あさ比ひ奈なさんに会いに行くから。その時は絶対、桜さくらを見に行こう」

「……うん」

　朝比奈さんは目に浮かんだ涙を拭ぬぐい、精一杯明るく笑った。

　うん、やっぱり朝比奈さんはこっちの方が似合ってる。現実の朝比奈さんも、こんな風に笑ってくれるだろうか。

「樹君、この世界の私のハッピーエンドはね……好きな人にキスしてもらうことだよ。そうすれば樹君は、元の世界に帰ることが出来るから」

「キス？」

「うん。私ね、おでこも、ほっぺも、もちろん唇だって、一度も誰だれかにキスしてもらったことがない。だから好きな人とファーストキスをしたら、どんなに素晴らしいだろうって思ったの。それが、私のハッピーエンド。……やっぱり、小さい夢だって思う？」

「そんなことないよ、すごく素敵なことだと思う」

　幸せの価値は人によって違う。この世には好きな人とキスをしただけで、舞い上がるほど幸せになれる人間だっている。僕だってそうだ。

「朝比奈さん、目を閉じてくれない？」

「……はい」

　僕の手を握りながら、朝比奈さんがゆっくりと瞼まぶたを閉じる。

　走っていた時とは明らかに違う胸の動どう悸きを感じる。まるで直接脳に響いてるみたいだ。少し油断したらその場で尻しりもちをついてしまいそうなほど足が震え、朝比奈さんの薄桃色の頬ほおと唇が、より僕を動揺させた。

　朝比奈さんへと顔を近付ける。もう朝比奈さんの唇しか映らない。少しおでこを出しただけでぶつかってしまいそうだ。ほらあと少し、もうちょっと……。

「あっ……」

　僕は顎あごを上げ、朝比奈さんのおでこに口づけをした。

　朝比奈さんが目を開ける。期待と違っていたのか、その顔は驚きが隠せていなかった。

「口にキスしたら朝比奈さんのこと後悔しちゃいそうだから、今はこれだけ。続きは元の世界でしよう」

「……馬ば鹿か」

　朝比奈さんが俯うつむき、小さな声で呟つぶやいた。

　きっと、真っ赤な顔を見られるのが恥ずかしかったんだろう。それぐらい分かる。僕も同じ気持ちなんだから。

「でも……」

　朝あさ比ひ奈なさんが、ゆっくり顔をあげた。

　まだ昂こう揚ようした頬ほおは冷めてはいなかったけど、涙が出そうなほど優しい笑顔だった。

「ちゃんと私のこと幸せにしてね。忘れたりしたら許さないんだから」

「……忘れるもんか」

　朝比奈さんの顔に靄もやがかかるように、白く染まっていく。朝比奈さんの手が、腕が、顔が、視覚出来ない程消えていく。

「必ず、朝比奈さんを幸せにしてみせるよ」

　薄れゆく意識の中、確かに僕はそう言った。



    

  
    
      



    

  
    
      


第四章　夢のつづき





　重い瞼まぶたを開けると、男性が僕の顔を覗のぞいていた。

　誰だれなのか考えようとしたけど、頭が気だるくて思考することを僕の脳が拒否している。

　男性が何か大声をあげながら視界から消えた。僕は首を動かすことが煩わしくて、そのままの体勢で天井を見つめていた。

　全身が暖かく、柔らかい。どうやら僕はベッドの上にいるようだ。

「柊木ひいらぎさん、大丈夫ですか？　声を出すのが辛かったらまばたきをして下さい」

　さっきとは恐らく違う男性が僕の名前を呼ぶ。喋しやべろうと思ったが思うように言葉にならず、僕はまばたきを二回した。

「聞こえてるみたいですね。動くのが大変でしたら、そのまま聞いてください」

　首だけを動かし声の主の方を見る。白衣を着た中年の男性が、僕を見下ろしていた。

「柊木さん、あなたは三日前に交通事故に遭ったんです。大きな外傷はなかったのですが、倒れた時頭を強く打ったらしく、三日間意識不明の状態でした。精密検査では特に異常は認められなかったのですが、何故か目覚めなかったのです」

　ああ、そうなのか。僕は事故に遭ったんだな。

　医者から告げられても、それが自分の身に起こった出来事とは思えなかった。なんてったって記憶が曖あい昧まいで、はっきりと思い出すことが出来ない。そうか、僕が交通事故……。

　交通事故。その不吉な響きが脳をくすぐる。

　倒れた自転車、回る車輪、車のブレーキ音、そして……。

「朝あさ比ひ奈なさん!!」

　夢見心地から一気に意識が覚かく醒せいする。

　そうだ、朝比奈さんだ。どうしてこんな大事なことを一瞬でも忘れていたんだ。

　ベッドから飛び降りたかったが体が重く、上半身だけしか起こせない。まるで全身が錆さび付いてるみたいだ。

「柊木さん無む茶ちやしないで下さい！　あなたはここに運ばれてからずっと意識不明で寝ていたんですよ!?」

「大丈夫ですこれくらい！　怪我とかもしてないんですよね？　だったらこの程度……」

　何とかベッドから降り歩き出そうとしたが、立たち眩くらみが僕を襲い思うように足が動かない。それでも一歩踏み出そうとしたが、ベッドの脚に引っ掛かり転んでしまった。

「無理しないで下さい、まだ起きたばかりなんですから！」

　医者の手を借り立ち上がる。言うことを聞かず歩こうとしたことを申し訳ないと思う反面、今すぐにでも朝比奈さんの許もとへ行けない自分が情けなかった。

「……分かりました。じゃあせめて、僕の携帯を返してくれませんか？　調べたいことがあるんです」

　医者は一瞬躊躇ためらうと、頷うなずき病室を出て行った。

　僕は医者が戻って来るまで今の状況を整理する。

　どうやら僕は交通事故で三日間意識不明になっていたらしい。つまりその間、僕はゲームの世界にいたということだ。ということは、『ドリーミー・ドリーマー』に登場した悠ゆう斗とや真ま理りや彩あや芽めはともかく、朝あさ比ひ奈なさんは僕の空想の産物なのだろうか？

　いや、そんな訳がない。実際彼女はゲームを作ったと言っていたし、それが反映されて自分という存在がヒロインになったと言っていた。いくらなんでも、あの告白が全すべて僕の妄想だとは思えない。

　そして、僕は一つの仮説を立てた。朝比奈さんが僕より後に意識不明になって、向こうの世界のヒロインになったという仮説だ。僕も意識がなくなってゲームの主人公になったし、そうすれば朝比奈さんが突然ゲームの世界に現れたことも説明がつく。

　思案を巡らせていると、看護師が衣服の入った籠かごを持ってきてくれた。

「ありがとうございます」

　籠から携帯を取り出し、インターネットの地図検索サイトを開く。

　記憶の糸を手繰り向こうの世界の地名や学校を入力するが、どれ一つ当たらない。

　やけくそになりながらも、最後の頼みの綱である、梅江大橋を検索する。

　これが外れたら、本当に手がかりは消えてしまう……。

「……あった！」

　検索の結果、梅江大橋という名で郵便番号と住所が画面に映し出された。

　しかもその住所は僕が住んでいる隣の県、電車なら片道一時間もあれば着く距離だ。

　食い入るように携帯を見つめていると、病室の扉が開く音がして顔を上げた。

　さっき僕に入院までの経緯を説明した医者が、車くるま椅い子すを押しながら僕へと近づいてくる。

「先生、僕はいつまでここにいなきゃいけないんですか？　今すぐにでも帰りたいんです」

「詳しく検査をしてみないと分かりませんが、意識が回復したからと言ってまだ安心はできません。しばらく経過を見ないと、完治したかどうかは判断しかねますね」

　医者の言うことはもっともだ。意識が戻っても後遺症が残るなんて話はよく聞くし、さっき起きたばかりなんだ、治ったかどうかなんて分からない。

　でも、理解こそ出来ても納得は出来ない。ここでじっとしてるなんて、こんなの向こうの世界にいる時と変わらないじゃないか。

「それじゃあ、柊木ひいらぎさん。今から検査をしますので案内しますね。リハビリも兼ねてベッドから降りて、車椅子に乗って頂けますか？　それと、家族の方にも柊木さんの意識が戻ったことを連絡したので、もうすぐ来られると思いますよ」

　携帯を持ってきてくれた看護師の言葉に重く頷うなずきながら、患者用のスリッパを履き車くるま椅い子すに乗る。自分なりにもう体が動くとアピールしたつもりだったが、医者と看護師は何も言わず僕を病室から連れ出した。



　検査の結果脳に異常は見られないということだったが、意識不明という危険な状態だったからか、様子を見るため一週間入院するという処置が取られた。

　しかし必死の訴えもあってか、看護師の付き添いなしで病院内を歩き回ることは許可された。

「しかし、お前も災難だったな。まさか交通事故で入院なんてさ」

　翔しよう一いちに意識が回復したとメールを送ったら、学校を終えてすぐ見舞いに来てくれた。流石さすが帰宅部同盟と称して、放課後にぶらぶらしてるだけの仲ではある。

「でも漫画とかだったらこういう時超能力とか使えるようになってるもんだけど、お前何の変化もないのな。つまんねーなーお前、空気読んで魔法の一つでも使えよ」

「だったらお前が事故に遭ってみろよ。こっちは下手したら死ぬかもしれなかったのにさ」

　口にはしなかったが翔一が病院に来てくれたこと自体、感謝はしていた。メールを送った当日に来てくれたし、何よりあんな無茶なお願いを聞いてくれたんだ。

「しかし、チキンなお前がまさかあんな頼みごとをしてくるなんてな。しかも起きたばっかりなのによ」

「……ごめん」

「いいっつーの、これくらい。しかし、変化ないってのは訂正しなきゃいけねえわ。少し見ない間になんていうか……たくましくなったよな。大人っぽくなったっていうかさ」

「……男子三日会わざれば何とやら、ってね」

「……へっ、さいですか」

　翔一は愉快そうに笑うとおもむろに立ち上がり、床に置いていた鞄かばんを手に取る。

「じゃあ、そろそろ行くわ。お前もやんなきゃいけないことあるみたいだしさ。例のやつちゃんと置いとくから、しっかりやれよ」

「……うん、ありがとう」

　翔一に感謝の言葉を口にするのはなんか癪しやくだし、何よりも照れくさかったけど、やっぱり言うことにした。僕の中ではもう何ヶ月も会ってなかったんだ。やっぱり翔一のことが恋しかったんだろう。

「……一生のお願いって言われちゃ、断れねえからな」

　そう言うと翔一は病室から出て行った。僕も行動に移すべく、ベッドから降りる。

　人がいないか確認してから、病室に一番近い男子トイレの個室に入る。患者のことを考えてか個室は意外に広く、洋式トイレの蓋ふたの上にはリュックサックが置いてあった。

　予定通りだ。僕はそのリュックサックから翔しよう一いちの私服を取り出し着替え、帽子をかぶり伊だ達て眼鏡をかける。患者衣をリュックサックにしまい個室から出て、鏡で確認した。うん、悪くない。

　翔一に頼んだ一生のお願いというのがこれだった。私服と伊達眼鏡と一万円をリュックサックに入れて病院に持ってきてくれないかと、今朝メールで頼んだのだ。

　一週間入院なんて悠長なこと出来る訳がない。このまま一般人のふりをして病院を抜け出すつもりでいた。

　受付の横を通り病院から出た後、僕は駅を目指し全速力で走りだす。

　三日間も寝たきりだっただけに、骨からギシギシと音がしそうだ。それでも足を止めず駅に着くと、改札を通り電車に飛び込んだ。

　眼鏡をポケットにしまいながら、湧わき上がる不安を押し殺す。

　本当に朝あさ比ひ奈なさんに会えるかなんて分からない。でももうやるしかないんだ。反省なんて、全すべてが終わった後にすればいい。



　梅江大橋に着いた後、直接朝比奈さんの住んでいたマンションにも訪れてみたけど、朝比奈という姓の入居者はおらず、僕は朝比奈さんの情報を集めるため向こうの世界で通っていた学校へ行くことにした。

　学校名こそ違ったが、僕がゲームの世界で通っていた高校は記憶通りの場所にあった。その光景も、校門から出てくる生徒達の制服も、ゲームの世界そっくりだ。

　さてどうしたものか、と途方に暮れていると、熱の籠こもった掛け声が微かすかに聞こえ、声のする方へ足を向ける。

　近づくほど段々声が大きくなっていき、その声が複数の男性によるものだと分かる。

　そして掛け声の内容まで聞き取れるほど傍そばに来ると、視界の隅に車くるま椅い子すに乗った女子生徒が映った。何か障害があるのか、ホイールに手をかけているが車椅子は動かない。

「手を貸しましょうか？」

「……すみません、お願いします」

　女の子が地面から僕に目を移す。

　そしてその顔を見た瞬間、僕は自分の目を疑った。

　猫のような鋭い目、肩まで届かないショートヘア。

　その女の子は、向こうの世界で僕の親友だった、桐きり谷や真ま理りだった。

「……？　どうかしましたか？」

「……いや、何でもありません」

　どうしてここにいるのか、何な故ぜ車椅子に乗っているのか。湧き上がる疑問を抑えながら、僕は平静を装う。

　ハンドルを握り前へ押してみる。動揺してうまく力を込めることが出来なかったが、落ち着いて慎重に押すと手ごたえと共に車くるま椅い子すは動きだした。

「ありがとうございました。あとは自分で何とかなりますので」

「……あの、もしかして柔道部の人ですか？」

　このまま別れるなんて嫌だ。何とか引き止めようと、必死で言葉を探し搾り出す。

「そうですが、それが何か？」

「僕、柔道に興味があるんです。それで、よかったら見学とかさせてもらえませんか？」

　僕の言葉に真ま理りの顔が明るくなる。

「そうですか！　柔道に興味があるなら大歓迎です！　では案内しますから、付いてきて下さい」

　真理は嬉うれしそうな声をあげホイールに手をかけ進み、僕もその後を付いて行く。

　口調の違いとかゲームの世界の真理と多少の齟そ齬ごは感じていたけど、やっぱり柔道が好きなんだな。

「さあ、ここですよ。もうすぐ練習も終わりますけど見るだけ見て下さい」

　道場に案内され、入り口の近くに立つ。

　しかし隣にいる真理が気になって集中できない。どんな言葉をかけようか、まず何を聞こうか考えていたため、柔道部の練習を気もそぞろに眺めていた。その男子を見るまでは。

「悠ゆう斗と……」

　動いているためはっきりと顔を見た訳じゃないけど、見間違えるはずがない。悠斗だ。

　でも、その男子が悠斗だと認識したと同時に、違和感が僕の心をくすぐった。

　汗まみれで真剣に柔道に取り組むその表情は、今まで僕に見せたことのない顔だ。僕の中では普段おちゃらけてへらへらしている印象が強かったからか、悠斗の真剣に柔道に取り組む表情が、どうしてもその印象と噛かみ合わなかった。

「……？　悠斗の友達なんですか？」

　僕の呟つぶやきを聞き逃さなかったのか、真理が尋ねてきた。

「いや、違うんです！　僕たちはその……初対面、なんです」

　悲しいような、切ないような、うまく説明出来ない複雑な気持ちだ。僕と悠斗はゲームの世界では親友だったのに、ここでは初対面だと言わなければならないなんて。

「そうなんですか。……あいつ、私の幼おさな馴な染じみなんです」

「えっ？　悠斗……君が？」

　初対面のはずなのに危うく呼び捨てにしそうになり、咄とつ嗟さに訂正する。

「ええ、小学校からの付き合いで今までずっと同じ学校に通ってるんです。その頃ころから柔道やってて、けっこう強いんですよ？」

　確かに、言われてみればさっきから一度も悠斗が投げられるのを見ていない気がする。ゲームの世界でも県大会で優勝するぐらいの実力はあったと言うほどだ。やっぱり素質があったんだろう。

「よし、正面に礼！」

　いつの間にか練習は終わっていたようで、部員の人達は顧問の先生らしき男性を正面に、横一列に正座していた。

　そしてそれが終わると、張りつめていた空気が緩む。悠ゆう斗とはというと、礼をした後軽く体をほぐし、立ち上がりこちらへ歩いてきた。

「さっきの乱取り、四よつん這ばいになった相手を崩すのに手間取ってたがどうしたんだ？」

　真ま理りは悠斗にタオルを放ほうり投げながら、耳に馴な染じみのある乱暴な口調で話しかけた。

　その響きがひどく懐なつかしく、僕の脳裏に黒帯で結んだ剥むき出しの柔道着を肩に担いだ真理が、一瞬だけ映った。

「新しい崩し方教えてもらったからさ、色々試してみたら思うようにいかなくてな。やっぱ当面は寝技を何とかしなきゃいけねえなあ」

「もう筋肉は十分出来あがってるんだ。あとは技術でどうカバーするかだな」

「どうも寝技は頭を使うから苦手だぜ。ま、夜の寝技の技術には自信があるけどな。はっはっは」

　今度は、真理はスポーツドリンクを投げつけ悠斗の額にぶつけた。

「馬ば鹿かなこと言ってないでさっさと着替えてこい」

「へいへい……それより、誰だれよ？　そちらさん」

　額をさすり、僕を見ながら真理に尋ねる。

「ああ、この人は柔道に興味があって───」

「そのことなんですけど、謝らなきゃいけないことがあります」

　僕が真理の言葉を遮ると、真理は僕の方を見ながら疑問の声をあげた。

「謝らなきゃいけないこと、ですか？」

「はい。柔道を見学に来たっていうのは建前で……二人に聞きたいことがあるんです」

「二人って、俺おれと真理に？」

「はい。あの……朝あさ比ひ奈な桜さくらさんって女の子を知りませんか？」

　声を失い強こわ張ばった表情で悠斗が僕を見る。

　真理も似たような反応で、驚きの色を露あらわにした目で僕を見ていた。

「……あんた、桜の友達？」

　桜、と呼び捨てにしながら、真剣な表情で悠斗が聞いてきた。

　今まで考えたこともなかったが、僕と朝比奈さんの関係をどう人に説明すればいいのだろう。ゲームの世界では友達以上の関係だったが、現実では会ったことのない赤の他人だ。

「まあ……そんなもんです」

「……あんたさ、このあと暇だったら晩飯でも一緒に食べないか？　あんたは俺おれたちの話を聞きたいみたいだし、俺もあんたには興味がある。真ま理りもいいだろ？」

「私も構わんぞ。桜さくらの友達なら是非もない」

「僕も大丈夫です。御一緒させて下さい」

「じゃあ決まりだ。俺は着替えてくるから、少し待っててくれ」

　そう言うと、悠ゆう斗とはタオルを首にかけ道場から出て行った。

「まさか、桜の知り合いなんて思いませんでした。そういえばまだ自己紹介をしていませんでしたね。私の名前は桐きり谷や真理です。よろしくお願いします」

「僕の名前は柊木ひいらぎ樹いつき、こちらこそよろしく。……あの、一つだけお願いがあるんです」

「何でしょうか？」

「僕のこと、悠斗君に接するような口調で話してくれませんか？　なんか敬語って苦手で」

「……分かりました。じゃあその代わり柊木さんも私のこと呼び捨てにして下さい。じゃないと、公平じゃありませんから」

「……はい、分かりました」

「じゃあ改めて……よろしくな、樹」

「うん、真理」

　僕は少しだけあの頃ころの……ゲームの中の関係に戻れたような、そんな気がした。



　夕飯は学校の近くにある、バリアフリー化されたファミレスで食べることになった。

　驚くことに店名は違うが、向こうの世界で悠斗に奢おごってもらったり、真理と悠斗のことを話した店とそっくりのファミレスだ。

「それで、樹は桜とどこで知り合ったんだ？　見たところうちの生徒じゃないようだが」

　注文を終え対面に座る真理が、僕と朝あさ比ひ奈なさんの関係について尋ねた。

「……実はさ、朝比奈さんと友達って言ったけど、直接会ったことはないんだ」

「直接会ったことないって、どういうことだよそれ」

　僕の言葉に、悠斗が訝いぶかしげな表情を浮かべる。

「朝比奈さんはネットでゲームを作っててさ、僕はそのゲームのファンだったんだ。それをきっかけに仲良くなってメールとかしてたんだけど、ある日を境にぱったり連絡が途絶えちゃって……心配になって、朝比奈さんが通う学校まで来たんだ」

　苦しい嘘うそだ。そんなの僕が一番分かってる。

　でも、夢の中で朝比奈さんに会いました、なんて言える訳がない。そんな空想じみたことを言って、二人に愛想を尽かされるのだけは避けたかった。

　でも悠斗は納得してくれたのか、眉み間けんに皺しわを寄せながら頷うなずいた。

「……なるほどね、確かに桜ならするかもな。あいつゲームとかアニメが好きだったし」

「だから知りたいんだ。朝あさ比ひ奈なさんが今何をしてるのか」

　二人がほぼ同時に苦い表情を浮かべ、気まずい沈黙が流れる。

「……四年前、桜さくらは私たちが中学に入った一ヶ月後に入学してきた。色々家庭の事情があったらしくてな、桜だけ遅かったんだ」

　店員が僕たちの料理を全すべて運び終わった後、重々しく真ま理りが口を開いた。

「そんな中途半端な時期に入学してきたうえに、桜はお世辞にも活発さや協調性とか、そういう言葉が似合うやつじゃなかった。昼休みも教室の隅で本を読むような、そんな女の子だ。だからクラスでも浮いていたな」

「朝比奈さんが……？」

　確かに、朝比奈さんはゲームの世界にいる自分は理想の自分だと言った。それでも、真理の言葉はにわかに信じ難かった。

　僕の中の朝比奈さんはいつでもにこにこ笑って、怒りたい時は怒って、泣きたい時は泣く、そんなどこにでもいるような女の子なんだ。

「だから、遅れて入学してきた女の子に声をかける酔狂なやつは私と悠ゆう斗とぐらいしかいなかったんだ。初めは桜も私たちに心を開いてくれなかった。話しかけても避けたり、遊びに誘おうと思ってもさっさと帰ってしまったりな」

「色々あったけど、今思うといい思い出だよな。桜がクラスの女子にいじめられそうになって、真理がその女子と喧けん嘩かしたこともあった。あれは大変だった。何度その親に頭を下げたことか」

「……悠斗には感謝してるよ。私も反省した、もっと穏便な方法はなかったのかとな。チェーンメールを送って精神的に追い詰めたり、これ以上すると家に放火するぞと脅迫したり、賢い方法はいくらでもあっただろうに」

「そういうことじゃねえんだよっ！」

　向こうの世界でもしたようなやりとりをする二人を見て、僕は安心すると同時に、くやしさが心の片隅で頭をもたげた。

　なんでその中に僕がいないのだろう。もっと早く三人に会えば、僕もその思い出の一部になれたのだろうか。

「まあ、それがきっかけでやっと桜も俺おれ達を受け入れてくれたからいいけどよ。まさか、名前を呼んでもらうのに半年もかかるとは思わなかったぜ」

「む、お前よくそんなことを覚えてるな。さては桜のことが好きだったな？」

「ばっか、そんなんじゃねえよ」

　悠斗は笑いながら否定したが、とてもじゃないが僕は笑う気分にはなれなかった。

　もしかしたら、本当に悠斗は朝比奈さんのことが好きだったのかもしれない。そう考えれば、ゲームの世界で悠斗が朝比奈さんに一ひと目め惚ぼれしたことにも合点が───。

　……ただの憶測だ。忘れろ、こんなの。

「それぐらいだったかな、桜さくらが柔道部のマネージャーになったのは」

　頭を振りその考えを外に追い出すと、今度は真ま理りが話しだした。

「あの頃ころはいつも三人でいたな。桜は決して明るいやつじゃなかったが、私は楽しかったぞ。たくさん本を読んでいたから博識だったし、何より優しかった。軽く突き指をしただけなのに、あたふたしながらロールケーキみたいに厚く包帯を巻いたりな」

「……そうなんだ」

「そして私達は同じ高校に入学して、中学と同じように私達は柔道部に入って高校でも三人で行動をしていた。でも去年の秋ぐらいだったか、私は桜と喧けん嘩かしたんだ」

「おい、いいのか？」

　慌てた表情で悠ゆう斗とが真理を制止する。

　どうしたんだろう？　そんなにひどい喧嘩だったんだろうか？

「いいんだ、私はもう大丈夫だから。……喧嘩の理由も、どちらが悪かったのかももう忘れた。ただ、初めて桜と喧嘩したということだけは覚えてる。だからかもな、私もムキになって言い合いになった。それで、桜と揉もみ合いになって、私は階段を転げ落ちたんだ」

「階段から!?」

　大声をあげながらその場で立ち上がる。

　脳裏に浮かぶのは、向こうの世界にいた時に僕のせいで階段から落ちる真理の姿。

「どうした、樹いつき？」

「……いや、ごめん。何でもないんだ、話を続けて」

　悠斗の言葉で我に返り、おもむろに席に座る。

「打ちどころが悪くてな、気付いた時は病院にいたんだ。そのせいで下半身が動かなくなって、それから車くるま椅い子すでの生活になった」

　同じだ。ゲームの世界で傷ついた、真理と。

「当時は荒れたよ。柔道は私の全すべてだった。そんな時に、桜が私を訪ねて来たんだ。ごめんなさい、ごめんなさいって泣きながら私に謝りにな。でも、事故とはいえ私から柔道を奪った桜が憎くて、許せなくて……私はきっと、桜にひどいことを言ったんだと思う」

　俯うつむきながら懺ざん悔げのように呟つぶやく真理の言葉に、僕は何も言うことが出来なかった。

「その日から私は桜と一度も話をしていない。私が退院した時、桜は休学していたんだ。今も、桜が何をしているかは分からない。メールを送っても桜から返事はなかったし……。一度も、直接会いに行ったことはないから」

　そう言って、真理はぎゅっと拳こぶしを固めた。

　きっと、朝あさ比ひ奈なさんに会うのが怖かったんだろう。

「……じゃあ、朝比奈さんはもう学校には行ってないの？」

　真ま理りが力なく、僕の言葉に頷うなずいた。

　もしかしたら、朝あさ比ひ奈なさんの理想の世界って、主人公と恋愛をするヒロインだけじゃなくて、悠ゆう斗とや真理と学校生活を送ることもあったのかもしれない。

　だから二人のことが忘れられなくて、『ドリーミー・ドリーマー』に二人をモデルにしたキャラクターを登場させた。多分、朝比奈さんが一番楽しかった頃ころの二人を。

「朝比奈さんのことは分かったよ。でも、どうやって真理は立ち直ることが出来たの？　今でも、その……柔道は出来ないんでしょ？」

「……ああ、リハビリをすれば車くるま椅い子すなしでも生活できるかもしれないが、運動はもう一生出来ないだろうからな。だが、もういいんだ。私には悠斗がいるから」

「お、おい。それも話すのかよ」

「樹いつきは桜さくらの友達なんだ。私は知って欲しい。もう桜を恨んでいないってことをな」

「……分かった」

　真理の言葉に悠斗は身を乗り出したが、納得したのか腕を組んで座り直す。

「桜に暴言を吐いても、私の気分が晴れることはなかった。いや、もう自暴自棄になって桜のことなんかどうでもよくなってた。だからただ漠然と、何も考えずベッドの上で毎日を過ごしていたんだ」

　真理にとっては辛い記憶のはずだ。でもその悲しい表情の中、わずかに喜びのようなものが隠れているような気がした。

「でもな、ある日悠斗が私に言ったんだ。俺おれは真理に一度も勝ったことがない。だから俺が柔道で一番になって真理が誰だれよりも強いことを証明してみせる。それまで傍そばにいて俺を支えてくれ、ってな」

「じゃあ、悠斗は真理のために柔道をしてるの？」

「……真理のためだけじゃねえよ。これは俺のためでもあるんだ。真理の夢はさ、俺の夢なんだ。だから俺が柔道をやってんのは、あくまで俺がしたいからやってるだけだ」

「だから、私もマネージャーとして柔道部に入り直したんだ。こんな体だから初めは苦労したが、今ではなかなかサマになってきたつもりだぞ？」

「……そう、なんだ」

　胸に、熱いものが込み上げてくる。

「……だから、私たちも桜に会って話がしたいんだ。もう柔道のことは吹っきれた、だからあの時みたいに三人で遊ぼうとな」

「やっぱ桜のことは心配だし、このまま別れるなんて嫌だしな」

「……じゃあさ、今夜朝比奈さんに会いにいかない？」

　僕の言葉に、悠斗と真理は顔を驚きに染めた。

「僕は今日、朝比奈さんに会うつもりでここまで来たんだ。だから、悠斗と真理も一緒に来てほしい。正直、僕一人だと心細いから」

　突拍子のないことを言って、申し訳ないとは思ってる。でも、出来れば今日中に朝あさ比ひ奈なさんと話がしたいと考えていた。僕は病院を抜け出した身だし、あまり時間がかかると騒ぎになるかもしれない。

「……そうだな、いつまでもうじうじしてたって仕方ねえし。樹いつきが桜さくらに会いに行くなら俺おれも行くよ。真ま理りはどうする？」

「……私も桜に会いたいが、少し時間が欲しい。一度家にも帰りたいし、まだ心の整理が出来てないんだ」

　当然だ。今まで負い目を感じて朝比奈さんに会えなかったくらいなんだから。

「じゃあ、九時に梅江大橋集合でいいかな？　その後、朝比奈さんに会いに行こう」

　真理は不安そうな顔をしながらも、こくんと頷うなずいた。

　朝比奈さんは向こうの世界で、自分自身が嫌いだって僕に告白した。

　でも、悠ゆう斗とと真理は朝比奈さんのことをまだ好きなんだ。

　絶対に戻れる、そう僕は胸の中で呟つぶやいた。朝比奈さんが一番楽しかった頃ころの関係に戻ること、絶対に出来るよ朝比奈さん。



　悠斗たちとファミレスで別れた後、僕は悠斗からもらったメモを頼りに朝比奈さんの家を目指した。

　時刻は八時過ぎ。朝比奈さんと会うつもりではなかったけど、待ち合わせ時間まで暇だったし、一目でも朝比奈さんの家を見ておきたかった。

　メモに書かれた住所に辿たどり着き足を止める。

　ゲームの世界にいた頃廃屋だったその家は見違えるほど綺き麗れいで、周りの民家と比べても遜そん色しよくない。あの廃屋って元々はこんな家だったんだと、つい感心してしまうほどだ。

「……ん？」

　門の前で朝比奈さんの家を眺めていると、玄関の前に誰だれかがいることに気付いた。

　後ろ姿しか見えないけど、女の子のようだ。女の子はドアチャイムに手を伸ばすが、思い直したように手を引いたり、その場でうろうろしたりとまるで落ち着かない。

　僕の視線に気付いたのか、女の子が振り返った。

　ストレートヘアの、眼鏡をかけた私服の女の子だった。同い年、あるいは僕より年下に見える。

「あの……もしかして、桜ちゃんのお友達ですか？」

　女の子が僕に歩み寄り、話しかけた。見た目通りその声色は高く、幼さを残している印象を受ける。

「はい、まあ……そんなところです」

　彼女も朝あさ比ひ奈なさんの友達なんだろうか。でも、朝比奈さんに悠ゆう斗とと真ま理り以外の友達がいるなんて、聞いてないけど……。

「……あなたも朝比奈さんの友達なんですか？」

「そのことも色々話したいので、場所を移しませんか？　ここで話すのも何なので」

「……分かりました」

　確かに他人の家の前で話すというのも非常識か。朝比奈さんのことを聞きたいし、僕は彼女の言葉に頷うなずいた。

「じゃあ近くに公園があるので、そこに行きましょう」

　少女が僕に背を向け歩き出した。置いていかれまいと、僕も彼女の後を追う。

　公園に着くと僕たちは街灯に照らされたベンチに腰を下ろし、まず僕から話を切り出すことにした。

「あの、あなたは朝比奈さんとはどんな関係なんでしょうか？」

「……友人です」

「友人ということは、朝比奈さんの同級生ですか？」

「あっ、友人って言っても同い年じゃないんですよ」

「は？」

「高校三年で一つ上なんです、私。桜ちゃんとは違う学校に通っていて今年から受験生になるんですけど、私立で春休みが早いから桜ちゃんに会いに来たんです」

「ええ!?　年上だったんですか!?」

　朝比奈さんの友達ということよりも、僕より年上ということの方が驚きだった。

「な、何ですかそんなに驚いて」

「いえ……同い年ぐらいだと思ってたもので」

「……よく間違えられますけど、年下の子にそうはっきり言われるとちょっとへこみます。確かに背も低くて、声も幼いってよく言われますけど……」

「いやいやいや、そんなことないですよ！　十分大人に見えますって！」

　もしかして年齢のこと気にしてたのかな？　だとしたら少し悪いことを言ってしまった。

「でも違う学校で、しかも朝比奈さんに会いに来たってどういうことなんですか？」

「……私が桜ちゃんと仲良くなったのは小学生の頃ころです。桜ちゃんはおとなしい女の子であまりお喋しやべりとか得意じゃなかったんですけど、よく私からおままごとや人形ごっこに誘ったりしました」

　遠い目をしながら彼女が言う。彼女の視線の先にはブランコやジャングルジムがあったけど、きっとどれも目に入っていなかっただろう。

「でも、桜ちゃんは私が小学校を卒業する直前に引っ越したんです。それも、私に何も言わずに」

「引っ越した？　家族の都合とかですか？」

　一ヶ月遅れて入学してきたとは真ま理りから聞いたけど、それと関係があるのかな？

「はい。当時の私は知りませんでしたけど、どうやら父親が交通事故で亡くなってしまったらしくて……」

「交通事故？」

「ええ。それをきっかけに桜さくらちゃんは母親に連れられ、実家があるこの土地へ引っ越してきたみたいです」

　向こうの世界の朝あさ比ひ奈なさんは、そんなこと一言も言わなかった。きっと向こうの朝比奈さんには帰る家があって、温かく迎えてくれる家族がいたはずだと思っていた。

　もしかしたら、仲のいい家族で一いつ家か団だん欒らんを過ごすのも、朝比奈さんの夢だったのかな。

「じゃあ、それから朝比奈さんとは会ってないんですか？」

「はい。桜ちゃんが何ど処こに引っ越したのか分からなくて、連絡が取れなかったんです。でも、私が中学三年ぐらいの時に突然桜ちゃんから電話がきました」

　中学三年。朝比奈さんが真理達と仲良くなった時期だ。

「あの時、ちゃんと引っ越すって言えなくてごめんって。でも、私は桜ちゃんが無事学校生活を送ってることの方が嬉うれしかったんです。お父さんが亡くなって桜ちゃんも辛かったでしょうし、友達と別れるのが悲しくて言えなかったというのも分かりますから」

　まだ思春期も迎えていない小学生なんだ。父親がいなくなるなんて悲しいに決まってる。

「それから桜ちゃんの携帯番号も教えてもらって、しょっちゅう私たちは色んな事を話しました。桜ちゃんって読書や絵を描くのが好きなんですよ。メールで見せてもらったことがあるんですけど、こんなに絵が上手なんです」

　そう言って携帯を取り出すと、ボールペンで描かれた女の子の画像を見せてくれた。

「これって……」

　それは、ゲームの世界の朝比奈さんだった。

　背中まで伸びたポニーテールに、白い肌。画面の向こうで朝比奈さんは何度見たか分からない笑顔を浮かべていて、呼びかければ当たり前のように返事をしてくれそうな……。

　朝比奈さんの絵を見ていて、ふいに僕はゲームのタイトルを思い出した。

『ドリーミー・ドリーマー』。ゲームをしている時はそのタイトルの意味が分からなかったけど、今なら分かる気がする。

　朝比奈さんは自分の分身をヒロインにして、悠ゆう斗とも真理も出てくる夢のようなゲームを作ろうとしたのかもしれない。でも現実の真理や悠斗のことを考えて、虚むなしくなって、自分をヒロインにすることを諦あきらめたのだろうか。

「いつか、自分が描いたキャラクターでゲームを作ってみたいって言ってました。結局完成したかどうかは知りません。最近桜ちゃんとは電話もメールもしてませんから」

「どういうことですか？」

「去年の秋ぐらいになって、突然桜さくらちゃんは私のことを避けるようになったんです。電話をかけても出てくれなくて、それで何があったのか直接聞くためにここまで来ました」

「そうだったんですか……」

　去年の秋っていったら、真ま理りが怪け我がをした時と同じ時期だ。だったら朝あさ比ひ奈なさんは真理達だけじゃなくて、彼女のことも避けていたのか。

「……って、そういえばまだお互い自己紹介もしてませんでしたね。僕の名前は柊木ひいらぎ樹いつきです。あなたは？」

　いつまでも彼女とかあなたなんて呼ぶのも失礼だし、僕は彼女の名前を聞くことにした。

「私は汐しお花はな彩あや芽めです。よろしく、柊木さん」

「はい、こちらこそ……」

　……あやめ？

「あの、あやめってどんな漢字なんですか？」

「えっ？　彩るの彩に、花の芽ですけど……？」

　あやめ……彩芽？　もしかして、

「突然ですみませんけど、眼鏡外してもらってもいいですか？」

「……？　何でですか？」

「いや、その……つなぎ目が外れそうになってますから。壊れてるのかなって思って」

　僕の苦しい嘘うそに訝いぶかしげな表情を作りながらも、「そうですか？」と呟つぶやきながら、彩芽さんが眼鏡を外す。

　髪型がストレートヘアなうえに、眼鏡をかけていたせいで全く気付かなかったが、彼女にはゲームの世界の彩芽の面影が残っていた。大きな目に通った鼻筋。彩芽が数年もすればこんな女性になると言われたら信じてしまいそうだ。

「特におかしいところはありませんけど。……どうしたんですか？　柊木さん。私の顔をまじまじと見て」

「す、すみません。知り合いに似てたものですから。……ちなみに、その眼鏡はいつ頃ごろからかけているんですか？」

「二年ぐらい前からです。中学生までは裸眼でも問題がなかったんですけど、高校から視力が悪くなって眼鏡をかけたんです。……って、なんでそこで笑うんですか？」

　彩芽さんに言われ、自分がにやけていることに気付いた。これでは勘違いされてしまうと表情を戻そうとするが、なかなかうまくいかない。

　でも、失礼かもしれないけどすごく嬉うれしいんだ。仕方ないじゃないか。

　うん、これで納得がいった。ゲームの世界の彩芽は彼女をモデルにしていたんだ。でも朝比奈さんは小学生の姿しか知らなくて、彩芽さんを主人公の妹って設定にしたのか。眼鏡をかけたのも高校生からみたいだし、朝あさ比ひ奈なさんが知らないのも納得できる。

　でも、確かにこれは彩あや芽めだなと痛感するところもある。もう何年も成長したというのに、相変わらず例のところは発展途上なままだ。

「……何か今、とんでもない辱めを受けた気がするんですけど」

「い、いえいえ。気のせいですって。それで、彩芽さんは朝比奈さんに会えたんですか？」

　彩芽さんは釈然としていないみたいだったけど、溜ため息いきを一つつくと話しだした。

「いえ、それがなかなか決心が付かなくて結局桜さくらちゃんには会えなかったんです。だけど、向こうに帰るまでに会いたいんですけど……」

「会いましょうよ、必ず」

　無意識に、僕は彩芽さんの手を握っていた。彩芽さんはいきなりのことに、言葉を失い驚いた顔で僕を見ている。

「ここまで来て会わないなんて、そんなのダメですよ。絶対朝比奈さんに会いましょう。僕も協力しますから」

「……もちろんです。このまま諦あきらめて帰るなんて出来ませんから。桜ちゃんに会うまで、ずっとここにいるつもりです」

　真剣な表情で答える彩芽さんを見て、妙に安心する自分がいた。

　ゲームの世界の彩芽も、きっと同じことを言ったと思うから。



　約束の時間になり、僕と彩芽さんは待ち合わせ場所である梅江大橋まで向かった。

　悠ゆう斗とと真ま理りは既に梅江大橋のベンチで待っていて、僕達に気付くと悠斗が立ちあがり、真理の車くるま椅い子すを押しながら近づく。

「ごめんね、部活で疲れてるのに僕のわがままに付き合ってくれて」

「気にすんなよ、俺おれ達だっていつか桜と話したいって思ってたんだからさ。きっかけが樹いつきだったってだけだ」

「そうだな、むしろ樹には感謝したいくらいだ。私は今まで怖おじ気けづいて、桜に会おうとすらしなかったんだから。……それより、そちらの方は？」

「そうそう、この人は汐しお花はな彩芽さん。朝比奈さんの小学生の頃ころからの友達で、今日は朝比奈さんに会いにここまで来たんだ」

　僕の言葉に、彩芽さんがぺこりと悠斗と真理にお辞儀をする。

「おー、あなたが彩芽さんですか。俺は伊い吹ぶき悠斗。桜から聞いてますよ。小学校の時の親友だって」

「私は桐きり谷や真理。桜の友達と会えて光栄です。こんな姿で驚いたと思いますけど、気にしないで下さい」

「……ええ、こちらこそ桜ちゃんの友達に会えて嬉うれしいです」

　彩あや芽めさんが屈かがみながら、真ま理りと握手をする。

　そういえばこの三人とはゲームの世界で散々一緒にいたけど、こうして四人で会うのは初めてのような気がする。まさかこんな形で四人集まるなんて、ゲームの世界にいた頃ころの僕なら露つゆにも思わなかっただろうな。

　それから僕達は誰だれからともなく、朝あさ比ひ奈なさんの家を目指し歩き出した。

　でも無言で歩いていたからか、朝比奈さんの家がやけに遠く感じる。もう何十分も歩いたような気がするのに、時計を見たらまだ五分しか経たっていなかった。

　朝比奈さんの家の扉の前に立ち一度深呼吸をして、意を決して僕はドアチャイムを押す。

「……どなたですか？」

　しばらくして、エプロンを着けた女性が僕達を迎えた。

「おばさん！」

　彩芽さんがその女性を見て声をあげる。

　おばさんって……もしかして、朝比奈さんのお母さん？

　お母さんはしばらく彩芽さんを見つめた後、驚きに目を見開いた。

「もしかして、彩芽ちゃん？　どうしたの……って、聞くまでもないわよね。わざわざここまで来るくらいだもの。……あなた達も、桜さくらの友達なんですか？」

　お母さんが僕達に目を向け尋ねる。

「はい。こんな夜中にごめんなさい。でも、どうしても朝比奈さんに会いたくて」

「……とりあえず、上がって下さい。桜の大切な友達ならいずれ話さなきゃいけないことでしたし、私もあなた達の話が聞きたいですから」

　そう言ってお母さんは玄関に上がり、僕達に手招きした。

「でも、真理は大丈夫なの？　玄関に上がるのも大変そうだけど」

「これくらいなんてことねえよ。よっと」

　僕の言葉に平然と悠ゆう斗とが答え、車くるま椅い子すに乗っている真理を抱き上げた。

　右手で背を、左手で膝ひざの裏を支える。いわゆる、お姫様抱っこというやつだ。

「ば、馬ば鹿か！　何をするんだお前は！」

「何って、桜の家に上がるんだろ？　こうでもしねえと入れねえだろうが」

「だからって他に方法があるだろ！　っていうかお前どこ触ってるんだ！　こら降ろせ！　降ろせって！」

　顔を真っ赤にしながら真理は悠斗の顔をぽかぽかと殴るが、当の本人は全く意に介さず玄関に上がる。

　それでも真理の抵抗は止まらず、家の中から真理の怒る声が聞こえてきた。

「……柊木ひいらぎさん、なんで笑ってるんですか？」

「いや、悪い意味じゃないから気にしないで。ただ……」

　何か嬉うれしいなって思っちゃって。

　その言葉を飲み込み、僕は彩あや芽めさんと一緒に朝あさ比ひ奈なさんの家にあがった。



　朝比奈さんのお母さんについて行き、僕達は客間へと案内された。

「……まずは、何から話した方がいいでしょうか」

「ここに桜さくらちゃんが引っ越した時のことを聞かせてくれませんか、おばさん」

　彩芽さんが食い入るようにお母さんに質問する。

　やはり彩芽さんとしては、ここに引っ越した時の朝比奈さんのことが気になるのだろう。

「……皆さんは、夫が亡くなってこの街に引っ越したのをご存じでしょうか？」

　僕と彩芽さんは頷うなずいたが、悠ゆう斗とと真ま理りは訳が分からないといった感じで顔を見合わせる。

「夫が交通事故で亡くなって私と桜はこの実家に引っ越してきたんですが、桜は夫が死んだことで心を閉ざしてしまったんです。桜は夫によく懐なついていましたから」

　ぽつぽつと、お母さんが語り出す。

「その上、家庭の事情で中学に入るのが遅れてしまって、中学では友達がいないようでした。……でも、ある日を境に桜もちょっとは明るくなりました。この街に来て初めて友達が出来たよって、話してくれたんです」

「それが俺おれ達ってことですか」

「ええ。友達のことを話す時だけ、桜は笑ってくれました。……でも、ある日を境に桜は友達のことを一切話さなくなったんです」

「私が桜と喧けん嘩かしたことを、知ってるんですか？」

「はい。桜は何も話してくれませんでしたから、担任の先生からの電話で知ったんです。……真理さんと喧嘩した負い目からか、桜は休学して部屋に閉じこもるようになりました」

　やっぱりか、と内心で呟つぶやく。

　僕も真理を傷つけた時は同じことをしたんだ。朝比奈さんの気持ちは痛いほど分かる。

「その日から桜は不眠症に悩まされて、医者から処方された睡眠薬をずっと飲んでいたんですけど……つい二日前でしょうか。お昼ひる頃ごろに桜の部屋の前に置いた朝食を片づけようとした時、全く手が付けられていないことに気が付いたんです」

　お母さんの言葉に首筋が強こわ張ばる。二日前。僕が現実に帰って来た日だ。

「その時は珍しいなって思う程度で、代わりにお昼ご飯を置いて戻ったんですが……夕方になってもそれは同じでした。これは流石さすがにおかしいと思って扉越しに呼びかけても返事はなく、警察に頼んで鍵かぎを開けてもらったら、ベッドの上で桜が気を失っていたんです」

「気を失っていたって、まさか睡眠薬のせいですか？」

「はい。桜を病院まで運んでお医者さんに診てもらいましたから、間違いないと思います。幸いお医者さんのおかげで意識も取り戻して、今は自室にいますが……」

　僕の言葉に、お母さんが震えた声で返す。

　やっぱり朝あさ比ひ奈なさんは気絶をして、僕と同じ夢を見ていたのか。

「……お母さん、僕たちは朝比奈さんと話がしたいんです。会わせてもらえませんか？」

「……桜さくらが会ってくれるか、それは分かりません。特に、真ま理りさんに会うのは相当辛いと思います」

　お母さんの言葉に真理が俯うつむく。悠ゆう斗とや真理に会うのが辛くて学校を休んでいるくらいだ、まだ朝比奈さんは真理に会うほど心の整理はついていないだろう。

「……じゃあ、僕から話をさせてもらえませんか？」

　その場にいた皆の視線が、一斉に僕に集まった。

「僕は悠斗や真理のように朝比奈さんと親しい間柄じゃありませんし、彩あや芽めさんのように旧知の仲という訳じゃなくて……実は、ほとんど他人に近いんです」

　朝比奈さんにゲームの世界の記憶がないなら、僕は見ず知らずの他人に過ぎない。だったら、僕だけの方が朝比奈さんも話しやすいかもしれない。

「……私は賛成だ。正直、私もどんな顔をして桜に会えばいいのか分からない。それなら、この中じゃ樹いつきが適任かもしれん」

　真理の言葉に、悠斗と彩芽さんが頷うなずいた。

「……ありがとう、みんな」

「……分かりました。それじゃあ桜の部屋まで案内します」

　僕は力強く頷き立ち上がった。ようやく、ようやく朝比奈さんに会える。

　あの時朝比奈さんとした約束、絶対に果たさないと。



　僕はお母さんに連れられて二階にある一室の扉の前に案内された。

　お母さんが躊躇ためらいがちに、扉をノックする。

「……何？」

　少しの静寂の後、扉越しに女性の声が聞こえた。

　ざらざらとした中にわずかな瑞みず々みずしさがある、掠かすれた声。

　その声は僕の知っている、抑揚に満ちた朝比奈さんの声とはかけ離れていた。

　お母さんはどう答えていいか言葉を探す素振りをして、遅れて返事をした。

「……桜、友達が来てるわ。話をしてくれないかしら？」

「……友達って誰だれ？　真理ちゃん？　悠斗君？　それとも彩芽ちゃん？」

　朝比奈さんの声が震えているのが分かる。この扉の向こうに傷つけた友達がいると想像して、不安になっているんだ。

　僕は現実の朝比奈さんがどんな姿をしているか分からない。でもあの朝比奈さんが部屋に閉じこもって怯おびえていると思うと、今すぐにでもこの扉を壊したくなる。

「柊木ひいらぎ樹いつきと言います。荒あら木き笹ささ船ふなのファンです」

　その衝動を抑え、代わりに声を出してその気持ちを発散させた。

　狭い廊下に僕の声が残響して消えていく。

「……お母さん、席を外してくれる？　この人と二人で話がしたいの」

　長い時間を経へて、扉越しに耳を澄まさないと聞こえないほど弱々しい声が聞こえた。

「……分かったわ」

　お母さんが僕に目配せをして階段を降りて行った。

　桜さくらをお願いします。お母さんの目は、そう語っていたような気がした。

「……私のゲームをしてくれたの？」

「うん。陳腐な言葉しか出てこないけど……すごく、おもしろかった。ストーリーもキャラクターもみんな魅力的で、あんなにゲームで感動したのは生まれて初めてだった」

「……それが言いたくてわざわざ私を探してここまで来たの？」

「……それだけじゃないよ」

　胸の苦しさを消すように、思いっきり息を吐く。

「僕は夢を見たんだ。朝あさ比ひ奈なさんが作ったゲームの世界で、僕が主人公になって、朝比奈さんがヒロインになる夢を」

「……私の作ったゲームの？」

「うん。そこはすごく居心地が良くて、僕も朝比奈さんもずっとこのままでいたいって願った。でも、駄目だったんだ。現実では苦しんでいるって、朝比奈さんが教えてくれたから。だから……朝比奈さんに会いに来た」

「……私がそう言ったの？　現実だと苦しんでいるって」

　やはり、朝比奈さんは夢のことを覚えていないみたいだ。いや、そもそも朝比奈さんは夢すら見ていなくて、全すべて僕の妄想なのかもしれない。

　けれど、そんなことはどちらでも良かった。僕が朝比奈さんに会いたいって気持ちは、変わらないんだから。

「うん。自分のことが嫌いだから、理想の自分をゲームに作って登場させたって。どこにでもいる女の子として、どこにでもある恋愛が出来る『ドリーミー・ドリーマー』に自分をヒロインにさせたって……そう言ってた」

　朝比奈さんは、何も答えない。

「だって、『ドリーミー・ドリーマー』は悠ゆう斗とも真ま理りも彩あや芽めさんも出てくる、朝比奈さんの理想郷だったんでしょ？　だからさ……もう一度、みんなに会ってみない？　みんなも朝比奈さんに会いたがってるし、その世界を朝比奈さんが望んでいるなら……」

「勝手なこと言わないで！」

　甲高い声と共に、扉を思い切り叩たたく音。突然のことに僕は思わず身を引いてしまう。

「会える訳ないじゃない！　私は大事な友達を傷つけたんだよ!?　真ま理りちゃんから夢を奪って、悠ゆう斗と君も彩あや芽めちゃんも拒絶して……それなのに、どんな顔して会えって言うの！」

　朝あさ比ひ奈なさんのその声が、あまりに悲痛で……僕は何も言ってあげることが出来なかった。

「……樹いつき君、って言ったっけ？　私はね、私自身が大嫌いなの。面と向かってうまく人と喋しやべれない自分も、失敗ばかりしてる自分も、……全部嫌いだった。でも、それでも私を好きになってくれる人がいた」

　それが誰だれなのか、聞かなくたって分かる。そんなこと僕も知ってるんだから。

「私と違って明るくて、おもしろくて、強い人ばかりだったけど……それでも一緒にいてくれた。……でも、私はその人たちを傷つけてしまった」

　段々と朝比奈さんの語調が荒くなり、声も大きくなっていく。

「死んだらどうなるんだろうって、何度も考えたことがあるよ。でも怖くてそんなこと出来なかった。生きることも怖いくせに、死ぬことだって怖いの」

　死ぬ、という単語が僕の耳にねっとり絡みつく。

　脳裏に浮かぶのは夢の世界で、何度も何度も死んでいった朝比奈さんの姿。

　もしかしたら、現実の朝比奈さんは死にたいって気持ちが少しはあったのかもしれない。だから、ゲームの世界の朝比奈さんも死んでしまったのかもしれない。

「……でも、だからってみんなから目を背けたって誰も幸せにはなれないよ。悠斗も、真理も、彩芽さんも、そして何より……朝比奈さんも」

「……いいの、私なんて幸せにならなくても」

　───ぷつんと、

　僕の中の、何かが切れる音がした。

「樹君が見た夢の私は幸せだったかもしれない。でも、幸せになる権利なんて今の私にはないよ。こんな私なんて……いなくなっちゃえばいいんだ」

　幸せになる権利なんてない？　いなくなってしまえばいい？

　じゃあ好きな人が出来て、友達に囲まれて、それでも死んでしまった朝比奈さんはどうなるんだ？

　好きな人が目の前で死んで、何も出来なかった僕はどうなるんだ？

「……そんなことない！」

　───みんなと桜さくらの下でご飯とか食べれたら嬉うれしいな。

　悠斗や真理に思いを馳はせる、朝比奈さんを思いだす。

　───樹君とも出会えたから。すごく幸せだよ。

　僕の手を握り、頬ほおを染めた朝比奈さんを思いだす。

　───ちゃんと私のこと幸せにしてね。忘れたりしたら許さないんだから。

　涙を浮かべながら、それでも微笑ほほえむ朝比奈さんを思いだす。

「いなくなった方がいいとか、そんなこと言わないでよ！　朝あさ比ひ奈なさんはまだ何一つ夢を叶かなえてないじゃないか！」

　そうだ、ゲームの中の朝比奈さんは、幸せだったんだ。

　それが夢なら、叶わないはずないじゃないか。

「朝比奈さんは、みんなに愛されるヒロインにはなれないかもしれない。でも、夢を追いかける主人公にはなれるんだ。……だから、もう一度自分を信じてみてよ」

　どれだけの時間が経たっただろう。僕がうなだれていると軽い金属音がして、頭を上げる。

　唾つばを飲み込みドアノブに手をかけ、ゆっくりと扉を開けた。

　そこは、雪で塗装されたかと見み紛まがう程白い部屋。

　そして、その部屋の真ん中で少女が、僕に背を向けて立ち尽くしていた。

「……初対面の人と顔を合わせて話すとうまく喋しやべれないから、このまま話していい？」

「……うん、いいよ」

「……本当はね、みんなと話したいの。彩あや芽めちゃんとも、悠ゆう斗と君とも、真ま理りちゃんとも」

　朝比奈さんがスカートの裾すそを、ぎゅっと握る。

　その腕は向こうの世界の朝比奈さんより細く、触れれば壊れてしまいそう。

　髪だってひどく乱れていて、ポニーテールじゃない。

　きっと姿だって、僕の知っている朝比奈さんじゃないんだろう。

　でも、そんなの関係ない。

　姿は違っても、僕の目の前にいるのは、僕が生まれて初めて恋をした女の子なんだから。

「でも、やっぱり会うのが怖いの。みんなが私を拒絶するんじゃないかって───」

「そんなの、心配することはないよ。だって、今でもみんな朝比奈さんが好きなんだから」

　一歩、朝比奈さんに近づく。

　僕の足音を聞き、朝比奈さんがびくりと、肩を震わせる。

　肩だけじゃない。足だって今にも崩れそうなほど震えている。

　もし、僕が朝比奈さんに触れたら気絶してしまうかもしれない。

　別にいいさ。その時は僕が受け止めてやる。

「朝比奈さんは自分のことをいなくなればいいって言ったけど、そんなの僕が嫌なんだ。僕はもっと、朝比奈さんと一緒にいたいから」

　もう一歩、朝比奈さんに近づく。

　もし、朝比奈さんが自分のしたことに耐えられないなら、僕も背負ってやる。

　生きてることが楽しくないなら、僕も楽しいことを探してやる。

　好きな女の子の傍そばにいることくらい、僕でも出来るんだ。

「……なんで樹いつき君は、そんなに私に関かかわろうとするの？　私のファンだから？」

　さらにもう一歩。

　もう、手を伸ばせば届きそうなほど近い距離。

　でも、不思議と心は落ち着いていて、動揺も緊張もない。

「違うよ。だって、僕の夢は朝あさ比ひ奈なさんの夢だから。……なんて、本当はこれ悠ゆう斗との受け売りなんだけどね。でも、素直な僕の気持ち」

　朝比奈さんの夢を、現実にするため。

　それだけのために、僕は朝比奈さんに会いに来たんだ。

　だって、当たり前じゃないか。

　仲の良い友達に囲まれて、特別でもなんでもない平凡な恋をする。

　それは朝比奈さんの夢であり、僕の夢でもあるんだから。

「……今日初めて会った樹いつき君が、なんでそんなに私に優しくしてくれるかは分からない。分からないけど」

　ふっと、朝比奈さんはスカートの裾すそから手を離した。

　朝比奈さんのか細い手も足も、もう震えてはいない。

　そして、ゆっくりと僕に振り返り───

「……ありがとう」

　涙で濡ぬれた顔で、朝比奈さんは不器用に笑った。

　やっぱり、その瞳ひとみも、肌も、髪型も、僕の知っている朝比奈さんとは全然違う。

　でも、その笑顔はゲームの世界の朝比奈さんに負けないくらい優しくて……。

　ほらね、やっぱり朝比奈さんは朝比奈さんだ。



　僕は朝比奈さんと一緒に階段を降りて、皆が待っている客間の襖ふすまの前に立っていた。

「朝比奈さん、心の準備はいい？」

　朝比奈さんは頷うなずくが、肩が小刻みに震えている。きっと、皆に会うのが不安なんだろう。

「じゃ、行くよ」

　そう宣言し、僕は襖を開けた。その音に、みんなが一斉に朝比奈さんに視線を注そそぐ。

「桜さくら、大丈夫なの!?」

　お母さんが真っ先に、朝比奈さんに近づき手を取った。

「うん。まだちょっとくらくらするけど、心配しないで。ごめんね、今まで苦労掛けて」

「いいのよ、そんなの。だってお母さんなんだもん、娘を心配するのが親の仕事なのよ。それより、桜が部屋から出て来てくれて、本当に良かった……」

「桜ちゃん、久しぶりだね」

　お母さんの背後にいた彩あや芽めさんが立ち上がり、朝比奈さんに声をかける。

「……ごめんね、連絡しなくて。彩芽ちゃんたくさんメールくれたのに、彩芽ちゃんと話すのが怖くて……」

「いいよそんなの。だって、こうして直接会えたんだから。それより、桜さくらちゃん大きくなったね。ついに私も身長抜かれちゃったか」

「……そういう彩あや芽めちゃんは、眼鏡をかけたんだね」

「うん、視力が弱くなっちゃってね。でも……ほら、こうすれば昔のままでしょ？」

　彩芽さんが眼鏡を外し、ポケットから取り出した髪留めをつける。

　彩芽がいつも向こうの世界でしていた、ツインテールだ。

「……うん、あの頃ころの彩芽ちゃんにそっくり。何だか安心しちゃった」

「……元気だったか？　桜」

　真ま理りは立ち上がることが出来ず、座ったままの体勢で朝あさ比ひ奈なさんを呼ぶ。

「真理ちゃん！」

　朝比奈さんは真理に歩み寄ると、畳に膝ひざをつき真理の手を握る。

「ごめんね真理ちゃん。私のせいでこんな体にしちゃって……本当にごめんなさい……」

「いいんだ、そのことは。私はもう柔道は出来ないけど、代わりに夢が出来たんだ。悠ゆう斗とと二人で柔道で一番になるって夢をな。だから桜がそんなに謝ることはない」

「悠斗君と一緒に、一番になる……？」

「ああ、そうだぜ」

　悠斗が笑いながら真理の肩に右手を置き、左手の親指で自分を指した。

「俺おれと真理が柔道で、誰だれよりも強くなるって夢だ。だからさ、そんなに謝らないでくれよ」

「……それに、謝るのは私の方だ。私が、桜にひどいことを言ってしまったから……」

「違うよ。私が……私が、真理ちゃんを傷つけちゃったから……」

「だから、謝るなって……ようやく桜に会えたのに、桜がそんなに泣きながら謝ると……私まで悲しくなるじゃないか……」

　泣きじゃくる朝比奈さんから天井に目を移し、真理が呟つぶやいた。

　その声は風が吹けば消えてしまいそうなほど小さく、弱々しい。

　それでも、その声には確かに、愛いとしい響きがあった。

「……うわああああん！」

　そして、二人は喧けん嘩かした後の子供のように泣きながら抱き合った。

　耳を打つのは、朝比奈さんと真理の泣き声だけ。

　だけど、それが今は心地よくて、不思議な酩めい酊てい感すらある。

　朝比奈さんが願い、僕が望んでいた光景。

　それが、僕の目の前にあるんだ。

　でも、僕はその光景をちゃんと見ることは出来なかった。僕も泣いていたからだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


エピローグ





　予定の電車に寝坊で乗り遅れてしまい、僕は息を弾ませながら走っていた。

　約束の待ち合わせ場所である噴水には既に朝あさ比ひ奈なさんが待っていて、不安そうにきょろきょろと周りを見渡している。

　そして、僕に気付くと、朝比奈さんは露骨に不機嫌そうな顔をした。

「遅いよ、二十分の遅刻」

　中腰になりながら呼吸を整えていると、頭上から朝比奈さんの声が降りかかる。

　朝比奈さんの顔は見えないけど、きっと不満そうな目で僕を見ているんだろうなあ。

「ごめん、寝坊しちゃって。それじゃあ、早速行こうか」

「……もうっ」

　朝比奈さんは仕方ないなあ、と呟つぶやき歩き出した。僕も隣に並び朝比奈さんに話しかける。

「悠ゆう斗とは何回戦目に戦うんだっけ？」

「詳しいことは会場に着かないと分からないけど、開会式は終わってないと思うよ」

「良かった、それなら一安心かな」

　僕がほっと溜ため息いきをつくと、朝比奈さんは何か言いたげに僕を見た。慌てて、再度遅れたことを朝あさ比ひ奈なさんに謝る。

　朝比奈さんと現実で会ってから、一ヶ月が経たった。僕はたまに朝比奈さんや悠ゆう斗と達に会うためこの街を訪れるようになり、今日は悠斗の柔道の試合があると聞いて朝比奈さんと二人で応援することにしたのだ。

　朝比奈さんは初め、外に出ることが慣れなかったようだけど、今では友達と一緒なら大丈夫らしい。それを聞いて友達認定されたことを喜んだ反面、まだ友達止まりなのかと少し肩を落とした。

　でもゲームじゃないんだ。そうそう意中の女の子が自分を好きになってくれる訳ないか。

「そういえば、彩あや芽めさんと電話とかメールしてる？」

「うん、受験で忙しくてなかなか行けないけど、夏休みは絶対こっちに来るって」

「そっか、彩芽さんがこっちに来たらみんなで遊びたいね」

「……うん」

　はにかみながら、朝比奈さんが頷うなずく。

　まだ出会ったばかりだから二人きりだと朝比奈さんは僕に緊張していて、微妙な距離感があるのは否めない。それが少し寂しく感じる時もあるけど、きっと慣れてくれるさ。

「……桜さくら、散っちゃったね」

　朝比奈さんがぽつりと呟つぶやく。

　僕たちの歩いている道の両端には植え込みがあり、若葉が繁る桜の木が、僕たちを見下ろしていた。

「好きなの？　桜」

「今までは嫌いだった。だって、桜なんて名前私には似合わないって思ってたから。たくさんの人が綺き麗れいって言うような花が私の名前だなんて、皮肉にしか思えなかった。……でも、今なら少しは好きになれるかもしれない」

「……じゃあ来年になっちゃうけど、その時はお花見に行こうよ。悠斗とか真ま理りとか、彩芽さんも受験終わってると思うし」

「……うん」

　もうここはゲームの世界じゃない。ずっと桜が咲かないなんてありえないんだ。

　焦ることはない。生きていればいつか桜も咲く。その時になったら、別れ際にした朝比奈さんとの約束を果たそう。

　ふと、僕は誰だれかの視線を感じて立ち止まる。

　振り返ると、花を散らした桜の木の傍そばで誰かが立っていた。

　風にさらわれるポニーテール。

　白雪を彷ほう彿ふつとさせる、白い肌。

　その優しい笑顔は、今まで数え切れないくらい見てきた表情で───。

「朝あさ比ひ奈なさん……？」

　それは、ゲームの世界で出会った朝比奈さんだった。

　現実の朝比奈さんが詰め込んだ、この世界にはいない虚像。

　触れることも、言葉を交わすことも叶かなわない存在。

　でも───僕が初めて、恋をした女の子だ。

　そして、僕もまた、朝比奈さんに微笑ほほえんだ。

　やっぱり間違ってなかったよ、朝比奈さん。

　諦あきらめたくない夢なら、諦めなければきっと叶うんだ。

　何を言ってるのって、朝比奈さんは笑うかな。

　でもね、何度も望んだ日常を手に入れたんだ。

　朝比奈さんがいて、悠ゆう斗とがいて、真ま理りがいて、彩あや芽めさんがいて、僕がいる。

　もう朝比奈さんが死ぬことも、同じ時間を繰り返すこともない、僕の夢。

　───やっと、叶った。

　いや。まだ叶ってない夢、一つだけあったかな。

「どうしたの、柊木ひいらぎ君？」

　朝比奈さんの声に我に返り、心配そうにこちらを見ている朝比奈さんの方を向く。

　僕はもう一度後ろを振り返ったけど、そこにゲームの世界の姿をした朝比奈さんはいなかった。

「……いや、何でもないよ」

　朝比奈さんに笑いかけ、僕たちはまた歩き出した。

　まだ僕たちは、ハッピーエンドなんか迎えていない。これからも僕と朝比奈さんの人生は続く。だからそれまで、僕の夢は全部叶ったことにはならないんだ。

「柊木君、初めて私に会いに来たときのこと覚えてる？」

　不意に、上目がちに朝比奈さんが僕に話しかけた。

「……もちろんだよ、忘れられる訳ないさ」

「あの時、柊木君は自分の名前言ったでしょ？　柊木樹いつきなんて人と会ったことないんだけど、私はどうしても初めて聞いた名前には思えなかった」

「えっ？」

「睡眠薬を飲む量を間違えちゃって深く寝てた時、夢を見たんだ。内容は覚えてないけど、すごく楽しくて、すごく温かくて……すごく、悲しい夢」

「……」

「その夢で、私は柊木君の名前を聞いた気がするの」

「僕の名前？」

「うん。だからかな。初対面の人となんて緊張してうまく話せないのに、柊木君とは自分でも驚くぐらい喋しやべれた。まるで、どこかで会ったことがあるような気がしたから」

「そっか。……ねえ、そんな他人行儀な呼び方もう止やめない？」

「……？」

「朝あさ比ひ奈なさんは僕のこと樹いつきって呼んでもいいよ。それでも呼びづらいなら、君付けでもいいからさ」

　思えば、現実の朝比奈さんは僕のことを今まで名前で呼んだことがない。

　ゲームの世界にいた朝比奈さんは、当たり前のように僕のことを「樹君」と呼んでいただけに、朝比奈さんに名字で呼ばれるとどうも歯は痒がゆい。

　でも、朝比奈さんの返答は僕の期待を裏切るものだった。

「……やだ」

「えっ？」

　朝比奈さんはしばらく僕の顔を見つめたまま、ぽつりと呟つぶやく。

　僕はその言葉に頭が真っ白になり、気付けば僕達は足を止めていた。

　僕は朝比奈さんから目を離すことが出来ず、無言で見つめることしか出来ない。

　朝比奈さんのつぶらな瞳ひとみに、ほのかに上気した頬ほお。

　僕達が見つめ合っていたのはほんの一瞬だろうけど……果てしなく、長い時間に思えた。

　そして───、

「柊木ひいらぎ君も桜さくらって呼んでくれなきゃ、やだ……」

　そう呟き、朝比奈さんは顔を赤くして、細い指を絡めながら俯うつむいた。

　僕もその言葉の意味を理解した時、顔が熱くなるのを感じ、朝比奈さんから視線を外す。

　多分、今の僕は朝比奈さんに負けないくらい顔が真っ赤だろう。

「う、うん分かったよ。えーっと……」

　体の火照りが冷めないまま、俯きがちに僕を見る朝比奈さんの方を向く。

　女の子の名前を呼ぶだけなのに、妙に緊張して動どう悸きも激しくなる。

　さっきまで「桜」っていう単語は何度も口にしたのに、朝比奈さんの名前だと意識しただけで、頭がぼーっとしてうまく考えることが出来ない。

　朝比奈さんは不安そうな表情で僕を見つめていて、それが一層動揺させた。

　僕は冷静になるため一度深呼吸をして───ふと、思う。

　そういえば、今まで朝比奈さんを名前で呼んだことってなかったな。

「これからもよろしくね、桜さん」

　そして、僕は照れ笑いを浮かべながら、彼女の名前を呼んだ。

「……うん、樹君」

　桜さんは優しく目を細め、僕に微笑ほほえむ。

　その笑顔が、向こうの世界の朝比奈さんにそっくりで────

　やっぱり、桜さくらさんは僕の初恋の人だった。



    

  









    
      


あとがき



　初めまして、弥生やよい志し郎ろうと申します。

　この度、本作にて第八回ＭＦ文庫Ｊ新人賞佳作を頂き、何とか念願の作家として、スタートラインに立つことができました。

　さて、内容のほうですが、簡単に書くとギャルゲーに入った主人公が、その中で出会う度に記憶がリセットされる女の子を助ける、学園もののような、ミステリー風味のような……まあ、そんな作品です。

　題材がギャルゲーなんだから作者もギャルゲーが好きだろう、と考える人もいるでしょうが、全く以もつてその通りです。高校時代友達と同人ギャルゲーも作ったこともあり、それも本作を書く上で参考になりました。確かその時のタイトルは「ゆめいろ」。どれだけ夢ってフレーズが好きなんでしょうか。

　では、遅くなりましたが謝辞の方を。

　忙しい中、本作に付き添ってくれた担当の庄しよう司じ様、池いけ本もと様。お二人の助言や叱しつ咤たがなければ、この作品は完成していません。本当にありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします。

　そして、素敵なイラストを描いて下さった基もと井いあゆむ様。僕の頭の中にしかいなかったキャラクターを形にしてくれた基井様には、いくら頭を下げても下げ足りません。心より感謝いたします。

　さらにさらに、編集長の三み坂さか様、選考に携わって下さった審査員の先生方、編集部の皆様、出版や販売に関かかわって下さった全すべての方々。この場を借りて、お礼申し上げます。

　他にも、お互い励まし合って小説を書き合った大学の小説創作研究会の皆、情けない弱音を聞いてくれた友達、黙って僕を見守ってくれた家族、荒すさんだ心を癒いやしてくれた初代飼い猫のミィ、二代目飼い猫のトラ……と、このまま書いていたらいくらページがあっても足りないので、この辺りで止めておきます。

　でも、僕が出会ったものが一つでも足りなければ、今の「ドリーミー・ドリーマー」はないと断言できます。多分これからも言い続けると思うけど、みんな本当にありがとう！

　そして、最後に読者の皆様へ。

　この本を読んでくれるあなたがいなければ、どれだけ多くの人が心血を注いだ作品でも、ただの紙束です。だから、この作品を手にしてくれた読者の皆様へ深い感謝を。本作を読んで、少しでもおもしろいと思って頂ければ、至上の幸福です。

　では、また皆様と会える時を願って日々精進していきますので、よろしくお願いします。

弥生志郎



    

  









    
      


　著者

　弥生志郎（やよい・しろう）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊ新人賞にて佳作受賞。

　　島根県出身、兵庫県在住。

　　近所のゲーセンが最近の憩いの場。スカジャンを着たひげもじゃが、黙々と挌ゲーしてたら気軽に声をかけて下さい。

　　それが僕です。



　イラスト

　基井あゆむ（もとい・あゆむ）

　　５月14日生まれ。牡牛座のＯ型。

　　美少女と美青年をこよなく愛するイラストレーター。

　　最近は録り貯めしたアニメとかをＰＳ　Ｖｉｔａで見るのが楽しみです。

　　電車でやたら表情変えながらアニメ見てる人がいたらそれは基井かもしれない。

　　ＨＰ「PURE PLANET BLOG」

　　（http://pureplanet.blog22.fc2.com/）
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